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刊
行
に
あ
た
っ
て

平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
に
開
館
し
た
大
津
市
歴
史
博
物
館
は
、
市
内
に
所
在
す
る
寺
社
の
調
査
を
行
い
、
文
化
財
に
関
す
る
情
報
を
蓄
積

す
る
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
を
展
示
や
刊
行
物
を
通
し
て
発
信
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
従
来
の
当
館
に
よ
る
調
査
は
、
企
画
展
準
備
を
目
的

と
し
た
も
の
が
中
心
で
あ
っ
た
た
め
、
展
示
構
成
に
関
わ
ら
な
い
文
化
財
の
調
査
は
一
部
に
と
ど
ま
り
、
寺
社
に
伝
来
す
る
文
化
財
の
全
体
像

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
い
ま
だ
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
内
の
す
べ
て
の
寺
社
に
所
蔵
さ
れ
る
文
化
財
を
悉
皆
調
査
に
よ
っ

て
総
合
的
に
把
握
し
、
そ
の
後
の
保
存
活
用
の
基
礎
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
大
津
市
内
寺
社
所
在
未
指
定
文
化
財
調
査
事
業
」
を
、
令

和
四
年
度
（
二
〇
二
二
）
よ
り
開
始
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
令
和
五
年
度
（
二
〇
二
三
）
か
ら
は
、
様
々
な
寺
社
所
在
文
化
財
の
う
ち
、
彫
刻

を
中
心
と
し
た
調
査
報
告
書
を
順
次
発
行
し
、
当
館
開
館
以
来
の
調
査
も
含
め
て
、
そ
の
成
果
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
東
寺
真
言
宗
の
大
本
山
石
山
寺
の
彫
刻
に
関
す
る
調
査
報
告
書
を
刊
行
し
ま
す
。
石
山
寺
は
、
瀬
田
川
の
西
岸
、
小
高
い
伽
藍

山
の
東
麓
に
位
置
し
、
寺
伝
で
は
聖
武
天
皇
の
勅
願
に
よ
っ
て
東
大
寺
初
代
別
当
の
良
弁
僧
正
が
建
立
し
た
と
い
う
、
奈
良
時
代
以
来
の
伝
統

を
持
つ
近
江
屈
指
の
古
刹
で
す
。
本
書
で
は
、
石
山
寺
に
伝
わ
る
彫
刻
の
う
ち
、
平
安
時
代
以
前
の
作
例
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
石
山
寺
の
彫

刻
に
関
す
る
基
礎
資
料
と
し
て
、
本
書
を
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
書
の
発
行
に
あ
た
り
、
調
査
・
画
像
掲
載
に
多
大
な
る
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
石
山
寺
様
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
八
年
三
月

大
津
市
歴
史
博
物
館
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一� 

、
本
書
は
、
大
津
市
歴
史
博
物
館
が
調
査
を
行
っ
た
石
山
寺
の
彫
刻
の
う
ち
、
平
安
時

代
以
前
の
作
例
を
取
り
上
げ
、
図
版
・
解
説
を
掲
載
す
る
も
の
で
あ
る
。

一�

、
本
書
の
編
集
は
柘
植
健
生
（
当
館
学
芸
員
）
が
担
当
し
た
。
解
説
の
う
ち
一
～
六
に
つ

い
て
は
藤
岡
穣
氏
（
大
阪
大
学
教
授
）、
中
田
愛
乃
氏
（
大
阪
大
学
人
文
学
研
究
科
博
士

後
期
課
程
）
よ
り
ご
寄
稿
い
た
だ
き
、
七
～
一
九
に
つ
い
て
は
赤
津
將
之
、
柘
植
、
森
瑞

穂
（
い
ず
れ
も
当
館
学
芸
員
）
が
分
担
し
て
執
筆
し
た
。
執
筆
者
は
各
解
説
の
末
尾
に
記

し
た
。

一�

、
掲
載
の
順
序
は
、
当
館
で
推
定
し
た
制
作
年
代
が
古
い
も
の
か
ら
と
し
た
。

一
、
掲
載
作
例
の
う
ち
、
指
定
文
化
財
に
つ
い
て
は
次
の
記
号
を
用
い
て
示
し
た
。

◎
重
要
文
化
財
、
□
県
指
定
文
化
財

一
、
各
作
例
の
図
版
の
冒
頭
に
名
称
を
記
し
、
所
在
堂
宇
を
付
記
し
た
。

一�

、
各
作
例
の
解
説
に
お
け
る
記
述
項
目
及
び
順
序
は
左
記
の
通
り
と
す
る
。

名
称

法
量

形
状

品
質
構
造

伝
来

保
存
状
態

銘
文

時
代

考
察

１

名
称
に
は
品
質
・
員
数
を
付
記
す
る
。

２

法
量
は
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
よ
っ
て
記
す
。

３

�

保
存
状
態
の
項
に
は
、
破
損
・
欠
失
・
補
修
の
状
況
及
び
過
去
の
修
理
内
容
の
概
要

等
を
記
述
す
る
。
後
補
の
光
背
・
台
座
・
装
身
具
に
つ
い
て
は
、
こ
の
項
で
扱
い
、

他
の
記
述
を
省
略
す
る
。

４

�

銘
文
等
の
配
字
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
実
際
の
体
裁
に
よ
り
、
体
裁
に
よ
ら
な

い
場
合
は
、
原
文
の
改
行
を
／
に
よ
っ
て
示
し
た
。

５

�

銘
文
に
つ
い
て
は
、
判
読
不
可
能
の
文
字
は
□
で
示
し
た
。

６
�

考
察
の
項
に
は
、
各
作
例
の
制
作
環
境
や
制
作
者
周
辺
に
つ
い
て
の
特
記
す
べ
き
事

項
を
記
し
た
。

一�

、
本
書
掲
載
の
写
真
は
大
津
市
歴
史
博
物
館
撮
影
の
ほ
か
、
提
供
を
受
け
た
も
の
に
つ
い

て
は
次
の
通
り
。

45
頁

古
写
真
（
石
山
寺
）
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解
題

石
山
寺
の
歴
史
と
彫
塑
―
草
創
か
ら
平
安
時
代
ま
で
―

は
じ
め
に

は
じ
め
に

石
山
寺
は
、
寺
伝
で
は
聖
武
天
皇
（
七
〇
一
～
五
六
）
の
勅
願
に
よ
っ
て
東
大
寺
初
代
別
当

の
良
弁
（
六
八
九
～
七
七
三
）
が
創
建
し
た
と
い
い
、
平
安
時
代
以
降
に
は
真
言
密
教
の
修
学

拠
点
と
な
っ
た
古
刹
で
あ
る
。
ま
た
、
本
尊
の
如
意
輪
観
音
菩
薩
像
が
、
貴
賤
を
問
わ
ず
広
く

信
仰
を
集
め
た
観
音
霊
場
と
し
て
の
側
面
も
有
す
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
そ
の
学
術
上
の
重

要
性
は
広
く
認
知
さ
れ
て
お
り
、
寺
宝
の
調
査
研
究
が
継
続
的
に
実
施
さ
れ
て
き
た
。

な
か
で
も
、
石
山
寺
綜
合
調
査
団
に
よ
る
調
査
成
果
は
特
筆
さ
れ
、「
淳
祐
内
供
筆
聖
教
（
薫

聖
教
）」「
校
倉
聖
教
」「
石
山
寺
一
切
経
」「
深
密
蔵
聖
教
」
の
四
つ
の
聖
教
群
か
ら
な
る
膨
大

な
石
山
寺
聖
教
の
目
録
・
奥
書
な
ど
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
（
１
）。

さ
ら
に
、
石
山
寺
伝
来
の
絵
画
に

つ
い
て
も
、
調
査
団
が
継
続
的
な
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
石
山
寺
研
究
は
こ
れ
ら

の
成
果
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
一
方
で
、
彫
塑
に
関
し
て
は
、
伝
来
の
遺
品
が
聖
教
・
絵

画
に
比
し
て
少
な
く
、書
籍
や
展
覧
会
図
録
な
ど
で
そ
の
概
要
が
示
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

網
羅
的
な
調
査
報
告
が
行
わ
れ
る
機
会
は
多
く
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
当
館
で
は
「
大
津
市
内
寺
社
所
在
未
指
定
文
化
財
調
査
事
業
」

の
一
環
と
し
て
、
石
山
寺
に
伝
わ
る
彫
塑
の
う
ち
、
購
入
品
や
近
代
以
降
に
所
蔵
と
な
っ
た
も

の
を
除
い
た
作
例
を
総
覧
す
る
詳
細
調
査
報
告
書
を
今
後
数
か
年
に
わ
た
り
順
次
刊
行
す
る
こ

と
を
予
定
し
、
今
年
度
は
平
安
時
代
以
前
の
作
品
を
収
録
す
る
「
石
山
寺
１
」
を
発
刊
す
る
。

石
山
寺
の
悉
皆
調
査
は
令
和
四
年
度
（
二
〇
二
二
）
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
成
果
の
一
部

は
令
和
六
年
度
の
企
画
展
「
石
山
寺
―
密
教
と
観
音
の
聖
地
―
」
に
お
い
て
公
開
し
た
。
ま
た
、

本
展
会
期
中
に
は
、
藤
岡
穣
氏
（
大
阪
大
学
教
授
）
の
ご
協
力
の
も
と
、
石
山
寺
伝
来
の
金
銅

仏
の
金
属
成
分
分
析
調
査
を
実
施
し
、
本
報
告
書
に
そ
の
調
査
成
果
を
藤
岡
氏
よ
り
ご
寄
稿
い

た
だ
い
た
。
さ
ら
に
、
本
展
終
了
後
も
石
山
寺
の
寺
宝
調
査
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
こ
ち
ら
は
次
年
度
以
降
に
刊
行
す
る
報
告
書
に
掲
載
予
定
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
各
作
例
の
解
説
と
重
な
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
草
創
か
ら
平
安
時
代
ま
で
の
石

山
寺
の
歴
史
の
記
述
に
重
き
を
置
き
つ
つ
、
寺
史
と
彫
塑
の
関
連
を
述
べ
、
解
題
と
し
た
い
。

一

石
山
寺
の
草
創
と
天
平
宝
字
期
の
増
改
築

石
山
寺
の
草
創
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
史
料
が
正
倉
院
文
書
で
あ
る
。
正
倉
院
文
書
は
、

光
明
皇
后
（
七
〇
一
～
六
〇
）
に
仕
え
る
皇
后
宮
職
に
付
属
し
た
写
経
所
の
文
書
を
主
体
と
し

た
文
書
群
で
あ
り
、
そ
の
な
か
に
は
、
天
平
宝
字
五
年
（
七
六
一
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
石

山
寺
の
増
改
築
を
担
っ
た
「
造
石
山
寺
所
（
の
ち
造
石
山
院
所
に
改
称
）」
関
連
の
文
書
が
含

ま
れ
て
い
る
。「
造
石
山
寺
（
院
）
所
」
は
東
大
寺
の
造
営
に
従
事
し
た
「
造
東
大
寺
司
」
の

出
先
機
関
と
も
い
う
べ
き
組
織
で
、
こ
の
文
書
群
か
ら
石
山
寺
の
造
営
事
情
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

で
は
、
正
倉
院
文
書
に
よ
っ
て
石
山
寺
の
造
営
過
程
を
み
て
い
く
（
２
）。
天
平
宝
字
五
年
以
前
よ

り
、石
山
の
地
に
は
檜
皮
葺
仏
堂
一
宇
、板
葺
板
倉
一
宇
、板
屋
若
干
宇
を
有
す
る
寺
院
が
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
天
平
宝
字
五
年
一
一
月
一
七
日
に
、
安
都
雄
足
（
生
没
年
不
詳
）
を
別
当
と
し
、

本
尊
で
あ
る
塑
造
丈
六
の
「
観
世
音
菩
薩
」
の
制
作
が
始
め
ら
れ
た
。
翌
年
二
月
上
旬
に
は
写

経
所
が
造
ら
れ
、
三
月
初
め
頃
に
は
勢
多
庄
か
ら
移
築
の
う
え
改
築
さ
れ
た
良
弁
（
六
八
九
～

七
七
四
）
の
僧
房
が
成
っ
た
。
同
月
一
〇
日
頃
に
は
古
い
本
堂
を
壊
し
て
新
し
い
仏
堂
を
造
り

始
め
、
そ
の
他
の
堂
宇
も
そ
れ
ぞ
れ
造
営
さ
れ
た
。
二
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
は
、
東
大
寺
の

鋳
物
所
に
お
い
て
石
山
寺
の
鐘
や
太
子
像
の
鋳
造
が
行
わ
れ
た
（
３
）。
七
月
に
は
建
築
の
主
だ
っ
た

造
作
が
ほ
ぼ
終
了
し
、
八
月
に
は
本
尊
の
脇
侍
で
あ
る
「
神
王
二
柱
」
の
彩
色
も
終
了
し
た
。

用
材
は
、
甲
賀
山
作
所
、
田
上
山
作
所
、
高
島
山
作
所
と
い
っ
た
近
江
一
円
か
ら
も
た
ら
さ
れ

た
も
の
を
使
用
し
て
お
り
、東
大
寺
造
営
に
用
材
を
供
給
し
た
杣
の
材
木
が
充
当
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
小
規
模
な
山
間
寺
院
に
過
ぎ
な
か
っ
た
石
山
寺
は
、
一
年
足
ら
ず
で
丈
六
を
誇
る

塑
造
観
音
像
と
、
多
く
の
堂
宇
を
有
す
る
寺
院
へ
と
変
貌
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
（
４
）。

こ
の
よ
う
に
短
期
間
で
増
改
築
を
行
う
契
機
と
し
て
、
天
平
宝
字
三
年
に
保
良
宮
の
造
営
が

始
ま
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
保
良
宮
は
、
淳
仁
天
皇
（
七
三
三
～
六
五
）
に
よ
っ
て
造
営

が
開
始
さ
れ
た
宮
で
、
現
在
の
大
津
市
国
分
周
辺
に
所
在
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
５
）。
保
良
宮

造
営
に
は
、
近
江
国
司
で
淳
仁
天
皇
の
後
見
で
あ
っ
た
藤
原
仲
麻
呂
（
恵
美
押
勝
・
七
〇
六
～

六
四
）
の
存
在
が
関
係
し
て
い
た
よ
う
で
、
天
平
宝
字
五
年
一
〇
月
に
は
孝
謙
上
皇
（
七
一
八

～
七
〇
）
と
淳
仁
天
皇
が
平
城
宮
か
ら
保
良
宮
に
移
り
、
平
城
京
に
対
す
る
陪
都
「
北
京
」
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
直
後
の
一
一
月
に
開
始
さ
れ
た
石
山
寺
の
増
改
築

事
業
は
保
良
宮
と
密
接
に
関
連
し
、
石
山
寺
は
保
良
宮
の
付
属
寺
院
と
も
い
え
よ
う
。
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挿図 金剛蔵王立像塑像断片
奈良時代（８世紀）

し
か
し
、天
平
宝
字
六
年
五
月
、淳
仁
天
皇
と
の
不
和
に
よ
り
孝
謙
上
皇
が
平
城
宮
へ
と
戻
っ

た
こ
と
か
ら
、
保
良
宮
の
造
営
が
中
止
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、
保
良
宮
鎮
護
の
寺
と
し
て
の
石
山

寺
の
重
要
性
も
低
下
し
た
。
こ
れ
以
降
、
平
安
時
代
中
期
（
一
〇
世
紀
）
に
入
る
ま
で
は
、
史

料
に
登
場
す
る
こ
と
も
ほ
ぼ
な
く
な
り
、
わ
ず
か
に
石
山
寺
蔵
「
石
山
寺
縁
起
絵
巻
」（
重
要

文
化
財
・
鎌
倉
～
江
戸
時
代
）
に
、
延
暦
二
三
年
（
八
〇
四
）
に
近
江
国
の
租
税
を
充
て
て
常

楽
会
が
行
わ
れ
た
と
の
記
録
を
残
す
ば
か
り
と
な
る
。
伝
来
の
彫
塑
の
中
で
は
、平
安
時
代（
九

世
紀
中
頃
）
の
制
作
と
み
ら
れ
る
維
摩
居
士
坐
像
（
八
）
が
東
大
寺
弥
勒
仏
坐
像
（
通
称
「
試

み
の
大
仏
」）
と
類
似
す
る
作
風
を
示
し
、
石
山
寺
と
東
大
寺
の
密
接
な
関
係
を
示
唆
し
て
い

る
も
の
の
、
本
像
の
伝
来
は
詳
ら
か
で
は
な
く
、
江
戸
時
代
の
寺
誌
類
に
も
見
え
な
い
た
め
、

平
安
時
代
の
寺
史
と
の
関
係
か
ら
評
価
す
る
こ
と
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

石
山
寺
に
残
る
こ
の
時
期
の
彫
塑
と
し
て
ま
ず
挙
げ
る
べ
き
は
、
本
尊
三
尊
像
の
塑
造
断
片

と
右
脇
侍
金
剛
蔵
王
立
像
心
木
（
七
）
で
あ
ろ
う
（
６
）。
こ
れ
ら
は
、
正
倉
院
文
書
に
記
さ
れ
る
天

平
宝
字
五
～
六
年
に
か
け
て
造
像
さ
れ
た
「
観
世
音
菩
薩
」
と
「
神
王
」
に
相
当
し
、
造
石
山

寺
（
院
）
所
の
造
像
技
法
と
そ
の
水
準
を
今
に
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
、
三
尊
像
は
度
重
な
る

修
理
を
受
け
て
お
り
、
塑
像
か
ら
木
像
へ
変
更
さ
れ
る
な
ど
、
複
雑
な
経
緯
を
経
て
い
る
た
め
、

以
下
で
は
三
尊
像
と
伝
来
す
る
塑
像
断
片
の
来
歴
を
整
理
し
て
お
き
た
い
（
７
）。

ま
ず
、
天
平
宝
字
期
制
作
の
三
尊
像
は
、
承
暦
二
年
（
一
〇
七
八
）
の
火
災
で
罹
災
す
る
。

本
尊
の
損
傷
の
程
度
に
つ
い
て
は
文
献
に
よ
っ
て
諸
説
あ
る
が
（
８
）、

永
長
元
年
（
一
〇
九
六
）
の

本
堂
再
建
供
養
ま
で
に
三
尊
そ
ろ
っ
て
な
ん
ら
か
の
修
復
を
受
け
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
、
建
暦
元
年
（
一
二
一
一
）
に
中
尊
が
崩
壊
し
、
寛
元
三
年
（
一
二
四
五
）
に
再
度
修

復
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
木
造
如
意
輪
観
音
坐
像
は
、（
一
）
の
「
伝
来
」
に
て
述
べ
ら
れ
る

通
り
、
承
暦
二
年
か
ら
寛
元
三
年
ま
で
の
間
に
本
堂
に
安
置
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
続
い
て
、
江
戸
時
代
の
石
山
寺
僧
尊
賢
（
一
七
四
九
～
一
八
二
九
）
が
編
纂
し
た
『
石

山
要
記
』
や
『
石
山
寺
年
代
記
録
』
に
よ
る
と
、
中
尊
は
弘
安
八
年
（
一
二
八
五
）
に
西
大
寺

叡
尊
（
一
二
〇
一
～
九
〇
）
に
よ
り
再
興
さ
れ
、
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
に
も
修
復
を
受
け

た
と
さ
れ
る
。
同
書
に
は
、
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
に
「
古
塑
像
」
を
本
堂
の
「
後
山
」
に

埋
め
た
と
も
あ
る
。
両
脇
侍
は
文
政
一
三
年
（
一
八
三
〇
）
に
も
修
復
を
受
け（９
）、
こ
の
時
期
ま

で
塑
像
と
し
て
存
続
し
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
元
禄
三
年
に
埋
め
ら
れ
た
の
は
中
尊
の
断

片
が
中
心
で
あ
っ
た
と
捉
え
ら
れ
る
。
な
お
、
文
政
修
理
の
際
に
は
、
右
脇
侍
の
金
剛
蔵
王
立

像
は
塑
像
の
ま
ま
存
続
し
た
も
の
の
、左
脇
侍
の
執
金
剛
神
立
像
は
木
彫
で
造
り
替
え
ら
れ
た
。

以
上
よ
り
、
本
尊
三
尊
像
は
、
天
平
宝
字
年
間
、
承
暦
～
永
長
年
間
、
弘
安
年
間
、
慶
長
年
間
、

元
禄
年
間
、
文
政
年
間
と
、
幾
度
と
な
く
修
復
を
受
け
て
お
り
、
塑
像
断
片
に
は
各
時
代
の
も

の
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

現
在
ま
で
残
る
塑
像
断
片
は
、
①
石
山
寺
伝
世
分
（
約
九
〇
個
）、
②
平
成
一
四
年
金
剛
蔵

王
立
像
保
存
修
復
時
発
見
分
（
挿
図
）、③
平
成
一
四
年
石
山
寺
本
堂
発
掘
調
査
時
発
見
分
（
コ

ン
テ
ナ
約
四
五
箱
分
）
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

②
は
東
大
寺
の
奈
良
時
代
塑
像
な
ど
と
類
似
す
る
こ
と
か
ら
同
じ
時
期
の
も
の
と
判
断
さ
れ

る
。
そ
の
な
か
に
は
口
部
の
上
層
と
下
層
が
含
ま
れ
、
上
層
は
閉
口
す
る
の
に
対
し
、
下
層
は

上
歯
で
下
唇
を
噛
む
姿
で
、
何
ら
か
の
宗
教
的
意
味
を
有
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
後
述
す

る
心
木
の
右
足
を
大
き
く
蹴
り
上
げ
た
姿
態
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
興
味
が
持
た
れ
る
。

①
、
③
は
奈
良
～
江
戸
時
代
ま
で
の
幅
広
い
年
代
の
断
片
を
含
ん
で
い
る
と
み
ら
れ
る
。
年

代
ご
と
の
断
片
の
特
色
の
詳
細
は
、
発
掘
報
告
書
や
展
覧
会
図
録
も
あ
わ
せ
て
参
照
い
た
だ
き

た
い
が
（
（1
（

、
②
と
よ
く
似
た
雲
母
混
じ
り
の
軽
量
な
彫
塑
土
を
使
用
し
た
断
片
は
奈
良
時
代
の
も

の
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
そ
れ
以
外
の
黄
土
色
や
明
灰
色
、
乳
白
灰
色
の
断
片
は
承
暦
年
間

以
降
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
承
暦
年
間
以
降
の
断
片
が
い
つ
の
修
理
に
よ
る
も
の
な
の
か
を
確
定
す
る
の
は
、

検
討
材
料
が
不
足
し
て
お
り
困
難
を
伴
う
。
叡
尊
の
弟
子
・
忍
性
（
一
二
一
七
～
一
三
〇
三
）

が
拠
点
と
し
た
神
奈
川
・
極
楽
寺
の
仁
王
像
と
み
ら
れ
る
塑
像
断
片
（
鎌
倉
時
代
）
と
い
っ
た

中
世
塑
像
の
調
査
を
継
続
し
、
年
代
ご
と
の
特
色
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
（
（1
（

。

一
方
の
心
木
（
七
）
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
天
平
宝
字
期
当
初
の
も
の
が
残
っ
て
い
る

が
、
保
存
状
態
と
当
初
の
像
容
を
め

ぐ
っ
て
議
論
が
あ
る
。
特
に
焦
点
と

な
っ
て
い
る
の
は
大
き
く
蹴
り
上
げ

た
右
足
の
保
存
状
態
で
、
本
書
の
個

別
解
説
で
は
、
井
桁
状
の
台
座
と
そ

こ
に
渡
さ
れ
た
横
架
材
の
形
状
に
着

目
し
、
こ
の
姿
態
を
当
初
の
造
形
と

し
て
評
価
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
う

し
た
造
形
が
、
石
山
寺
の
造
営
を
主

導
し
た
良
弁
や
そ
の
周
辺
の
信
仰
と
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ど
の
よ
う
に
つ
な
が
り
、
中
尊
と
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る
の
か
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要

で
あ
ろ
う
。

こ
の
ほ
か
、
石
山
寺
に
は
天
平
宝
字
期
を
遡
る
金
銅
仏
が
計
六
軀
（
一
～
六
）
伝
来
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
四
軀
は
本
尊
の
如
意
輪
観
音
菩
薩
坐
像
の
胎
内
仏
で
、
納
め
ら
れ
て
い
る

厨
子
の
墨
書
銘
か
ら
伝
来
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
四
軀
の
金
銅
仏
は
、
承
暦
二
年
正

月
二
日
の
火
災
の
の
ち
、
座
主
権
律
師
覚
任
（
一
〇
八
八
～
一
一
五
二
）
が
修
復
し
た
丈
六
像

の
胎
内
に
籠
め
ら
れ
て
い
た
も
の
と
判
明
し
、
四
軀
の
金
銅
仏
は
遅
く
と
も
承
暦
二
年
頃
に
は

石
山
寺
に
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
美
術
史
的
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
、
藤
岡
氏
に

よ
る
作
品
解
説
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
が
、朝
鮮
三
国
時
代
（
百
済
）、飛
鳥
時
代
、奈
良
時
代
と
、

制
作
地
・
年
代
が
異
な
る
古
代
金
銅
仏
が
本
尊
に
納
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
契
機
に
興
味
が

持
た
れ
る
。
石
山
寺
伝
来
の
金
銅
仏
が
、
天
平
宝
字
五
年
以
前
か
ら
石
山
の
地
に
所
在
し
た
寺

院
と
関
係
し
て
い
た
こ
と
も
想
像
さ
れ
よ
う
。

二

密
教
修
学
寺
院
と
し
て
の
あ
ゆ
み
と
造
像

石
山
寺
は
、
遅
く
と
も
平
安
時
代
中
期
（
一
〇
世
紀
）
に
は
、
地
理
的
に
近
い
関
係
に
あ
る

醍
醐
寺
な
ど
の
真
言
系
寺
院
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。
寺
伝
に
は
、
醍
醐
寺
開
山
聖
宝

（
八
三
二
～
九
〇
九
）・
初
代
座
主
観
賢
（
八
五
四
～
九
二
五
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
石
山
寺
初
代
・

二
代
座
主
を
務
め
た
と
い
い
、醍
醐
寺
と
の
強
い
関
係
性
を
示
唆
し
て
い
る
。三
代
座
主
と
な
っ

た
淳
祐
（
八
九
〇
～
九
五
三
）
か
ら
は
、
石
山
寺
に
お
け
る
具
体
的
な
活
動
が
判
明
す
る
。

淳
祐
は
、
菅
原
淳
茂
（
八
七
八
～
九
二
六
）
の
子
息
で
道
真
（
八
四
五
～
九
〇
三
）
の
孫
に

あ
た
り
、
悉
曇
学
や
両
界
曼
荼
羅
の
諸
尊
に
つ
い
て
の
研
究
で
知
ら
れ
る
学
僧
で
あ
る
。
観
賢

の
も
と
で
学
ん
だ
が
、
生
来
多
病
の
た
め
石
山
寺
に
隠
棲
し
、
普
賢
院
に
住
し
た
。
こ
の
た
め

普
賢
院
と
称
さ
れ
る
ほ
か
、
天
暦
二
年
（
九
四
八
）
に
内
供
奉
に
任
じ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
淳

祐
内
供
、
石
山
内
供
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
。
淳
祐
の
石
山
寺
に
お
け
る
足
跡
を
示
す
宝
物
と
し

て
、「
薫
聖
教
」
が
あ
り
、
石
山
寺
座
主
以
外
に
は
容
易
に
披
見
が
許
さ
れ
な
い
最
重
要
の
寺

宝
と
し
て
継
承
さ
れ
て
き
た
（
（1
（

。「
薫
聖
教
」
の
呼
称
は
、
延
喜
年
間
（
九
〇
一
～
二
三
）
に
師

の
観
賢
が
高
野
山
に
あ
る
弘
法
大
師
の
御
廟
に
参
っ
た
際
、
淳
祐
も
随
伴
し
て
大
師
の
衣
に
触

れ
、
そ
の
薫
香
が
手
に
移
り
、
淳
祐
が
記
し
た
聖
教
に
も
染
み
入
っ
た
、
と
い
う
説
話
か
ら
来

て
い
る
（
（1
（

。
薫
聖
教
の
中
で
最
も
古
い
奥
書
は
延
喜
二
二
年
（
九
二
二
）
の
も
の
で
、
書
写
地
が

記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
頃
か
ら
淳
祐
が
石
山
寺
に
お
い
て
活
動
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
ろ

う
。
石
山
寺
に
残
る
聖
教
か
ら
は
、
一
〇
世
紀
を
通
し
て
淳
祐
と
弟
子
筋
の
僧
侶
た
ち
が
活
動

し
た
こ
と
が
知
ら
れ
（
（1
（

、
優
れ
た
学
僧
淳
祐
の
入
寺
に
よ
っ
て
、
石
山
寺
は
密
教
を
中
心
と
し
た

修
学
の
寺
と
し
て
の
側
面
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
密
教
化
と
軌
を
一
に
し
て
本
尊
が
如
意
輪
観
音
、
金
剛
蔵
王
、
執
金
剛

神
か
ら
な
る
三
尊
像
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
間
の
経
緯
に
つ
い
て
は
吉
川
聡

氏
の
論
考
に
詳
し
い
が
（
（1
（

、
氏
に
よ
れ
ば
、
石
山
寺
の
三
尊
が
如
意
輪
観
音
、
金
剛
蔵
王
、
執
金

剛
神
と
認
識
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
す
最
古
の
史
料
は
、「
石
山
寺
一
切
経
」
の
「
求
聞
持
法
」

（
第
五
函
一
二
八
号
）の
紙
背
文
書「
御
祈
願
所
巻
数
」で
あ
る
。
こ
れ
は
、応
和
二
年（
九
六
二
）

に
石
山
寺
僧
長
斅
（
生
没
年
不
詳
）
が
源
高
明
（
九
一
四
～
九
八
三
）
の
息
災
延
命
を
祈
っ
た

際
の
巻
数
で
あ
り
、
文
中
に
「
如
意
輪
真
言
」「
金
剛
蔵
王
宝
号
」「
執
金
剛
神
宝
号
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
一
〇
世
紀
中
頃
に
は
す
で
に
、
三
尊
が
如
意
輪
観
音
、
金
剛
蔵
王
、
執
金
剛
神
と

認
識
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。

で
は
こ
の
変
化
は
な
ぜ
生
じ
た
の
か
。
石
山
寺
初
代
座
主
と
さ
れ
る
聖
宝
が
、
奈
良
・
金
峯

山
に
如
意
輪
観
音
を
本
尊
、
多
聞
天
と
金
剛
蔵
王
を
脇
侍
と
す
る
三
尊
を
造
立
し
て
い
る
。
ま

た
、
聖
宝
の
弟
子
で
延
長
八
年
（
九
三
〇
）
よ
り
醍
醐
寺
座
主
を
務
め
た
貞
崇
（
八
六
六
～

九
四
四
）
は
金
剛
蔵
王
を
金
峯
山
の
主
尊
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。
一
〇
世
紀
の
石
山
寺
に

お
い
て
は
醍
醐
寺
の
影
響
力
が
強
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
聖
宝
、
貞
崇
ら
醍
醐
寺
系
の
祖
師

に
よ
る
情
報
が
石
山
寺
ま
で
及
ん
で
い
た
可
能
性
は
高
い
。
ま
た
、『
扶
桑
略
記
』
天
慶
四
年

（
九
四
一
）
三
月
条
に
引
用
さ
れ
る
『
道
賢
上
人
冥
途
記
』
で
、
金
剛
蔵
王
が
太
政
威
徳
天
と

な
っ
た
菅
原
道
真
と
関
わ
る
尊
格
と
し
て
語
ら
れ
る
な
ど
、
天
神
と
金
剛
蔵
王
は
密
接
な
つ
な

が
り
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
前
述
の
通
り
淳
祐
は
道
真
の
孫
で
あ
っ
た
。
こ
う

し
た
要
因
を
背
景
に
、
石
山
寺
の
三
尊
へ
の
認
識
が
変
化
し
て
い
っ
た
と
吉
川
氏
は
指
摘
し
て

い
る
（
（1
（

。
つ
ま
り
、
平
安
時
代
中
期
の
石
山
寺
に
は
、
醍
醐
寺
系
の
真
言
密
教
の
影
響
が
強
い
と
考
え

ら
れ
、
こ
の
時
期
の
作
例
も
そ
れ
を
反
映
し
た
様
相
を
示
し
て
い
る
。
九
世
紀
後
半
の
毘
沙
門

天
立
像
（
九
）
の
造
像
に
、
聖
宝
が
関
与
し
た
と
の
見
方
が
あ
る
ほ
か
（
（1
（

、
一
〇
世
紀
末
か
ら

一
一
世
紀
初
め
の
如
意
輪
観
音
坐
像
（
一
四
）
は
、
淳
祐
の
思
想
が
反
映
さ
れ
た
如
意
輪
観
音

像
に
倣
っ
て
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。

こ
の
ほ
か
、
一
〇
世
紀
の
大
日
如
来
坐
像
（
一
〇
）、
旧
護
摩
堂
本
尊
で
あ
っ
た
不
動
明
王
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坐
像
（
一
一
）
の
よ
う
な
優
れ
た
作
域
を
示
す
等
身
大
の
密
教
尊
の
作
例
が
残
り
、
い
ず
れ
も

平
安
時
代
以
来
の
伝
来
が
判
明
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
淳
祐
あ
る
い
は
そ
の
弟
子
筋
の
僧
侶

た
ち
が
造
像
に
関
わ
っ
た
可
能
性
も
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
〇
世
紀
ま
で
の
石
山
寺
で

は
、
聖
宝
、
淳
祐
と
い
っ
た
醍
醐
寺
系
の
祖
師
た
ち
の
関
与
が
想
定
さ
れ
る
作
例
が
一
定
数
残

り
、
密
教
寺
院
と
し
て
の
性
格
を
実
際
の
造
像
か
ら
は
っ
き
り
と
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
が
、
一
一
世
紀
に
入
る
と
淳
祐
に
連
な
る
法
脈
の
石
山
寺
に
お
け
る
活
動
が
文
献
資

料
か
ら
確
認
で
き
な
く
な
り
、
実
際
の
造
像
に
も
こ
う
し
た
僧
侶
た
ち
と
の
関
係
を
指
摘
し
得

る
作
例
が
見
ら
れ
な
く
な
る
。
次
節
で
述
べ
る
観
音
信
仰
の
隆
盛
と
は
裏
腹
に
、
一
一
世
紀
以

降
の
石
山
寺
に
お
け
る
密
教
修
学
は
下
火
と
な
り
、
一
一
世
紀
に
は
、
石
山
寺
を
拠
点
に
修

学
に
励
む
僧
侶
は
ほ
ぼ
存
在
し
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
石
山
寺
が
再
び

密
教
修
学
寺
院
と
し
て
の
面
目
を
回
復
す
る
に
は
一
二
世
紀
も
中
頃
ま
で
待
た
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
久
安
四
年
（
一
一
四
八
）
に
念
西
（
生
没
年
不
詳
）
が
一
切
経
の
収
集
・
書
写
を

発
願
し
た
ほ
か
、
一
二
世
紀
後
半
に
は
観
祐
（
一
一
一
〇
～
七
五
頃
）、
朗
澄
（
一
一
二
二
～

一
二
〇
九
）、
経
雅
（
生
没
年
不
詳
）
ら
の
盛
ん
な
聖
教
書
写
の
様
子
が
校
倉
聖
教
の
奥
書
な

ど
か
ら
知
ら
れ
る
。
朗
澄
ら
の
活
動
時
期
は
一
三
世
紀
ま
で
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
彼
ら
と
石
山
寺

の
造
像
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
報
告
書
に
て
触
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。

三

観
音
霊
場
と
し
て
の
発
展
と
造
像

石
山
寺
は
、
真
言
密
教
化
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
、
奈
良
・
長
谷
寺
な
ど
と
並
ぶ
観
音
霊

場
と
し
て
都
の
貴
顕
の
信
仰
を
集
め
て
い
く
。
天
暦
五
年
（
九
五
一
）
頃
ま
で
に
執
筆
さ
れ
た

と
さ
れ
る
『
大
和
物
語
』
で
は
、
宇
多
天
皇
（
八
六
七
～
九
三
一
）
が
石
山
寺
へ
再
三
行
幸
し

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
一
〇
世
紀
前
半
か
ら
皇
族
の
参
詣
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
女
流
文
学
者
の
日
記
や
物
語
に
石
山
寺
参
詣
へ
の
言
及
が
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
、
長

保
三
年
（
一
〇
〇
一
）
頃
の
『
枕
草
子
』
に
「
寺
は
石
山
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、『
蜻
蛉
日
記
』
天
禄
元
年
（
九
七
〇
）
七
月
条
、『
和
泉
式
部
日
記
』
長

保
五
年
（
一
〇
〇
三
）
条
、『
更
級
日
記
』
寛
徳
二
年
（
一
〇
四
五
）
条
な
ど
に
石
山
寺
参
籠

の
こ
と
が
見
出
さ
れ
る
。

一
二
世
紀
に
入
る
と
石
山
寺
本
尊
へ
の
信
仰
は
ま
す
ま
す
広
ま
り
、『
寺
門
高
僧
記
』
巻
四
・

行
尊
（
一
〇
五
五
～
一
一
三
五
）
伝
に
載
る
西
国
三
十
三
所
巡
礼
の
う
ち
に
石
山
寺
が
挙
げ
ら

れ
る
。
ま
た
『
寺
門
高
僧
記
』
巻
六
所
収
の
覚
忠
（
一
一
一
八
～
七
七
）
伝
の
三
十
三
所
巡
礼

記
録
に
も
石
山
寺
が
収
録
さ
れ
、
石
山
寺
の
観
音
が
貴
顕
に
広
く
認
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
理

解
で
き
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
一
〇
世
紀
以
降
の
石
山
寺
は
、
観
音
信
仰
を
核
に
し
た
貴
顕
の
厚
い
帰
依

を
受
け
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
ま
ず
取
り
上
げ
る
べ
き
は
、
一
〇
世

紀
末
頃
の
制
作
に
か
か
り
、旧
御
前
立
で
あ
っ
た
如
意
輪
観
音
坐
像（
一
二
）で
あ
る
。
本
像
は
、

左
足
を
踏
み
下
げ
て
岩
座
に
坐
す
点
、
二
臂
で
あ
る
点
か
ら
本
尊
の
模
刻
と
考
え
ら
れ
、
一
〇

世
紀
以
来
の
石
山
寺
本
尊
へ
の
信
仰
の
隆
盛
を
受
け
た
造
像
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。（
一
二
）、

（
一
四
）
と
い
う
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
制
作
さ
れ
た
二
臂
と
六
臂
の
如
意
輪
観
音
が
石
山
寺
に
伝

来
し
て
い
る
こ
と
は
、
密
教
修
学
の
寺
院
で
あ
る
と
と
も
に
、
観
音
信
仰
の
寺
院
で
も
あ
っ
た

石
山
寺
の
性
格
を
如
実
に
映
し
出
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

続
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
も
と
三
十
八
所
権
現
社
に
安
置
さ
れ
、
現
在
は
本
堂
に
移
安
さ

れ
て
い
る
獅
子
・
狛
犬
（
一
九
）
で
あ
る
。
三
十
八
所
権
現
は
、
近
津
尾
、
龍
蔵
と
な
ら
ぶ
石

山
寺
の
鎮
守
で
あ
り
、
史
料
上
で
は
い
ず
れ
も
一
二
世
紀
に
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
か
め

ら
れ
る
。
本
像
は
、
承
暦
火
災
後
に
お
け
る
三
十
八
所
権
現
社
の
建
立
あ
る
い
は
再
建
に
合
わ

せ
、
一
二
世
紀
前
半
に
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
三
十
八
所
と
は
、
金
峯
山
の
尊
格
の
一

つ
で
あ
り
、藤
原
道
長
（
九
六
六
～
一
〇
二
八
）
が
寛
弘
四
年(

一
〇
〇
七
）
に
金
峯
山
に
登
っ

た
際
、
山
上
で
三
十
八
所
に
参
詣
し
て
い
る
。
三
十
八
所
権
現
は
、
金
剛
蔵
王
を
脇
侍
と
す
る

石
山
寺
本
尊
に
相
応
し
い
鎮
守
社
で
あ
り
、
承
暦
火
災
後
に
、
石
山
寺
本
尊
へ
の
信
仰
に
基
づ

き
、
貴
顕
の
寄
進
な
ど
に
よ
っ
て
社
殿
の
建
立
（
も
し
く
は
再
建
）
と
獅
子
・
狛
犬
の
造
立
が

行
わ
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
な
お
、
伝
来
は
不
明
な
が
ら
、
二
天
立
像
（
一
七
）
に
つ
い

て
も
、
承
暦
火
災
後
の
復
興
に
合
わ
せ
て
の
造
立
と
考
え
る
余
地
が
あ
ろ
う
。

以
上
、
石
山
寺
の
草
創
か
ら
平
安
時
代
ま
で
の
歴
史
と
彫
塑
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
東
大

寺
や
保
良
宮
と
関
わ
る
官
寺
と
し
て
出
発
し
、
平
安
時
代
か
ら
は
密
教
修
学
と
観
音
信
仰
と
い

う
複
数
の
側
面
を
以
て
展
開
し
た
寺
史
が
、彫
塑
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

伝
来
が
未
詳
な
た
め
寺
史
と
の
関
係
で
位
置
付
け
る
こ
と
が
難
し
い
作
例
も
多
く
、
課
題
は
尽

き
な
い
が
、
本
報
告
書
の
刊
行
が
今
後
の
研
究
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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（
１
）��

石
山
寺
文
化
財
綜
合
調
査
団
編
『
石
山
寺
古
経
聚
英
』（
法
蔵
館
、
一
九
八
五
）、 

同
『
図
像
抄
― 

石
山

寺
所
蔵
十
巻
抄
』（
法
蔵
館
、
一
九
八
八
）、 

同
『
石
山
寺
の
研
究
』
全
四
冊
（
法
蔵
館
、
一
九
七
八
～

九
二
）、 
同
『
石
山
寺
資
料
叢
書
』
既
刊
全
一
一
冊
（
法
蔵
館
、
一
九
九
六
～
）。

（
２
）�

天
平
宝
字
期
の
石
山
寺
増
改
築
に
つ
い
て
は
、
豊
富
な
先
行
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
福
山
敏

男「
奈
良
時
代
に
於
け
る
石
山
寺
の
造
営
」（
同『
日
本
建
築
史
の
研
究
』桑
名
文
星
堂
、一
九
四
三
、同『
日

本
建
築
史
の
研
究
』〈
綜
芸
社
、
一
九
八
〇
年
〉
再
録
）
に
よ
っ
て
造
営
過
程
を
整
理
す
る
。

（
３
）�

高
梨
純
次
「
湖
南
市
・
善
水
寺
金
銅
誕
生
釈
迦
仏
立
像
に
つ
い
て
」（
同
『
近
江
の
古
像
』
思
文
閣
出
版
、

二
〇
一
四
）
で
は
、
善
水
寺
誕
生
釈
迦
仏
立
像
が
、
東
大
寺
鋳
物
所
に
お
い
て
造
像
さ
れ
た
石
山
寺
所

用
の
太
子
像
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、井
上
一
稔
「
近
江
の
天
平
彫
刻
に
つ
い
て
」（
財

団
法
人
滋
賀
県
文
化
財
保
護
協
会
『
大
仏
は
な
ぜ
紫
香
楽
で
造
ら
れ
た
の
か
―
聖
武
天
皇
と
そ
の
時
代

―
』
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
、
二
〇
〇
五
）
で
は
、
石
山
寺
所
用
の
太
子
像
の
影
響
が
善
水
寺
像
に
も
及
ん

で
い
た
と
す
る
。

（
４
）�

山
下
有
美
氏
は
、
良
弁
が
石
山
寺
に
滞
在
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
天
平
宝
字
六
年
二
月
頃
よ
り
、「
石

山
院
」
と
い
う
発
行
主
体
が
文
書
に
含
ま
れ
始
め
、
中
に
は
「
造
東
大
寺
石
山
院
所
」
と
も
表
現
さ
れ

る
こ
と
を
取
り
上
げ
、
良
弁
が
保
良
宮
と
の
結
び
つ
き
を
背
景
に
、
石
山
寺
を
一
山
寺
か
ら
「
東
大
寺

の
一
院
で
あ
る
石
山
院
」
へ
と
格
上
げ
し
た
と
指
摘
す
る
。
山
下
有
美
「
石
山
寺
造
営
機
構
の
性
格
と

展
開
」（『
正
倉
院
文
書
研
究
』
一
六
、二
〇
一
九
）。

（
５
）�

大
津
市
教
育
委
員
会
編
『
大
津
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
三
三

石
山
国
分
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書

大
津
市
南
消
防
署
・
晴
嵐
保
育
園
建
設
に
伴
う
』（
二
〇
〇
二
）、
同
『
大
津
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告

書
六
九 

石
山
国
分
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
Ⅱ
』（
二
〇
一
三
）。

（
６
）�

心
木
は
、
平
成
一
四
年
（
二
〇
〇
二
）
修
理
時
に
像
内
部
よ
り
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
７
）�

塑
造
断
片
に
つ
い
て
は
、
大
津
市
教
育
委
員
会
編
『
大
津
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
三
九

石
山
寺

境
内
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』（
二
〇
〇
六
）
で
す
で
に
報
告
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
書
に
は
収
録
せ
ず
、

本
稿
で
概
要
を
述
べ
る
に
と
ど
め
る
。

（
８
）�『
扶
桑
略
記
』
は
本
尊
が
焼
け
尽
く
し
た
と
記
す
の
に
対
し
、『
百
練
抄
』
は
尊
顔
は
損
な
わ
れ
な
か
っ

た
と
す
る
。

（
９
）�

文
政
京
都
地
震
に
よ
る
損
傷
を
修
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
津
市
歴
史
博
物
館
・
総
合
地
球
環
境
学
研

究
所
編
『
湖
都
大
津
の
災
害
史
』（
二
〇
二
三
）
参
照
。

（
10
）
前
掲
注
７
、
大
津
市
歴
史
博
物
館
編
『
石
山
寺
―
密
教
と
観
音
の
聖
地
―
』（
二
〇
二
四
）。

（
11
）�

寺
島
典
人
「
西
大
寺
叡
尊
に
よ
る
石
山
寺
塑
像
本
尊
の
修
復
に
つ
い
て
」（
前
掲
注
10
大
津
市
歴
史
博
物

館
編
書
所
収
）
に
お
い
て
極
楽
寺
塑
像
断
片
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）�

昭
和
三
六
年
（
一
九
六
一
）
国
宝
指
定
の
六
〇
巻
一
帖
・
附
聖
教
目
録
一
巻
、
平
成
一
四
年
追
加
指
定

の
一
三
巻
に
加
え
、
令
和
七
年
（
二
〇
二
五
）
に
一
〇
巻
が
追
加
指
定
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

（
13
）�「
薫
聖
教
」
縁
起
の
流
布
に
つ
い
て
は
、
徳
竹
由
明
「
石
山
寺
「
薫
聖
教
」
縁
起
説
の
系
譜
―
仏
書
・

『
平
家
物
語
』
か
ら
物
語
草
紙
類
へ
―
」（
徳
田
和
夫
編
『
中
世
の
寺
社
縁
起
と
参
詣
』、
竹
林
舎
、

二
〇
一
三
）
を
参
照
。

（
14
）�

築
島
裕
『
平
安
時
代
訓
点
本
論
考

研
究
篇
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
六
）、
柘
植
健
生
「
ヲ
コ
ト
点
と

石
山
寺
の
法
脈
」（
前
掲
注
10
大
津
市
歴
史
博
物
館
編
書
所
収
）。

（
15
）�

三
尊
の
尊
名
変
更
の
経
緯
に
つ
い
て
は
吉
川
聡
「
執
金
剛
神
か
ら
蔵
王
権
現
へ
ー
天
神
信
仰
に
及
ぶ
ー
」

（
栄
原
永
遠
男
・
佐
藤
信
・
吉
川
真
司
編
『
東
大
寺
の
美
術
と
考
古
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
六
）
に
詳
し
い
。

本
稿
で
の
以
下
の
記
述
も
吉
川
論
文
に
多
く
を
負
う
。

（
16
）�

尊
名
変
更
と
関
わ
っ
て
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
が
、
本
尊
の
印
相
の
変
化
や
、
金
剛
蔵
王
心
木
の
右

足
を
蹴
り
上
げ
る
体
勢
が
制
作
当
初
か
ら
の
も
の
な
の
か
否
か
、
と
い
っ
た
問
題
で
あ
る
。
前
者
に
つ

い
て
は
井
上
一
稔
「
奈
良
時
代
の
「
如
意
輪
」
観
音
信
仰
と
そ
の
造
像
―
石
山
寺
像
を
中
心
に
―
」（『
美

術
研
究
』
三
五
三
、一
九
九
二
、同
『
奈
良
・
平
安
彫
刻
の
文
化
史
的
研
究
』〈
法
蔵
館
、二
〇
二
五
〉
再
録
）

が
あ
り
、
後
者
に
つ
い
て
は
金
剛
蔵
王
立
像
心
木
（
六
）
の
［
考
察
］
に
現
時
点
で
の
見
解
を
記
し
た
。

（
17
）�

近
藤
謙
「
石
山
寺
兜
跋
毘
沙
門
天
像
に
関
す
る
一
試
論
」（『
仏
教
大
学
大
学
院
紀
要
』

三
二
、二
〇
〇
四
）。
な
お
、
王
珏
人
「
石
山
寺
兜
跋
毘
沙
門
天
像
に
つ
い
て
」（『
仏
教
芸
術
』

一
一
、二
〇
二
三
）
で
は
、
聖
宝
の
関
与
に
慎
重
な
見
解
が
示
さ
れ
て
お
り
、
毘
沙
門
天
立
像
の
造
像
契

機
に
つ
い
て
は
今
後
も
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

（
18
）�

井
上
一
稔
「
新
出
・
石
山
寺
木
造
如
意
輪
観
音
坐
像
を
め
ぐ
っ
て
」(

『
博
物
館
学
年
報
』

三
五
、二
〇
〇
三
、
同
『
奈
良
・
平
安
彫
刻
の
文
化
史
的
研
究
』〈
法
蔵
館
、
二
〇
二
五
〉
再
録
）。

【
附
記
】
本
稿
は
前
掲
注
10
大
津
市
歴
史
博
物
館
編
書
を
も
と
に
加
筆
修
正
し
た
部
分
が
あ
る
。

（
柘
植
）
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一

◎
如
来
立
像
（
石
山
寺
本
尊
像
内
納
入
品
の
う
ち
）（
図
版
）
本
堂
安
置

全身正面

１ ◎如来立像（石山寺本尊像内納入品のうち） 本堂安置



9

頭部正面

１ ◎如来立像（石山寺本尊像内納入品のうち） 本堂安置



10

全身左斜め

全身左側面全身右側面

全身背面

１ ◎如来立像（石山寺本尊像内納入品のうち） 本堂安置



11

頭部左斜め頭部右斜め

頭部左側面頭部右側面

１ ◎如来立像（石山寺本尊像内納入品のうち） 本堂安置
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一

◎
如
来
立
像
（
石
山
寺
本
尊
像
内
納
入
品
の
う
ち
）（
解
説
）

銅
造

鍍
金

一
軀

［
法

量
］

像

高

二
六
・
二

髪
際
高

二
四
・
一

頂
―
顎

五
・
〇

面

長

二
・
九

面

幅

三
・
〇

耳

張

三
・
五

面

奥

三
・
九

胸
奥
（
左
）

四
・
〇

胸
奥
（
右
）

三
・
九

腹

奥

五
・
一

肘

張

八
・
〇

袖

張

一
〇
・
〇

裙
裾
張

一
〇
・
一

足
先
開
（
内
）

二
・
九

足
先
開
（
外
）

六
・
〇

［
形

状
］

螺
髪
を
賽
の
目
状
に
表
す
。
白
毫
相
は
表
さ
な
い
。
耳
朶
は
平
板
で
不
貫
。
眼
は
杏
仁
形
で
、

口
角
を
上
げ
て
古
拙
の
笑
み
を
浮
か
べ
る
。
三
道
を
陰
刻
で
表
す
。
左
肩
か
ら
右
腹
部
に
か
け

て
上
縁
を
み
せ
る
内
衣
を
着
け
、
胸
前
を
広
く
開
け
て
通
肩
に
大
衣
を
着
け
る
。
大
衣
、
裙
の

裾
を
左
右
に
張
り
出
す
。
右
手
は
屈
臂
し
て
施
無
畏
印
を
結
び
、
左
手
は
屈
臂
し
、
第
一
指
を

屈
し
て
与
願
印
を
結
ぶ
。
頭
部
を
僅
か
に
俯
け
、両
足
先
を
僅
か
に
開
い
て
直
立
す
る
。
現
状
、

両
足
裏
に
枘
を
設
け
な
い
。

［
品
質
構
造
］

青
銅
製
、
鍍
金
。

頭
頂
よ
り
両
足
裏
ま
で
を
一
鋳
と
す
る
。
頭
頂
部
、
後
頭
部
が
破
裂
し
、
頭
を
鈎
形
に
曲
げ

た
鉄
心
が
見
え
、
裙
裾
中
央
に
も
鉄
心
の
先
端
が
見
え
る
。
鉄
心
は
首
後
方
を
通
る
と
み
ら
れ

る
こ
と
か
ら
（
磁
石
反
応
あ
り
）、
頭
頂
か
ら
首
後
方
に
い
た
り
、
く
の
字
に
曲
が
っ
て
裙
裾

中
央
に
達
す
る
と
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
鉄
心
は
中
型
と
外
型
を
固
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、

中
型
土
を
保
持
す
る
支
柱
の
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

重
量
は
三
・
三
一
七
㎏
を
計
り
、
像
高
、
像
容
に
比
し
て
重
く
（
青
銅
の
比
重
は
八
・
七
～
九

ｇ
／
㎤
）、
ま
た
頭
頂
部
で
見
る
限
り
鉄
心
の
周
囲
の
空
隙
は
小
さ
く
、
中
型
が
小
さ
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
破
裂
し
た
頭
頂
部
を
観
察
す
る
と
、
螺
髪
を
刻
む
表
面
が
皮
膜
状
と

な
り
（
一
・
三
㎜
厚
程
度
）、
そ
の
内
側
に
は
中
型
土
で
は
な
く
銅
塊
が
見
え
、
そ
の
内
側
に
空

隙
が
あ
っ
て
鉄
心
が
あ
る
。
こ
う
し
た
様
相
か
ら
、
頭
部
に
つ
い
て
は
鋳
型
（
外
型
）
に
皮
膜

状
に
湯
が
流
れ
た
後
、
内
部
に
湯
が
十
分
に
廻
ら
な
か
っ
た
と
い
う
状
況
が
想
定
で
き
る
。

中
型
は
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
両
手
は
共
鋳
と
み
ら
れ
、
螺
髪
も
鋳
造
後
に
鏨
で

刻
ん
だ
の
で
は
な
く
、
原
型
段
階
で
表
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
蠟
型
に
よ
る

鋳
造
と
推
定
さ
れ
る
。
中
型
と
外
型
の
固
定
方
法
に
つ
い
て
は
、像
底
中
央
に
鋳
懸
け
が
あ
り
、

も
と
は
像
底
を
ハ
バ
キ
と
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
背
面
大
衣
下
縁
の
左
右
に
長
方

形
の
型
持
（
な
い
し
型
持
痕
を
埋
め
た
嵌
金
）、
背
面
上
部
の
中
央
に
も
型
持
痕
を
埋
め
た
と

み
ら
れ
る
嵌
金（
縦
三
・
〇
×
横
二
・
五
㎝
）が
あ
り
、こ
れ
ら
が
有
用
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
両
足
裏
に
は
鬆
が
多
く
、
足
先
を
鋳
懸
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
裙
裾
左
右

端
の
前
面
に
も
嵌
金
が
あ
る
が
、
型
持
痕
を
埋
め
た
も
の
で
は
な
く
、
湯
回
り
不
足
の
鋳
造
欠

陥
を
補
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
両
手
先
の
欠
損
が
目
立
つ
点
も
注
意
さ
れ
る
。
こ

う
し
た
点
を
踏
ま
え
る
と
、
本
像
の
鋳
込
み
は
仰
向
け
の
状
態
で
頭
部
を
下
に
傾
け
て
行
い
、

両
足
先
、
裙
裾
両
端
、
両
手
な
ど
に
湯
口
を
設
け
た
と
想
定
で
き
る
。

蛍
光
Ｘ
線
分
析
の
結
果
、
定
量
値
に
つ
い
て
は
、
金
が
検
出
さ
れ
な
い
地
金（１
）の
平
均
値
で
銅

九
四
・
〇
％
、
錫
四
・
七
％
、
鉛
〇
・
二
％
、
鉄
〇
・
八
％
、
マ
ン
ガ
ン
〇
・
一
％
、
亜
鉛
〇
・
一
％

で
あ
っ
た
。
錫
の
含
有
量
が
五
％
に
迫
り
、
鉛
が
ほ
と
ん
ど
検
出
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
朝
鮮
三

国
時
代
の
制
作
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
金
が
検
出
さ
れ
な
い
部
分
で

も
、
特
に
背
面
上
部
の
嵌
金
と
み
ら
れ
る
部
分
の
平
均
値
は
銅
九
七
・
三
％
、
錫
一
・
九
％
、
鉛

〇
・
一
％
、
砒
素
〇
・
三
％
、
鉄
〇
・
二
％
、
亜
鉛
〇
・
二
％
で
あ
っ
た
。
錫
の
含
有
量
が
減
る
と

と
も
に
、
こ
こ
で
の
み
砒
素
が
僅
か
に
検
出
さ
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
（
２
）。

砒
素
は
朝
鮮
半
島

の
金
銅
仏
の
作
例
で
は
検
出
さ
れ
る
例
が
少
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
砒
素
が
含
有
さ
れ
て

い
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
嵌
金
は
日
本
で
補
わ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

金
が
検
出
さ
れ
た
部
分
の
う
ち
、
裙
裾
前
面
左
右
端
の
嵌
金
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
も
錫
が

少
な
く
（
一
・
二
％
）、
純
銅
に
近
い
こ
と
が
伺
え
る
。
た
だ
し
、
砒
素
は
検
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、

背
面
上
部
の
嵌
金
と
は
組
成
に
違
い
が
あ
る
。
ま
た
、
純
銅
に
近
い
た
め
に
融
点
が
高
く
、
火

中
の
影
響
が
少
な
い
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。一
方
、背
面
大
衣
下
縁
左
右
の
嵌
金
は
、錫
四
・
二
％

の
ほ
か
、
鉛
、
鉄
、
マ
ン
ガ
ン
、
亜
鉛
も
微
量
に
検
出
さ
れ
て
お
り
、
本
体
地
金
、
あ
る
い
は

本
体
鍍
金
部
の
組
成
に
近
い
こ
と
が
伺
え
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
嵌
金
と
い
う
よ
り
む
し

ろ
青
銅
製
の
型
持
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
金
が
検
出
さ
れ
た
箇
所

で
も
水
銀
は
検
出
さ
れ
ず
、
水
銀
ア
マ
ル
ガ
ム
に
よ
る
鍍
金
で
あ
る
こ
と
は
証
さ
れ
な
い
（
３
）。
た

１ ◎如来立像（石山寺本尊像内納入品のうち） 本堂安置
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だ
し
、
朝
鮮
三
国
時
代
の
作
例
で
は
、
鍍
金
が
残
っ
て
い
る
場
合
に
は
金
の
含
有
量
が
四
〇
％

程
度
の
値
と
な
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
本
像
で
は
一
〇
％
以
下
で
あ
り
、
火
中

に
よ
る
影
響
が
大
き
い
こ
と
が
伺
え
る
。
だ
と
す
れ
ば
ア
マ
ル
ガ
ム
鍍
金
で
あ
っ
た
も
の
の
、

火
中
に
よ
り
水
銀
が
失
わ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

金
が
検
出
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
す
る
と
、
錫
の
含
有
量
に
多
寡
の
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
計
測
誤
差
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
火
中
し
て
表
面
が
た
だ
れ
た
現
状
で
は

判
別
で
き
な
い
も
の
の
、
鬆
な
ど
の
鋳
造
欠
陥
を
補
う
た
め
の
嵌
金
が
各
所
に
あ
り
、
錫
が
少

な
い
箇
所
に
つ
い
て
は
そ
う
し
た
嵌
金
の
あ
る
部
位
と
仮
想
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
な

い
が
、
そ
れ
を
証
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

（
１
）
定
性
値
（
ス
ペ
ク
ト
ル
）
で
は
金
が
僅
か
に
検
出
さ
れ
る
。

（
２
）�

As
（
砒
素
）
の
Kα
線(

一
〇
・
五
三
〇
keV)
と
Pb
（
鉛
）
の
Lα
線(

一
〇
・
五
五
〇
keV)

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
位

置
が
極
め
て
近
い
た
め
、両
元
素
の
含
有
は
As
の
Kβ
線(

一
一
・
七
二
二
keV)

と
Pb
の
Lβ
線(

一
二
・
六
一
二

keV)

で
判
断
す
る
が
、
As
の
Kα
線
の
位
置
に
Au
の
Lβ
線(
一
一
・
四
四
〇
keV)

が
重
な
る
た
め
、
本
像
の

定
性
分
析
に
お
い
て
は
、
As
の
含
有
は
判
別
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
Pb
の
Lβ
線
は
計
測
さ
れ
て
い
る
が
、

微
量
で
あ
る
た
め
、
As
の
Kβ
線
の
有
無
は
や
は
り
判
別
で
き
な
い
。

（
３
）�

Au
（
金
）
は
Lα
線
、
Lβ
線
と
も
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
位
置
が
比
較
的
近
く
、
定
性
値
で
も
Hg
（
水
銀
）
の
含

有
は
明
確
に
は
確
か
め
ら
れ
な
い
。

［
伝

来
］

平
成
一
四
年
（
二
〇
〇
二
）
八
月
一
日
、
石
山
寺
本
尊
如
意
輪
観
音
菩
薩
坐
像
の
勅
封
の
宮

殿
開
扉
に
あ
た
り
実
施
さ
れ
た
奈
良
国
立
博
物
館
の
調
査
に
お
い
て
、
像
背
面
上
部
の
蓋
板
内

部
に
納
め
ら
れ
た
木
製
厨
子
に
安
置
さ
れ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
た
。

木
製
厨
子
（
ヒ
ノ
キ
材
製
、
総
高
四
八
・
八
㎝
）
に
は
、
本
像
を
含
む
四
軀
の
金
銅
仏
と
水

晶
製
五
輪
塔
が
安
置
さ
れ
て
い
た
。
厨
子
の
蓋
表
、
身
背
面
に
は
次
の
墨
書
が
あ
る
。

【
厨
子
蓋
表
墨
書
】

金
銅
像
四
軀

仏
舎
利
三
粒
東
寺

抑
此
四
軀
像
者
所
奉
籠
古

像
之
腹
内
也
。
就
中
一
躰
已

令
遇
火
難
。
若
是
往
昔
之
靈

像
歟
。
又
奉
納
佛
舎
利
事
粗

見
舊
記
。
仍
所
新
籠
也
。

（
書
き
下
し
）

金
銅
像
四
軀
、
仏
舎
利
三
粒
東
寺
よ
り
。

�

抑
も
こ
の
四
軀
の
像
は
古
像
の
腹
内
に
籠
め
奉
る
所
な
り
。就
中
一
躰
は
已
に
火
難
に
遇
ふ
。

か
く
の
如
く
ん
ば
往
昔
の
霊
像
か
。
又
仏
舎
利
を
納
め
奉
る
事
は
粗
旧
記
に
見
ゆ
。
仍
て
新

た
に
籠
め
る
所
な
り
。

【
厨
子
身
背
面
墨
書
】

去
建
暦
元
年
五
月
四
日
巳
時
、
御
躰
崩
裂
。

是
承
暦
二
年
孟
陬
二
日
炎
上
之
後
、
座
主
權
律
師

所
被
修
複
之
丈
六
捏
像
也
。

其
後
送
卅
五
廻
之
居
諸
。
今
年
三
月
二
日
、
奉
請

此
像
嚴
餝
修
複
。
今
日
縡
畢
所
奉
安
置
也
。
依

茲
一
寺
盛
、
人
法
佛
法
遂
継
星
宿
焉
。 

四
海

穏
、
皇
家
臣
家
宜
比
日
月
矣
。

寛
元
三
年
歳
次
乙
巳
五
月
廿
一
日
座
主
法
印
権
大
僧
都
實
位
記
也

（
書
き
下
し
）

去
ん
ぬ
る
建
暦
元
年
五
月
四
日
巳
の
時
、
御
躰
崩
れ
裂
く
。

是
れ
承
暦
二
年
孟
陬
二
日
炎
上
の
後
、
座
主
権
律
師
修
複
せ
ら
る
所
の
丈
六
捏
像
也
。

�

其
の
後
三
十
五
廻
り
居
諸
を
送
り
、
今
年
三
月
二
日
、
此
の
像
の
厳
飾
修
複
を
請
け
奉
る
。

今
日
縡
畢
り
て
安
置
し
奉
る
所
也
。
茲
に
依
り
一
寺
盛
り
、
人
法
仏
法
遂
に
星
宿
を
継
ぐ
。

四
海
穏
や
か
に
し
て
、
皇
家
臣
家
宜
し
く
日
月
を
比
ぶ
べ
し
。

寛
元
三
年
歳
は
乙
巳 

に
次
る
五
月
二
十
一
日
座
主
法
印
権
大
僧
都
実
位
記
す
也
。

蓋
表
の
墨
書
に
よ
れ
ば
、
厨
子
内
に
納
め
ら
れ
た
四
軀
の
仏
像
は
、「
古
像
」
の
像
内
に
奉

籠
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
う
ち
一
体
は
火
中
し
て
い
た
と
い
う
が
、
そ
れ
が
本
像
に
あ
た
る
と

考
え
ら
れ
る
。
わ
ざ
わ
ざ
火
中
し
た
像
を
納
め
て
い
る
か
ら
に
は
往
昔
の
霊
像
で
あ
ろ
う
か
と

記
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
ま
た
、
水
晶
製
五
輪
塔
に
籠
め
た
仏
舎
利
に
つ
い
て
は
、
旧
記

に
見
え
る
た
め
に
新
た
に
東
寺
よ
り
頂
戴
し
て
あ
ら
た
め
て
納
め
た
と
あ
る
。

１ ◎如来立像（石山寺本尊像内納入品のうち） 本堂安置
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一
方
、
身
背
面
の
墨
書
は
、
本
尊
像
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
経
緯
を
述
べ
る
。
本
尊
は
建
暦

元
年（
一
二
一
一
）五
月
四
日
に
崩
れ
裂
け
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
像
は
、承
暦
二
年（
一
〇
七
八
）

正
月
二
日
に
火
災
に
遭
い
、
座
主
権
律
師
が
修
復
し
た
丈
六
塑
像
で
あ
る
。
崩
れ
裂
け
て
か
ら

三
五
年
を
経
て
、
寛
元
三
年
（
一
二
四
五
）
三
月
二
日
に
座
主
法
印
権
大
僧
都
実
位
に
よ
っ
て

修
復
・
荘
厳
の
作
業
が
開
始
さ
れ
、
本
日
、
五
月
二
一
日
に
よ
う
や
く
完
成
し
安
置
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
寺
は
盛
ん
と
な
り
、
寺
僧
も
仏
教
も
年
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
、

四
海
す
な
わ
ち
天
下
は
穏
や
か
と
な
り
、
皇
族
も
人
々
も
毎
日
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
願

い
が
謳
わ
れ
て
い
る
。

現
在
の
本
尊
は
、
従
来
、
承
暦
二
年
の
落
雷
に
よ
る
火
災
後
、
永
長
元
年
（
一
〇
九
六
）
の

本
堂
再
建
時
に
再
興
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
字
義
通
り
に
解
釈

す
る
と
、
鎌
倉
時
代
前
期
に
も
な
お
奈
良
時
代
の
創
建
以
来
の
塑
像
の
本
尊
が
安
置
さ
れ
て
い

た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
あ
え
て
「
丈
六
捏
像
」
を
強
調
し
て
当
初
像
の
霊
異
の

継
承
を
謳
っ
て
い
る
と
の
解
釈
も
可
能
と
思
わ
れ
、
判
断
が
難
し
い
。
承
暦
二
年
の
火
災
に
つ

い
て
、『
扶
桑
略
記
』
は
「
正
月
二
日
丁
丑
、
午
刻
、
近
江
石
山
寺
燒
亡
。
如
意
輪
觀
音
像
已

為
煨
燼
了
」
と
、本
尊
が
灰
燼
に
帰
し
た
と
記
す
の
に
対
し
て
、『
百
練
抄
』
に
は
「
正
月
二
日
、

石
山
寺
焼
亡
。
観
音
尊
顔
不
損
、
貴
賤
成
随
喜
」
と
あ
り
、
被
害
は
大
き
く
な
か
っ
た
と
も
と

れ
る
。
ま
た
、蓋
表
の
墨
書
に
み
え
る
「
古
像
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
も
問
題
と
な
る
。「
古
像
」

は
単
に
奈
良
時
代
以
来
の
と
い
う
意
味
な
の
か
、
あ
る
い
は
別
に
「
新
像
」
が
あ
る
こ
と
を
含

意
し
て
い
る
の
か
、
両
様
の
解
釈
が
成
り
立
つ
だ
ろ
う
。
無
論
、
現
存
す
る
木
彫
の
本
尊
像
と

の
関
係
に
つ
い
て
も
検
討
を
要
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
墨
書
の
内
容
は
、
本
尊
像
に
つ
い
て
は
大
き
な
課
題
が
残
る
が
、

厨
子
に
安
置
さ
れ
る
金
銅
仏
に
つ
い
て
は
、
永
長
元
年
の
本
堂
再
興
供
養
時
に
は
本
尊
像
に
奉

籠
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
奉
籠
が
奈
良
時
代
の
創
建
期
ま

で
溯
る
の
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。

平
成
一
五
年
五
月
国
追
加
指
定
。

［
保
存
状
態
］

火
中
に
よ
っ
て
、
頭
部
に
破
裂
が
み
ら
れ
る
な
ど
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
背
面
か
ら
右

側
面
に
か
け
て
高
熱
を
受
け
て
煮
え
立
っ
た
か
の
よ
う
に
表
面
が
荒
れ
る
。
背
面
下
部
が
歪
ん

で
ふ
く
ら
み
、
両
手
指
先
も
欠
損
し
て
い
る
。

［
時

代
］

朝
鮮
三
国
時
代
・
百
済
（
六
世
紀
）

［
考

察
］

本
像
の
面
貌
に
つ
い
て
は
、
特
に
頬
が
秀
で
、
鼻
筋
が
通
り
、
顎
が
尖
る
顔
立
ち
、
上
下
の

眼
瞼
が
ふ
く
ら
み
、
眼
球
の
ふ
く
ら
み
に
鎬
を
立
て
る
表
現
が
長
野
・
観
松
院
菩
薩
半
跏
像
に

近
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

着
衣
に
つ
い
て
は
、
胸
前
を
広
く
あ
け
る
通
肩
の
着
衣
で
、
内
衣
の
上
縁
が
の
ぞ
く
点
が
特

徴
的
で
あ
る
。
中
国
で
は
南
北
朝
時
代
の
梁
や
北
魏
後
期
～
東
・
西
魏
の
作
例
（
梁
・
大
同

一
一
年
〈
五
四
五
〉
銘
釈
迦
・
多
宝
並
坐
像
〈
四
川
・
成
都
市
西
安
路
出
土
四
号
像
〉、
東
魏
・

天
平
四
年
〈
五
三
七
〉
銘
仏
三
尊
像
〈
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
美
術
館
蔵
〉
な
ど
）、
朝
鮮
半
島

で
は
三
国
時
代
の
作
例
（
金
銅
仏
立
像
〈
江
原
道
横
城
出
土
、
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
蔵
〉
な

ど
）
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
で
も
飛
鳥
時
代
の
作
例
（
法
隆
寺
献
納
宝
物
一
五
〇
号

仏
立
像
な
ど
）
に
類
例
が
あ
る
が
、
面
貌
表
現
、
上
述
し
た
金
属
組
成
も
勘
案
す
る
と
、
朝
鮮

三
国
時
代
、
と
り
わ
け
百
済
で
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
本
像
と
最
も
着
衣
が
類
似
す
る
の
は
、
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
の
金
銅
仏
立
像
で
あ
る
。

内
衣
の
上
縁
が
左
肩
か
ら
右
腹
部
に
急
角
度
で
表
さ
れ
る
点
、
大
衣
の
脚
前
の
衣
文
が
左
腹
部

か
ら
片
流
れ
に
表
さ
れ
る
点
、
左
膝
前
の
品
字
状
の
襞
、
裙
裾
の
足
首
前
の
折
り
た
た
み
や
左

右
へ
の
張
り
出
し
方
、
背
面
で
は
大
衣
の
左
肩
に
か
か
る
末
端
や
裾
を
段
差
で
表
す
だ
け
で
、

他
に
は
襞
を
表
さ
な
い
点
な
ど
、
両
像
の
着
衣
表
現
は
酷
似
し
て
い
る
。
し
か
も
、
両
像
は
像

高
も
ほ
ぼ
同
じ
で
（
奈
良
国
立
博
物
館
像
は
像
高
二
六
・
〇
㎝
）、
地
金
の
組
成
も
近
し
い
。
奈

良
国
立
博
物
館
像
は
、
実
は
多
く
の
計
測
箇
所
で
鉛
が
多
く
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
恐
ら
く
近

代
に
お
け
る
修
補
に
関
わ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
一
方
、
本
来
の
地
金
の
組
成
と
み
ら
れ
る
箇

所
で
は
、
銅
九
二
・
四
％
、
錫
五
・
〇
％
、
鉛
一
・
二
％
、
砒
素
〇
・
二
％
、
鉄
〇
・
六
％
、
マ
ン

ガ
ン
〇
・
一
％
、
ア
ン
チ
モ
ン
〇
・
一
％
、
亜
鉛
〇
・
二
％
、
銀
〇
・
三
％
の
平
均
値
が
得
ら
れ
、

砒
素
や
ア
ン
チ
モ
ン
が
微
量
に
検
出
さ
れ
る
点
は
相
違
す
る
も
の
の
、
銅
・
錫
・
鉛
の
組
成
は

本
像
に
か
な
り
近
い
。
本
像
は
現
状
足
枘
が
な
く
、
足
枘
を
削
り
取
っ
た
痕
跡
も
明
瞭
に
は
認

め
ら
れ
な
い
た
め
、
台
座
へ
の
固
定
方
法
が
不
明
で
あ
る
。
一
方
、
奈
良
国
立
博
物
館
像
は
左

足
の
足
枘
が
な
く
、
右
足
に
は
枘
が
あ
る
も
の
の
、
鉛
が
多
く
含
ま
れ
、
必
ず
し
も
当
初
の
も

１ ◎如来立像（石山寺本尊像内納入品のうち） 本堂安置
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の
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
、
像
底
を
塞
い
で
い
る
点
、
背
面
中
央
に
型
持
を
設
け
た
可
能
性
が

あ
る
点
な
ど
、
技
法
に
つ
い
て
も
通
じ
る
点
が
多
い
。
顔
立
ち
に
つ
い
て
は
、
奈
良
国
立
博
物

館
像
の
方
が
丸
み
を
帯
び
、
表
情
も
穏
や
か
で
、
か
な
り
相
違
し
て
い
る
も
の
の
、
両
像
の
制

作
環
境
は
き
わ
め
て
近
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
藤
岡
・
中
田
）

像底

頭頂より

１ ◎如来立像（石山寺本尊像内納入品のうち） 本堂安置
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成分分析位置 

１ ◎如来立像（石山寺本尊像内納入品のうち） 本堂安置
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1. 如来立像（背面裾）2024/10/21 No.20

1. 如来立像（胸中央）2024/10/21 No.18 

測定日 No. 測定部位 Au Hg Cu Sn Pb As Fe Mn Sb Zn Ag Ni
2014/7/11 34 内衣下方 0.00 0.00 93.07 6.10 0.08 0.00 0.34 0.16 0.00 0.27 0.00 0.00 
2014/7/11 35 左体側下方 0.00 0.00 92.77 6.70 0.13 0.00 0.18 0.04 0.00 0.20 0.00 0.00 
2014/7/11 37 右足裏先 0.00 0.00 95.13 4.48 0.07 0.00 0.11 0.02 0.00 0.17 0.00 0.01 
2014/7/11 41 背面上部やや右寄り 0.00 0.00 95.83 3.58 0.10 0.00 0.30 0.04 0.00 0.16 0.00 0.00 
2014/7/11 42 背面上部右寄り 0.00 0.00 96.23 3.26 0.10 0.00 0.22 0.04 0.00 0.15 0.00 0.00 
2014/7/11 43 背面上部左方 0.00 0.00 96.34 3.09 0.17 0.00 0.21 0.04 0.00 0.12 0.00 0.02 
2014/7/11 44 背面下方 0.00 0.00 94.35 5.00 0.13 0.00 0.31 0.03 0.00 0.18 0.00 0.00 
2024/10/21 4 左足裏前方 0.00 0.00 93.29 4.50 0.88 0.00 1.23 0.10 0.00 0.00 0.00 0.00 
2024/10/21 5 左足裏前方 0.00 0.00 94.23 5.43 0.06 0.00 0.24 0.05 0.00 0.00 0.00 0.00 
2024/10/21 8 肉髻頂部 0.00 0.00 93.72 6.14 0.15 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 
2024/10/21 10 肉髻頂部 0.00 0.00 92.88 3.88 0.24 0.00 2.38 0.62 0.00 0.00 0.00 0.00 
2024/10/21 11 肉髻左方 0.00 0.00 92.83 4.47 0.37 0.00 2.00 0.33 0.00 0.00 0.00 0.00 
2024/10/21 12 肉髻右方 0.00 0.00 92.62 3.33 0.28 0.00 3.46 0.31 0.00 0.00 0.00 0.00 
2024/10/21 13 地髪右方 0.00 0.00 93.66 3.12 0.50 0.00 2.39 0.33 0.00 0.00 0.00 0.00 
2024/10/21 14 左掌 0.00 0.00 94.88 3.52 0.25 0.00 1.19 0.17 0.00 0.00 0.00 0.00 
2024/10/21 18 胸中央 0.00 0.00 93.21 6.07 0.07 0.00 0.31 0.15 0.00 0.20 0.00 0.00 
2024/10/21 21 背面下方 0.00 0.00 93.02 6.51 0.18 0.00 0.16 0.02 0.00 0.12 0.00 0.00 
2024/10/21 24 左体側（大衣末端） 0.00 0.00 92.71 6.87 0.06 0.00 0.18 0.04 0.00 0.12 0.00 0.02 
2024/10/21 25 左頬 0.00 0.00 95.79 2.88 0.29 0.00 0.61 0.18 0.00 0.14 0.00 0.00 

【Average】本体 0.0 0.0 94.0 4.7 0.2 0.0 0.8 0.1 0.0 0.1 0.0 0.0 
2014/7/11 40 背面上部（嵌金） 0.00 0.00 97.26 1.95 0.07 0.30 0.22 0.04 0.00 0.16 0.00 0.00 
2024/10/21 19 背面上部（嵌金） 0.00 0.00 96.95 2.12 0.08 0.37 0.22 0.05 0.00 0.20 0.00 0.02 
2024/10/21 23 背面上部（嵌金） 0.00 0.00 97.58 1.65 0.06 0.33 0.21 0.03 0.00 0.14 0.00 0.00 

【Average】型持 0.0 0.0 97.3 1.9 0.1 0.3 0.2 0.0 0.0 0.2 0.0 0.0 
2014/7/11 38 裙底面右前方（嵌金） 8.30 0.00 89.83 1.47 0.04 0.00 0.08 0.02 0.00 0.24 0.00 0.03 
2014/7/11 39 裙裾左端（嵌金） 9.82 0.00 88.48 1.14 0.05 0.00 0.17 0.05 0.00 0.27 0.00 0.03 
2024/10/21 15 裙裾左端（嵌金） 10.32 0.00 88.41 1.04 0.00 0.00 0.18 0.04 0.00 0.00 0.00 0.00 
2024/10/21 16 裙裾右端（嵌金） 9.24 0.00 89.11 1.10 0.00 0.00 0.14 0.04 0.00 0.33 0.00 0.04 

【Average】Au 検出部 1 9.4 0.0 89.0 1.2 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 0.2 0.0 0.0 
2024/10/21 20 背面大衣下縁左方（嵌金） 6.63 0.00 89.16 3.67 0.27 0.00 0.09 0.00 0.00 0.18 0.00 0.00 
2024/10/21 22 背面大衣下縁右方（嵌金） 5.38 0.00 89.64 4.69 0.21 0.00 0.06 0.02 0.00 0.00 0.00 0.00 

【Average】Au 検出部 2 6.01 0.00 89.40 4.18 0.24 0.00 0.08 0.01 0.00 0.09 0.00 0.00 
2024/10/21 2 左足裏後方 10.35 0.00 84.81 4.37 0.13 0.00 0.10 0.00 0.00 0.25 0.00 0.00 
2024/10/21 3 右足裏後方 6.41 0.00 87.94 4.75 0.69 0.00 0.21 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 
2024/10/21 17 両膝間 9.86 0.00 83.53 6.10 0.05 0.00 0.36 0.10 0.00 0.00 0.00 0.00 

【Average】Au 検出部 3 8.87 0.00 85.43 5.07 0.29 0.00 0.23 0.03 0.00 0.08 0.00 0.00 

成分分析結果 

分析部位スペクトル

１ ◎如来立像（石山寺本尊像内納入品のうち） 本堂安置
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二

◎
観
音
菩
薩
立
像
（
石
山
寺
本
尊
像
内
納
入
品
の
う
ち
）（
図
版
）
本
堂
安
置

全身正面

２ ◎観音菩薩立像（石山寺本尊像内納入品のうち） 本堂安置
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頭部正面

２ ◎観音菩薩立像（石山寺本尊像内納入品のうち） 本堂安置
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全身左斜め

全身左側面全身右側面

全身背面

２ ◎観音菩薩立像（石山寺本尊像内納入品のうち） 本堂安置
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頭部左斜め頭部右斜め

頭部左側面頭部右側面

２ ◎観音菩薩立像（石山寺本尊像内納入品のうち） 本堂安置
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二

◎
観
音
菩
薩
立
像
（
石
山
寺
本
尊
像
内
納
入
品
の
う
ち
）（
解
説
）

銅
造

鍍
金

一
軀

［
法

量
］

総

高

三
二
・
三

像

高

二
九
・
九

髪
際
高

二
七
・
五

頂
―
顎

六
・
四

面

長

四
・
〇

面

幅

三
・
一

耳

張

四
・
五

面

奥

四
・
七

胸
奥
（
左
）

三
・
五

胸
奥
（
右
）

三
・
七

腹

奥

三
・
九

肘

張

八
・
二

天
衣
張

七
・
九

足
先
開
（
内
）

一
・
二

足
先
開
（
外
）

四
・
九

台
座
高
（
当
初
部
）

一
・
九

台
座
径
（
上
面
）

五
・
九

［
形
状
］

頭
頂
に
三
葉
形
状
（
各
弁
は
三
重
に
髪
束
を
刻
む
）
の
低
平
な
髻
を
表
す
。
地
髪
は
、
正
面

冠
帯
下
で
は
中
央
か
ら
左
右
に
向
か
っ
て
髪
束
の
重
な
り
が
立
体
的
に
表
さ
れ
、
背
面
で
は
左

右
に
振
り
分
け
、
左
右
そ
れ
ぞ
れ
に
U
字
形
の
髪
束
を
陰
刻
で
表
す
。
天
冠
台
（
正
面
の
み
）

は
列
弁
・
紐
・
列
弁
で
、
正
面
と
両
側
面
に
蕨
手
形
の
放
光
表
現
を
と
も
な
う
花
形
を
あ
し
ら

い
、
正
面
の
花
形
の
上
部
に
は
蓮
華
座
に
坐
す
定
印
な
い
し
拱
手
の
化
仏
（
頭
部
欠
失
）、
両

側
面
の
花
形
の
上
部
に
は
放
光
す
る
宝
珠
を
表
す
。
耳
は
平
板
で
耳
輪
の
上
端
が
渦
巻
き
、
耳

朶
に
は
紡
錘
形
の
凹
み
を
刻
む
。
人
中
、
頤
唇
溝
を
深
く
刻
み
、
や
や
口
角
を
上
げ
る
。
三
道

は
刻
ま
な
い
。
耳
朶
の
後
方
か
ら
肩
、
上
膊
半
ば
に
か
け
て
涙
滴
形
に
垂
髪
を
表
し
、
垂
髪
に

は
U
字
形
に
毛
筋
を
刻
む
。

胸
飾
は
正
背
面
と
も
連
珠
（
長
円
形
）・
紐
・
列
弁
で
わ
ず
か
に
下
向
き
に
弧
を
描
き
、
中

央
に
は
垂
飾
（
正
面
は
連
珠
・
房
飾
り
、
背
面
は
連
珠
・
花
形
）
を
表
す
。
ま
た
、
正
面
で
は

左
右
に
は
帯
飾
り
が
垂
れ
る
花
形
を
あ
し
ら
う
。
臂
釧
は
列
弁
・
紐
・
列
弁
、
腕
釧
は
無
文
帯
・

紐
・
無
文
帯
と
す
る
。
裙
は
、裾
を
す
ぼ
ま
せ
、足
首
辺
ま
で
た
く
し
あ
げ
、イ
ン
ド
の
ド
ー
テ
ィ

の
よ
う
に
着
け
る
。
た
だ
し
、
打
合
せ
目
は
不
明
で
、
正
背
面
、
両
側
面
の
裾
を
た
く
し
あ
げ
、

正
背
面
の
上
縁
を
舌
状
に
折
り
返
し
、
下
縁
に
は
品
字
型
の
折
り
畳
み
を
表
し
、
正
面
の
両
踵

間
に
は
衣
角
な
い
し
帯
の
下
端
が
の
ぞ
く
。
天
衣
は
正
面
で
は
両
肩
か
ら
腹
脇
に
垂
下
し
、
膝

辺
で
X
字
に
交
差
し
、
前
膊
に
か
か
っ
て
体
側
に
垂
下
す
る
。
た
だ
し
、
背
面
で
も
腰
脇
に
垂

下
し
、
膝
裏
辺
で
X
字
に
交
差
し
、
前
膊
に
か
か
る
よ
う
に
表
さ
れ
て
い
る
。
一
見
不
合
理
に

思
わ
れ
る
が
、
天
衣
が
二
本
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
左
右
の
肩
に
か
か
っ
て
正
面
と
背
面
に
垂
下
し
、

膝
お
よ
び
膝
裏
辺
を
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
両
端
と
も
反
対
側
の
前
膊
に
か
か
っ
て
体
側
に
垂

れ
、そ
れ
が
三
段
の
鰭
状
に
表
さ
れ
て
い
る
と
み
れ
ば
合
理
的
な
理
解
が
可
能
で
あ
る
。
な
お
、

正
背
面
と
も
X
字
に
交
差
す
る
天
衣
の
下
端
か
ら
体
側
に
向
か
っ
て
垂
れ
る
瓔
珞
（
二
重
の
連

珠
）
が
表
さ
れ
、
体
側
に
垂
下
す
る
天
衣
の
下
層
に
い
た
り
、
各
末
端
に
花
形
を
あ
し
ら
っ
て

い
る
。

僅
か
に
両
肩
を
後
方
に
引
き
つ
つ
、
両
足
を
そ
ろ
え
て
蓮
肉
上
に
直
立
す
る
。
両
手
と
も
屈

臂
し
、
左
手
は
左
腹
脇
で
仰
掌
し
、
右
手
は
右
腹
脇
で
掌
を
伏
せ
、
と
も
に
第
二
～
五
指
を
わ

ず
か
に
曲
げ
、
第
一
・
二
指
先
を
相
捻
じ
る
。
な
お
、
蓮
肉
部
の
下
三
分
の
二
に
は
表
面
を
鏨

で
削
っ
た
よ
う
な
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
本
来
は
反
花
座
が
あ
り
、
そ
れ
に
蓮
肉
部
を
は
め
込

ん
で
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
た
め
の
調
整
で
あ
っ
た
か
と
推
察
さ
れ
る
。

［
品
質
構
造
］

青
銅
製
、
鍍
金
。

髻
頂
よ
り
蓮
肉
底
面
ま
で
の
ほ
ぼ
全
容
を
一
鋳
と
す
る
。
た
だ
し
、
両
前
膊
の
天
衣
前
縁
よ

り
先
は
別
鋳
で
、そ
れ
ぞ
れ
枘
挿
し
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、後
頭
部
に
枘
孔
（
縦
七
・
五
×
横
二
・

八
×
深
さ
七
・
三
㎜
）
が
あ
り
、
も
と
は
頭
光
を
と
め
る
枘
を
挿
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
前

膊
半
ば
か
ら
先
の
両
手
や
後
頭
部
の
頭
光
用
の
枘
を
別
鋳
と
す
る
こ
と
、
本
体
に
は
中
型
が
な

く
無
垢
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、原
型
に
つ
い
て
は
土
型
の
可
能
性
も
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、三
面
頭
飾
や
正
面
冠
帯
下
の
地
髪
、臂
釧
な
ど
の
造
形
は
捻
塑
的
で
、蠟
原
型
で
あ
っ

た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
一
方
、
髻
、
後
頭
部
の
地
髪
、
垂
髪
の
髪
束
の
刻
み
や
耳
朶
の

凹
み
、
脚
部
の
瓔
珞
の
連
珠
の
刻
み
は
鋳
造
後
に
鏨
で
施
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
蓮
肉
は
中

型
を
設
け
て
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、現
状
、蓮
肉
の
内
部
に
青
銅
を
充
填
し
、底
面
を
鏨
で
削
っ

て
整
え
て
い
る
。
な
お
、
蓮
肉
部
に
鬆
が
多
く
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
蓮
肉
部
に
湯
口
が
設

け
ら
れ
、
鋳
込
み
は
頭
部
を
下
に
し
て
行
わ
れ
た
と
想
定
で
き
る
。

頭
髪
部
、
蓮
肉
側
面
の
下
部
（
本
来
は
反
花
座
の
中
に
隠
れ
て
い
た
部
分
）
を
除
く
他
の
部

分
か
ら
は
金
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
水
銀
が
検
出
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
ア
マ
ル
ガ

ム
鍍
金
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。

蛍
光
X
線
分
析
の
結
果
、
金
が
検
出
さ
れ
な
い
蓮
肉
側
面
の
定
量
値
の
平
均
は
、
銅

２ ◎観音菩薩立像（石山寺本尊像内納入品のうち） 本堂安置
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八
九
・
九
％
、
錫
二
・
一
％
、
鉛
三
・
三
％
、
砒
素
一
・
四
％
、
鉄
一
・
九
％
、
マ
ン
ガ
ン
〇
・
一
％
、

亜
鉛
〇
・
二
％
、
ビ
ス
マ
ス
一
・
〇
％
で
、
定
性
値
（
ス
ペ
ク
ト
ル
）
で
も
錫
、
鉛
、
鉄
、
砒
素
、

ビ
ス
マ
ス
の
含
有
が
確
認
で
き
る
。
蓮
肉
底
面
に
つ
い
て
も
同
じ
く
金
が
検
出
さ
れ
ず
、
し
か

も
蓮
肉
側
面
と
よ
く
似
た
組
成
を
し
め
し
て
い
る
。
定
性
値
で
確
認
で
き
る
含
有
元
素
も
共
通

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
鉛
と
鉄
の
割
合
が
そ
れ
ぞ
れ
五
・
六
％
、
四
・
五
％
と
大
き
く
増
加
し
て

い
る
点
が
注
意
さ
れ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
本
像
は
法
隆
寺
献
納
宝
物
一
八
九
号
菩
薩
立
像

と
酷
似
し
て
お
り
、
同
像
の
蓮
肉
が
中
空
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
本
像
の
蓮
肉
中
空
部
へ

の
青
銅
の
充
填
は
後
世
の
処
置
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
ビ
ス
マ
ス
を
含
む
な
ど
特
徴

的
な
組
成
が
類
似
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
失
わ
れ
た
反
花
座
を
鋳
つ
ぶ
し
て
再
利

用
し
た
な
ど
の
経
緯
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
な
お
、
現
状
、
蓮
肉
側
面
の
下
三
分
の
二
、
蓮
肉
底

面
に
は
黒
漆
塗
り
が
施
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
同
じ
く
金
が
検
出
さ
れ
な
い
頭
髪
部
で
は
、
ア

ン
チ
モ
ン
に
加
え
チ
タ
ン
や
バ
ナ
ジ
ウ
ム
が
僅
か
に
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
由
来
は
不
明

で
あ
る
。

［
伝
来
］

平
成
一
四
年
（
二
〇
〇
二
）
八
月
一
日
、
石
山
寺
本
尊
如
意
輪
観
音
菩
薩
坐
像
の
勅
封
の
宮

殿
開
扉
に
あ
た
り
実
施
さ
れ
た
奈
良
国
立
博
物
館
の
調
査
に
お
い
て
、
像
背
面
上
部
の
蓋
板
内

部
に
納
め
ら
れ
た
木
製
厨
子
に
安
置
さ
れ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
た
。

平
成
一
五
年
五
月
国
追
加
指
定
。

［
保
存
状
態
］

表
面
に
鍍
金
は
残
る
も
の
の
、
火
中
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
正
面
頭
飾
上
部
の
化
仏
の
頭

部
が
欠
失
し
、
髻
上
部
の
形
状
が
崩
れ
て
い
る
の
も
火
中
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
頸

部
お
よ
び
垂
髪
遊
離
部
の
下
辺
に
亀
裂
が
入
っ
て
い
る
が
、
頸
部
は
無
垢
で
あ
り
、
垂
髪
も
亀

裂
が
走
る
た
め
引
け
割
れ
で
は
な
く
、
火
中
時
に
後
頭
部
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る

可
能
性
が
高
い
。
そ
の
た
め
、
現
状
で
は
頭
部
が
や
や
前
傾
し
て
い
る
。
両
前
膊
以
下
の
別
鋳

部
に
隙
間
が
生
じ
て
い
る
の
も
火
中
が
原
因
と
思
わ
れ
る
。

蓮
肉
の
空
洞
部
へ
の
青
銅
の
充
填
は
、品
質
構
造
の
項
で
述
べ
た
と
お
り
後
補
と
み
ら
れ
る
。

後
補
さ
れ
た
の
は
、
本
像
発
見
の
経
緯
を
踏
ま
え
る
と
、
鎌
倉
時
代
、
寛
元
三
年
（
一
二
四
五
）

の
石
山
寺
本
尊
像
の
修
理
時
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。
蛍
光
X
線
分
析
の
結
果
、
両

手
か
ら
は
多
く
の
鉛
が
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
そ
の
際
に
は
ん
だ
付
け
等
が
な
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

［
時
代
］

飛
鳥
時
代
（
七
世
紀
）

［
考
察
］

本
像
の
低
平
な
髻
、
装
飾
的
な
頭
髪
の
表
現
は
、
奈
良
・
法
隆
寺
の
い
わ
ゆ
る
六
観
音
像
を

は
じ
め
と
す
る
童
顔
童
形
の
菩
薩
像
や
法
隆
寺
献
納
宝
物
一
八
六
号
、
一
八
七
号
な
ど
し
ば
し

ば
イ
ン
ド
風
と
評
さ
れ
る
菩
薩
像
に
通
じ
る
も
の
で
、
そ
の
源
流
は
朝
鮮
半
島
で
あ
れ
ば
新
羅

末
期
の
作
と
み
ら
れ
る
慶
尚
北
道
亀
尾
高
牙
邑
出
土
の
観
音
菩
薩
立
像
（
韓
国
・
国
立
大
邱
博

物
館
）、
初
唐
の
四
川
省
梓
潼
臥
龍
山
千
仏
岩
第
一
龕
、
阿
弥
陀
三
尊
五
十
菩
薩
像
の
脇
侍
菩

薩
立
像
な
ど
に
求
め
ら
れ
る
。
本
像
の
裙
は
、イ
ン
ド
の
ド
ー
テ
ィ
の
よ
う
に
裾
を
短
く
す
る
。

髪
型
に
つ
い
て
も
、
お
そ
ら
く
初
唐
に
お
い
て
イ
ン
ド
の
タ
ー
バ
ン
を
模
倣
し
て
成
立
し
た
形

式
を
採
用
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

本
像
は
、法
隆
寺
献
納
宝
物
一
八
九
号
菩
薩
立
像（
以
下
、法
一
八
九
号
像
）に
大
き
さ
、像
容
、

技
法
と
も
酷
似
し
て
い
る
。
像
容
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
頭
髪
や
裙
の
表
現
に
加
え
、
天
衣
の

か
け
方
も
共
通
し
て
お
り
、
技
法
に
つ
い
て
は
、
本
体
を
無
垢
と
し
、
後
頭
部
に
別
製
の
枘
を

挿
す
仕
様
、
蓮
肉
を
中
空
と
し
、
蓮
肉
下
部
を
反
花
座
に
嵌
め
る
仕
様
が
共
通
し
て
い
る
。
た

だ
し
、
法
一
八
九
号
像
は
正
面
の
頭
飾
の
上
部
に
化
仏
で
は
な
く
蕨
手
形
の
放
光
表
現
を
と
も

な
う
花
形
を
重
ね
、
冠
帯
と
胸
飾
を
梯
子
状
の
意
匠
と
し
、
垂
髪
も
髪
束
が
三
つ
に
分
岐
し
て

各
々
波
状
に
流
れ
、
左
手
に
は
小
珠
を
持
つ
な
ど
小
異
が
あ
る
。
加
え
て
、
法
一
八
九
号
は
髻

や
背
面
の
地
髪
の
髪
束
を
階
段
状
と
し
、
耳
の
作
り
も
立
体
的
で
、
か
つ
足
首
に
踝
を
表
現
す

る
な
ど
、
よ
り
優
れ
た
表
現
が
認
め
ら
れ
る
。
法
一
八
九
号
は
、
蛍
光
X
線
分
析
の
結
果
、
錫

の
割
合
が
五
％
前
後
を
占
め
、
か
つ
鍍
金
も
分
厚
く
、
そ
の
点
か
ら
は
朝
鮮
三
国
時
代
の
作
例

で
あ
る
可
能
性
が
想
定
で
き
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
本
像
は
法
一
八
九
号
を
写
し
、
翻
案
し
た
も

の
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
和
歌
山
・
極
楽
寺
半
跏
思
惟
像
は
、
三
国
時
代
の
作
と
み
ら

れ
る
奈
良
・
神
野
寺
半
跏
思
惟
像
を
姿
だ
け
で
な
く
型
持
な
い
し
嵌
金
の
形
式
ま
で
模
倣
し
て

い
る
。
本
像
も
ま
さ
に
そ
う
し
た
存
在
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
藤
岡
・
中
田
）

２ ◎観音菩薩立像（石山寺本尊像内納入品のうち） 本堂安置
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像底

成分分析位置 

頭頂より

２ ◎観音菩薩立像（石山寺本尊像内納入品のうち） 本堂安置
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測定日 No. 測定箇所 Au Hg Cu Sn Pb As Fe Mn Sb Zn Ag Bi Ti Ni V
2024/10/21 33 蓮肉正面 0.00 0.00 89.51 2.20 3.70 1.44 1.93 0.15 0.00 0.18 0.00 0.88 0.00 0.00 0.00 
2024/10/21 34 蓮肉正面右寄り 0.00 0.00 90.33 2.09 2.91 1.41 1.90 0.07 0.00 0.18 0.00 1.11 0.00 0.00 0.00 

【Average】蓮肉側面 0.0 0.0 89.9 2.1 3.3 1.4 1.9 0.1 0.0 0.2 0.0 1.0 0.0 0.0 0.0 
2014/7/11 22 後頭部上方 0.00 0.00 87.74 2.51 2.06 1.19 3.64 0.18 0.62 0.27 0.00 1.01 0.57 0.00 0.20 
2024/10/21 35 頭頂部 0.00 0.00 88.89 2.16 1.83 0.78 4.14 0.34 0.25 0.31 0.00 0.81 0.39 0.00 0.09 

【Average】頭部 0.0 0.0 88.3 2.3 1.9 1.0 3.9 0.3 0.4 0.3 0.0 0.9 0.5 0.0 0.1 
2024/10/21 32 蓮肉底面 0.00 0.00 80.17 3.33 6.35 2.11 5.26 0.06 0.12 0.17 0.36 1.91 0.15 0.00 0.00 
2024/10/21 43 蓮肉底面 0.00 0.00 84.32 3.08 4.91 2.02 3.78 0.08 0.07 0.18 0.00 1.55 0.00 0.00 0.00 

【Average】蓮肉底面 0.0 0.0 82.2 3.2 5.6 2.1 4.5 0.1 0.1 0.2 0.2 1.7 0.1 0.0 0.0 
2014/7/11 23 左肘外 31.89 0.00 57.46 1.91 2.02 0.79 2.94 0.16 0.00 0.69 0.00 1.85 0.24 0.06 0.00 
2014/7/11 24 右脹ら脛 54.03 0.00 40.04 1.63 2.10 0.39 0.56 0.02 0.09 0.44 0.00 0.68 0.00 0.00 0.00 
2014/7/11 25 股間 49.65 0.00 42.63 1.77 2.58 0.42 1.17 0.22 0.00 0.66 0.00 0.69 0.16 0.05 0.00 
2014/7/11 26 左頬 12.74 0.00 77.21 3.09 1.90 1.15 2.53 0.15 0.00 0.57 0.00 0.64 0.00 0.03 0.00 
2014/7/11 28 右手甲 13.19 0.00 77.15 3.13 2.56 0.76 1.12 0.22 0.00 0.47 0.38 0.73 0.22 0.04 0.03 
2014/7/11 30 右頬 12.41 0.00 78.96 2.22 1.29 1.20 2.71 0.06 0.00 0.43 0.00 0.70 0.00 0.02 0.00 
2014/7/11 31 頭頂部 7.66 0.00 82.58 1.42 1.46 0.56 3.57 0.40 0.54 0.50 0.00 0.58 0.52 0.03 0.17 
2024/10/21 37 右手右側面 17.32 0.00 75.06 2.70 1.92 0.73 0.80 0.18 0.00 0.57 0.00 0.67 0.00 0.00 0.05 
2024/10/21 40 右額 10.71 0.00 78.95 2.42 1.95 0.92 3.55 0.26 0.00 0.56 0.00 0.47 0.17 0.04 0.00 
2024/10/21 41 右胸 32.00 0.00 56.71 1.67 1.87 0.68 4.23 0.29 0.00 0.67 0.00 1.50 0.25 0.08 0.06 
2024/10/21 42 右天衣垂下部 38.88 0.00 51.75 1.95 3.94 0.59 1.15 0.20 0.00 0.57 0.00 0.94 0.00 0.04 0.00 

【Average】本体 Au検出部 25.5 0.0 65.3 2.2 2.1 0.7 2.2 0.2 0.1 0.6 0.0 0.9 0.1 0.0 0.0 
2014/7/11 27 右手指 14.84 0.00 65.57 3.83 8.04 0.78 2.97 0.78 0.00 0.74 0.49 1.37 0.48 0.08 0.00 
2014/7/11 29 左手左側面 13.90 0.00 74.78 3.10 3.87 0.87 1.04 0.30 0.00 0.55 0.00 1.54 0.00 0.05 0.00 
2024/10/21 36 右手甲 15.07 0.00 67.97 3.66 6.66 0.73 2.79 0.74 0.00 0.68 0.00 1.22 0.37 0.00 0.07 
2024/10/21 38 右手甲 14.58 0.00 67.02 3.45 7.73 0.83 3.04 0.83 0.00 0.65 0.00 1.32 0.44 0.07 0.00 
2024/10/21 39 左手首外側 11.84 0.00 77.08 3.14 3.31 0.92 0.90 0.26 0.00 0.49 0.38 1.62 0.00 0.00 0.04 

【Average】両手 Au検出部 14.0 0.0 70.5 3.4 5.9 0.8 2.1 0.6 0.0 0.6 0.2 1.4 0.3 0.0 0.0 

2 観音菩薩立像（蓮肉正面右寄り）2024/10/21 No34

分析部位スペクトル

成分分析結果

２ ◎観音菩薩立像（石山寺本尊像内納入品のうち） 本堂安置



26

三

◎
菩
薩
立
像
（
石
山
寺
本
尊
像
内
納
入
品
の
う
ち
）（
図
版
）
本
堂
安
置

全身正面

３ ◎菩薩立像（石山寺本尊像内納入品のうち） 本堂安置



27

頭部正面

３ ◎菩薩立像（石山寺本尊像内納入品のうち） 本堂安置



28

全身左斜め

全身左側面全身右側面

全身背面

３ ◎菩薩立像（石山寺本尊像内納入品のうち） 本堂安置
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頭部左斜め頭部右斜め

頭部左側面頭部右側面

３ ◎菩薩立像（石山寺本尊像内納入品のうち） 本堂安置
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三

◎
菩
薩
立
像
（
石
山
寺
本
尊
像
内
納
入
品
の
う
ち
）（
解
説
）

銅
造

鍍
金

一
軀

［
法

量
］

総
高
（
枘
除
く
）

三
九
・
二

像

高

二
一
・
六

頂
―
顎

五
・
九

面

長

二
・
八

面

幅

二
・
五

面

奥

三
・
四

胸
奥
（
左
）

二
・
六

胸
奥
（
右
）

二
・
九

腹

奥

二
・
六

肘

張

五
・
〇

天
衣
張

五
・
五

足
先
開
（
内
）

〇
・
八

足
先
開
（
外
）

三
・
〇

枘

長

四
・
二

枘

径

一
・
三

［
形
状
］

頭
上
に
三
面
頭
飾
を
い
た
だ
く
。
冠
帯
は
帯
状
で
、
前
面
の
み
に
表
さ
れ
、
上
三
分
の
一
あ

た
り
に
陰
刻
を
ほ
ど
こ
す
。
正
面
の
頭
飾
は
放
光
す
る
六
弁
花
（
陰
刻
）
の
上
に
小
さ
な
宝
珠

を
配
し
、
そ
れ
を
象
る
陰
刻
線
の
周
囲
に
火
焔
形
を
め
ぐ
ら
す
。
両
側
の
頭
飾
は
翼
状
に
表
さ

れ
る
。
耳
前
か
ら
腹
部
に
帯
状
の
冠
繒
を
垂
ら
す
。
髻
は
表
さ
な
い
。
正
面
の
地
髪
は
お
か
っ

ぱ
状
に
表
さ
れ
る
。
頭
髪
は
素
髪
と
し
、
後
頭
部
に
は
や
や
粗
く
鏨
の
痕
を
残
す
。
垂
髪
は
耳

後
ろ
か
ら
両
肩
に
垂
れ
て
匙
状
に
広
が
り
、
先
が
三
つ
叉
に
割
れ
る
。
耳
は
平
板
で
細
長
く
、

下
辺
を
直
線
的
に
断
ち
切
る
。
三
道
は
刻
ま
な
い
。

胸
飾
は
帯
状
無
文
で
下
向
き
に
弧
を
描
く
。
腕
釧
は
帯
一
条
。
天
衣
は
背
面
か
ら
両
肩
に
か

か
り
、
脚
前
を
上
下
二
段
に
わ
た
る
か
に
見
え
る
が
、
実
際
に
は
混
乱
が
認
め
ら
れ
る
。
両
肩

か
ら
垂
下
す
る
天
衣
は
腹
前
を
Ｕ
字
に
わ
た
り
、
輪
状
を
呈
す
る
。
膝
前
を
Ｕ
字
に
わ
た
る
天

衣
は
、
一
方
は
右
膝
外
に
い
た
り
、
一
方
は
左
手
で
一
端
を
つ
ま
み
、
体
側
に
垂
下
す
る
。
な

お
、
左
手
に
は
あ
わ
せ
て
裙
の
一
端
を
つ
ま
ん
で
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
天
衣
と
裙
と
が

同
化
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
と
は
別
に
右
前
膊
か
ら
体
側
に
鰭
状
の
襞

を
作
っ
て
垂
れ
る
天
衣
が
表
さ
れ
る
。
裙
を
腰
高
に
着
け
る
。
腰
前
に
結
び
輪
状
の
裙
の
一
端

を
垂
ら
し
、
両
膝
下
に
Ｕ
字
形
な
い
し
Ｊ
字
形
の
衣
文
を
重
ね
、
正
面
で
は
裾
を
連
弧
形
と
し

て
両
足
半
ば
ま
で
を
覆
い
、
背
面
で
は
上
端
を
わ
ず
か
に
折
り
返
し
、
臀
部
に
小
札
状
の
襞
を

三
段
に
作
る
。
左
手
は
僅
か
に
肘
を
曲
げ
つ
つ
垂
下
し
、
天
衣
の
一
端
を
と
り
、
右
手
は
屈
臂

し
て
手
先
を
胸
脇
に
挙
げ
、
第
一
・
三
指
で
や
や
平
た
い
小
珠
を
挟
み
持
ち
、
他
指
は
第
三
指

に
沿
わ
せ
て
曲
げ
る
。
体
軀
を
僅
か
に
弓
な
り
に
反
ら
し
、
請
花
（
九
弁
間
弁
付
き
）
に
直
立

す
る
。
請
花
の
下
部
に
枘
（
長
さ
約
五
㎝
）
を
作
り
出
す
。
請
花
の
下
部
に
は
大
き
な
反
花
座

や
框
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

［
品
質
構
造
］

青
銅
製
、
鍍
金
。

頭
飾
頂
上
よ
り
蓮
華
座
下
方
の
枘
に
い
た
る
ま
で
を
一
鋳
と
す
る
。
中
型
は
な
く
、
無
垢
で

あ
る
。
お
そ
ら
く
蠟
型
に
よ
る
鋳
造
と
み
ら
れ
、
頭
飾
や
冠
繒
、
装
身
具
、
天
衣
垂
下
部
な
ど

は
、
板
状
の
蜜
蝋
か
ら
パ
ー
ツ
を
成
形
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。

蓮
華
座
下
部
の
枘
や
頭
髪
部
を
の
ぞ
き
、
ほ
ぼ
全
体
か
ら
金
が
検
出
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
水

銀
は
ま
っ
た
く
検
出
さ
れ
な
い
た
め
、
箔
鍍
金
の
可
能
性
が
あ
る
。
金
が
検
出
さ
れ
な
い
箇
所

の
定
量
値
の
平
均
値
は
、
銅
九
七
・
六
％
、
鉛
〇
・
二
％
、
砒
素
〇
・
八
％
、
鉄
〇
・
四
％
、
マ
ン

ガ
ン
〇
・
一
％
、
銀
〇
・
七
％
、
ビ
ス
マ
ス
〇
・
二
％
で
あ
っ
た
。
銅
の
割
合
が
高
く
、
他
の
元

素
は
い
ず
れ
も
微
量
で
、
錫
は
検
出
さ
れ
な
い
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
強
い
て
言

え
ば
銀
と
砒
素
の
割
合
が
高
い
が
、
銀
は
鉄
や
マ
ン
ガ
ン
と
と
も
に
銅
鉱
石
中
の
不
純
物
で
あ

り
、
砒
素
は
意
図
的
に
混
入
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

［
伝
来
］

平
成
一
四
年
（
二
〇
〇
二
）
八
月
一
日
、
石
山
寺
本
尊
如
意
輪
観
音
菩
薩
坐
像
の
勅
封
の
宮

殿
開
扉
に
あ
た
り
実
施
さ
れ
た
奈
良
国
立
博
物
館
の
調
査
に
お
い
て
、
像
背
面
上
部
の
蓋
板
内

部
に
納
め
ら
れ
た
木
製
厨
子
に
安
置
さ
れ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
た
。

平
成
一
五
年
五
月
国
追
加
指
定
。

［
保
存
状
態
］

本
像
に
は
鍍
金
が
よ
く
残
る
が
、
左
頭
飾
が
変
形
し
て
お
り
、
火
中
し
た
可
能
性
は
否
定
で

き
な
い
。
ま
た
、
請
花
以
下
の
台
座
、
光
背
を
亡
失
す
る
。

［
時
代
］

飛
鳥
時
代
（
七
世
紀
）

３ ◎菩薩立像（石山寺本尊像内納入品のうち） 本堂安置
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［
考
察
］

髻
を
表
さ
な
い
の
は
、
法
隆
寺
夢
殿
救
世
観
音
立
像
や
同
寺
金
堂
四
天
王
立
像
な
ど
飛
鳥
時

代
前
期
の
作
例
の
特
徴
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
新
潟
県
伝
来
と
も
伝
え
ら
れ
、
飛
鳥
時
代
後
期

の
作
と
み
ら
れ
る
東
京
国
立
博
物
館
の
木
像
菩
薩
立
像
も
髻
が
な
く
、
時
代
を
超
え
て
地
方
的

な
広
が
り
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
本
像
も
そ
う
し
た
作
例
と
位
置
付
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
垂
下

す
る
天
衣
に
鰭
状
の
折
り
た
た
み
を
表
す
の
も
飛
鳥
時
代
前
期
の
作
例
に
通
じ
る
古
様
と
言
え

る
が
、
本
像
の
場
合
、
側
方
へ
の
張
り
出
し
と
同
時
に
前
後
方
向
へ
の
動
勢
も
認
め
ら
れ
、
こ

れ
は
七
世
紀
後
半
の
新
傾
向
を
し
め
し
て
い
る
。

本
像
の
面
長
で
頬
の
長
い
顔
立
ち
、
上
瞼
が
弧
を
描
き
、
や
や
目
尻
を
下
げ
、
下
瞼
を
水
平

に
表
す
目
の
表
現
は
、
隋
な
い
し
新
羅
の
様
式
を
受
け
た
い
わ
ゆ
る
童
顔
童
形
像
の
相
貌
に
通

じ
る
。
童
顔
童
形
像
は
七
世
紀
末
頃
を
中
心
に
展
開
し
た
が
、
三
面
頭
飾
の
形
式
も
七
世
紀
後

半
か
ら
流
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
腰
前
に
結
び
輪
状
の
裙
の
一
端
を
垂
ら
す
の
は
初

唐
様
式
を
受
容
し
た
七
世
紀
末
頃
の
菩
薩
像
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、

本
像
に
は
古
様
な
点
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
着
衣
や
装
身
具
に
は
省
略
や
混
乱
も
あ
り
、
ま
た

七
世
紀
末
頃
に
採
用
さ
れ
た
形
式
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
飛
鳥
時
代
末
期
の
造
立
と
み
る

の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

（
藤
岡
・
中
田
）

像底頭頂より

３ ◎菩薩立像（石山寺本尊像内納入品のうち） 本堂安置
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3 菩薩立像（枘背面）2024/10/21 No30

成分分析位置 

測定日 No. 測定箇所 Au Cu Pb As Fe Mn Zn Ag Bi Ti Ni
2014/7/11 17 枘正面 0.00 98.37 0.11 0.52 0.35 0.14 0.00 0.44 0.07 0.00 0.00 
2014/7/11 20 後頭部 0.00 97.25 0.25 0.74 0.62 0.02 0.10 0.69 0.33 0.00 0.00 
2024/10/21 30 枘背面 0.00 97.21 0.15 1.27 0.19 0.03 0.00 1.00 0.14 0.00 0.00 

【Average】地金 0.0 97.6 0.2 0.8 0.4 0.1 0.0 0.7 0.2 0.0 0.0 
2014/7/11 19 臀部下方 13.56 84.71 0.08 0.45 0.12 0.02 0.27 0.64 0.16 0.00 0.00 
2014/7/11 18 腹部 18.79 78.92 0.09 0.54 0.23 0.09 0.39 0.75 0.19 0.00 0.02 
2024/10/21 26 蓮華座正面 13.09 83.23 0.17 0.68 1.02 0.43 0.39 0.70 0.13 0.14 0.02 
2024/10/21 27 左頬 18.08 78.45 0.18 0.57 0.74 0.26 0.49 0.70 0.34 0.17 0.03 
2024/10/21 28 右冠飾 28.53 68.35 0.30 0.41 0.66 0.12 0.56 0.55 0.35 0.13 0.04 
2024/10/21 29 背面上部 14.44 83.68 0.14 0.47 0.09 0.01 0.27 0.62 0.27 0.00 0.00 
2024/10/21 31 天衣右肘下方 23.14 74.88 0.13 0.39 0.18 0.05 0.43 0.60 0.19 0.00 0.02 

【Average】Au 検出部 18.5 78.9 0.2 0.5 0.4 0.1 0.4 0.7 0.2 0.1 0.0 

成分分析結果 

分析部位スペクトル 

３ ◎菩薩立像（石山寺本尊像内納入品のうち） 本堂安置
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四

◎
観
音
菩
薩
立
像
（
石
山
寺
本
尊
像
内
納
入
品
の
う
ち
）（
図
版
）
本
堂
安
置

全身正面

４ ◎観音菩薩立像（石山寺本尊像内納入品のうち） 本堂安置
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頭部正面

４ ◎観音菩薩立像（石山寺本尊像内納入品のうち） 本堂安置
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全身左斜め

全身左側面全身右側面

全身背面

４ ◎観音菩薩立像（石山寺本尊像内納入品のうち） 本堂安置
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頭部左斜め頭部右斜め

頭部左側面頭部右側面

４ ◎観音菩薩立像（石山寺本尊像内納入品のうち） 本堂安置
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四

◎
観
音
菩
薩
立
像
（
石
山
寺
本
尊
像
内
納
入
品
の
う
ち
）（
解
説
）

銅
造

鍍
金

一
軀

［
法

量
］

総
高
（
枘
除
く
）

三
二
・
四

像

高

二
八
・
一

髪
際
高

二
四
・
八

頂
―
顎

七
・
一

面

長

三
・
四

面

幅

三
・
四

耳

張

四
・
八

面

奥

五
・
二

胸
奥
（
左
）

四
・
二

胸
奥
（
右
）

四
・
〇

腹

奥

三
・
九

肘

張

七
・
九

裙
裾
張

四
・
五

天
衣
張

八
・
七

足
先
開
（
内
）

一
・
二

足
先
開
（
外
）

四
・
六

台
座
高

五
・
八

台
座
径

八
・
二

枘

長

二
・
三

枘

径

一
・
九

［
形
状
］

山
形
の
髻
を
結
う
。
元
結
い
を
上
下
二
段
に
表
す
（
左
方
で
は
三
段
に
も
み
え
る
）。
元
結

い
に
よ
り
、
左
右
各
四
束
の
髪
束
を
輪
状
に
結
い
上
げ
て
前
後
に
連
ね
、
こ
れ
を
後
方
か
ら
側

面
に
か
け
て
順
に
重
な
る
よ
う
に
垂
ら
し
て
い
る
。
正
面
天
冠
下
の
地
髪
は
中
央
か
ら
左
右
に

縄
状
に
束
ね
目
を
作
り
、
背
面
で
は
中
央
で
左
右
に
振
り
分
け
、
人
字
形
に
髪
束
を
表
す
。
髻
、

地
髪
と
も
各
髪
束
に
鎬
を
立
て
る
。
垂
髪
は
耳
後
ろ
に
垂
れ
、
肩
上
で
匙
状
に
広
が
り
、
さ
ら

に
そ
の
周
囲
に
四
条
ほ
ど
波
打
つ
髪
束
を
広
げ
る
。
天
冠
（
列
弁
・
縄
二
条
）
を
正
面
に
い
た

だ
き
、
中
央
に
は
拱
手
し
て
反
花
座
に
坐
し
、
列
弁
形
の
光
背
を
い
た
だ
く
化
仏
、
右
側
面
に

は
八
弁
花
形
（
中
央
に
径
三
㎜
、
深
さ
八
・
五
㎜
の
小
孔
あ
り
）
の
頂
上
に
弁
先
形
の
放
光
を

表
す
頭
飾
（
左
方
分
は
損
傷
に
よ
り
不
明
）
を
表
し
、
両
側
面
の
頭
飾
の
後
方
に
は
冠
繒
の
結

び
輪
と
先
端
が
表
さ
れ
る
。
両
目
は
上
瞼
の
ふ
く
ら
み
を
表
す
が
、
眼
瞼
裂
は
刻
ま
な
い
。
白

毫
は
表
さ
ず
、
耳
朶
は
扁
平
で
角
張
り
、
三
道
を
刻
ま
な
い
。

胸
飾
は
連
珠
・
列
弁
と
し
、
正
面
に
は
中
央
と
左
右
の
三
箇
所
に
六
弁
花
を
配
し
、
中
央
の

六
弁
花
の
中
央
か
ら
は
垂
飾
（
次
第
に
大
き
く
な
る
連
珠
の
先
端
に
萼
付
き
の
大
珠
を
あ
し
ら

う
）
を
垂
ら
す
。
臂
釧
は
帯
一
条
、
腕
釧
は
連
珠
・
列
弁
と
す
る
。
裙
は
正
面
中
央
で
右
前
に

打
ち
合
わ
せ
、
正
面
中
央
と
左
右
前
後
の
五
箇
所
に
折
り
畳
み
を
作
り
、
各
々
の
上
端
を
引
き

上
げ
て
階
段
状
な
い
し
品
字
形
の
襞
を
作
り
出
す
。
腰
帯
を
し
め
、
正
面
中
央
に
結
び
目
を
表

し
、
結
び
輪
を
腹
前
に
立
て
る
。
裙
の
上
端
を
折
り
返
す
が
、
正
面
中
央
部
の
み
折
り
返
し
の

上
層
に
腰
帯
を
表
し
、
左
右
の
腹
脇
、
背
面
で
は
腰
帯
の
上
に
折
り
返
し
部
が
か
か
る
。
天
衣

は
背
面
か
ら
両
肩
に
か
か
り
、
両
肘
内
を
と
お
っ
て
体
側
に
垂
下
し
、
蓮
華
座
の
上
面
に
い
た

る
。
左
手
は
僅
か
に
肘
を
曲
げ
て
垂
下
し
て
、
水
瓶
の
首
を
全
指
で
握
る
。
右
手
は
屈
臂
し
て

掌
を
右
胸
に
当
て
、
全
指
を
伸
ば
す
。
腰
を
わ
ず
か
に
右
に
捻
り
、
左
脚
を
遊
脚
と
し
て
蓮
華

座
に
立
つ
。

蓮
華
座
は
素
弁
八
弁
間
弁
付
き
で
、
各
弁
の
中
央
の
上
半
に
鎬
を
立
て
る
。
蓮
華
座
の
下
方

中
央
に
丸
枘
を
作
り
出
す
。

［
品
質
構
造
］

青
銅
製
、
鍍
金
。

髻
頂
よ
り
丸
枘
に
い
た
る
ま
で
を
一
鋳
と
す
る
。
嵌
金
や
鉄
心
は
な
く
、
中
型
を
設
け
な
い

無
垢
の
像
と
み
ら
れ
る
。

蛍
光
X
線
分
析
の
結
果
、
金
が
検
出
さ
れ
な
い
計
測
部
位
の
定
量
値
の
平
均
値
を
と
る
と
（
１
）、

銅
八
九
・
八
％
、錫
三
・
九
％
、鉛
〇
・
七
％
、砒
素
一
・
三
％
、鉄
二
・
〇
％
、マ
ン
ガ
ン
〇
・
五
％
、

亜
鉛
〇
・
三
％
、銀
一
・
二
％
、ビ
ス
マ
ス
〇
・
二
％
、チ
タ
ン
〇
・
二
％
で
あ
っ
た
。
定
性
値
（
ス

ペ
ク
ト
ル
）
で
も
そ
れ
ら
の
元
素
の
含
有
が
ほ
ぼ
確
認
で
き
る
。
一
方
、
金
が
検
出
さ
れ
る
部

位
に
つ
い
て
は
、
金
の
割
合
が
高
い
部
位
で
も
水
銀
は
検
出
さ
れ
ず
（
定
性
値
で
も
認
め
ら
れ

な
い
）、
箔
鍍
金
の
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
面
部
（
頬
）
で
は
特
に
銀
の
含
有
量
が
高
い
が
、

あ
る
い
は
銀
箔
と
金
箔
を
重
ね
た
い
わ
ゆ
る
仏
師
箔
を
用
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ

う
。
な
お
、
蓮
華
座
下
方
の
丸
枘
の
底
面
と
側
面
の
下
か
ら
一
・
五
㎝
ほ
ど
ま
で
は
表
面
に
黒

漆
塗
り
を
施
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

（
１
）
定
性
値
（
ス
ペ
ク
ト
ル
）
で
は
金
が
わ
ず
か
に
検
出
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

［
伝
来
］

平
成
一
四
年
（
二
〇
〇
二
）
八
月
一
日
、
石
山
寺
本
尊
如
意
輪
観
音
菩
薩
坐
像
の
勅
封
の
宮

殿
開
扉
に
あ
た
り
実
施
さ
れ
た
奈
良
国
立
博
物
館
の
調
査
に
お
い
て
、
像
背
面
上
部
の
蓋
板
内

部
に
納
め
ら
れ
た
木
製
厨
子
に
安
置
さ
れ
た
状
態
で
発
見
さ
れ
た
。

平
成
一
五
年
五
月
国
追
加
指
定
。

４ ◎観音菩薩立像（石山寺本尊像内納入品のうち） 本堂安置
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［
保
存
状
態
］

焼
け
た
だ
れ
た
り
は
し
て
い
な
い
が
、
左
の
頭
飾
や
冠
繒
の
結
び
目
、
右
冠
繒
の
結
び
輪
の

先
端
な
ど
が
欠
損
し
て
お
り
、
火
中
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
頭
髪
の
顔
料
が
失
わ
れ
、

頭
髪
に
は
土
が
付
着
し
て
い
る
。
本
体
の
箔
鍍
金
は
火
中
後
に
あ
ら
た
め
て
施
さ
れ
た
も
の
か

も
知
れ
な
い
。
台
座
の
蓮
華
以
下
が
亡
失
す
る
が
、
蓮
肉
の
下
半
部
が
露
出
し
て
い
る
た
め
、

あ
る
い
は
銅
板
製
の
蓮
弁
が
数
段
分
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

［
時
代
］

奈
良
時
代
（
八
世
紀
）

［
考
察
］

本
像
の
髻
は
、
元
結
い
を
上
下
二
段
と
し
、
輪
状
に
結
い
上
げ
た
髪
束
を
左
右
に
振
り
分
け

て
垂
ら
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
形
式
の
髻
は
、
法
隆
寺
五
重
塔
塑
像
や
薬
師
寺
金
堂
脇
侍
菩
薩

立
像
な
ど
の
元
結
い
を
一
段
と
す
る
単
髻
と
は
異
な
る
形
式
で
、
基
準
的
な
作
例
で
は
天
平
六

年
（
七
三
四
）
の
興
福
寺
阿
修
羅
立
像
を
初
例
と
す
る
。
ま
た
、
頬
が
豊
か
に
張
り
、
眼
瞼
裂

を
刻
ま
な
い
目
の
表
現
は
、
八
世
紀
前
半
の
作
と
み
ら
れ
る
奈
良
・
岡
寺
半
跏
思
惟
像
や
福
井
・

正
法
寺
半
跏
思
惟
像
な
ど
に
通
じ
る
も
の
で
、
腰
を
ひ
ね
り
、
左
脚
を
遊
ば
せ
る
動
勢
な
ど
に

も
成
熟
し
た
表
現
が
認
め
ら
れ
、
本
像
の
制
作
時
期
は
八
世
紀
第
二
四
半
期
を
中
心
に
想
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

右
手
を
屈
臂
し
て
胸
に
当
て
る
姿
が
特
徴
的
だ
が
、
動
勢
も
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
本
像
は

三
尊
の
左
脇
侍
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。

（
藤
岡
・
中
田
）

像底頭頂より

４ ◎観音菩薩立像（石山寺本尊像内納入品のうち） 本堂安置
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成分分析位置 

４ ◎観音菩薩立像（石山寺本尊像内納入品のうち） 本堂安置
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測定日 No. 測定箇所 Au Hg Cu Sn Pb As Fe Mn Sb Zn Ag Bi Ti Ni V
2014/7/11 11 左頬 0.00 0.00 89.91 2.32 0.27 0.97 0.54 0.15 0.00 0.32 5.20 0.18 0.14 0.00 0.00 
2024/10/21 45 枘正面右寄り 0.00 0.00 92.29 3.44 0.58 1.16 1.47 0.45 0.00 0.24 0.00 0.15 0.22 0.00 0.00 
2024/10/21 53 右冠繒欠損部 0.00 0.00 93.94 3.40 0.46 1.35 0.42 0.04 0.00 0.00 0.00 0.40 0.00 0.00 0.00 
2024/10/21 54 右冠繒欠損部 0.00 0.00 92.53 3.88 0.48 1.57 0.97 0.15 0.00 0.00 0.00 0.41 0.00 0.00 0.00 
2024/10/21 55 左冠繒欠損部 0.00 0.00 88.25 3.19 0.80 1.27 2.79 0.37 0.00 0.00 3.33 0.00 0.00 0.00 0.00 
2024/10/21 57 枘先端 0.00 0.00 83.18 6.32 1.82 1.40 4.22 1.49 0.00 0.78 0.00 0.00 0.65 0.00 0.00 
2024/10/21 58 枘正面右寄り 0.00 0.00 88.58 4.42 0.77 1.19 3.31 0.55 0.00 0.60 0.00 0.00 0.50 0.00 0.00 

【Average】地金 0.0 0.0 89.8 3.9 0.7 1.3 2.0 0.5 0.0 0.3 1.2 0.2 0.2 0.0 0.0 
2014/7/11 5 枘正面 21.46 0.00 72.30 3.66 0.18 1.25 0.47 0.11 0.20 0.18 0.00 0.19 0.00 0.00 0.00 
2014/7/11 9 蓮華座正面 43.61 0.00 50.65 3.12 0.17 0.41 0.39 0.12 0.18 0.00 1.08 0.16 0.12 0.00 0.00 
2014/7/11 10 右前膊 27.67 0.00 63.58 3.13 0.67 0.76 1.24 0.34 0.15 0.59 0.76 0.80 0.22 0.06 0.05 
2014/7/11 12 右頬 11.18 0.00 73.37 6.57 2.03 1.77 0.55 0.11 0.26 0.42 0.60 3.12 0.00 0.02 0.00 
2014/7/11 13 腹部背面 19.05 0.00 74.61 3.30 0.24 0.97 0.12 0.00 0.19 0.39 0.45 0.68 0.00 0.00 0.00 
2014/7/11 14 膝裏下方 37.20 0.00 57.64 3.05 0.13 0.41 0.27 0.02 0.16 0.00 0.81 0.22 0.08 0.00 0.00 
2014/7/11 15 左頬 7.49 0.00 78.38 2.61 0.57 1.02 0.84 0.17 0.12 0.31 7.60 0.72 0.18 0.00 0.00 
2014/7/11 16 左肘左側 24.43 0.00 68.11 3.23 0.41 0.77 0.79 0.28 0.16 0.50 0.61 0.47 0.21 0.03 0.00 
2024/10/21 46 枘正面 18.82 0.00 74.24 3.85 0.14 1.52 0.66 0.11 0.19 0.26 0.00 0.21 0.00 0.00 0.00 
2024/10/21 47 左頬 5.35 0.00 86.35 2.44 0.28 1.08 0.56 0.11 0.00 0.00 3.66 0.18 0.00 0.00 0.00 
2024/10/21 48 右頬 5.35 0.00 85.93 3.76 0.79 1.79 0.52 0.07 0.00 0.38 0.00 1.42 0.00 0.00 0.00 
2024/10/21 49 蓮華座正面 40.20 0.00 55.09 3.31 0.12 0.37 0.14 0.00 0.00 0.00 0.77 0.00 0.00 0.00 0.00 
2024/10/21 50 臀部左寄り 33.46 0.00 61.59 3.03 0.08 0.44 0.21 0.00 0.00 0.46 0.72 0.00 0.00 0.00 0.00 
【Average】Au 検出部 22.7 0.0 69.4 3.5 0.4 1.0 0.5 0.1 0.1 0.3 1.3 0.6 0.1 0.0 0.0 

4 観音菩薩立像（枘）2024/10/21 No45

分析部位スペクトル

成分分析結果

４ ◎観音菩薩立像（石山寺本尊像内納入品のうち） 本堂安置
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五

◎
菩
薩
立
像
（
図
版
）
豊
浄
殿
安
置

全身正面

５ ◎菩薩立像 豊浄殿安置
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全身左斜め

全身左側面全身右側面

全身右斜め

５ ◎菩薩立像 豊浄殿安置

全身背面



43

五

◎
菩
薩
立
像
（
解
説
）

銅
造

一
軀

［
法

量
］

総

高

七
七
・
五

像
高
（
現
状
）

五
五
・
七

胸
奥
（
左
）

七
・
九

胸
奥
（
右
）

七
・
五

腹

奥

一
〇
・
一

肘
張
（
現
状
）

一
八
・
〇

足
先
開
（
内
）

六
・
二

足
先
開
（
外
）

一
二
・
八

台
座
径

一
八
・
一

台
座
高

四
・
二

［
形
状
］

現
状
、
頭
部
を
欠
失
し
、
右
肘
以
下
、
左
手
首
以
下
を
亡
失
す
る
。

垂
髪
が
頸
部
上
方
の
左
右
か
ら
両
肩
に
垂
れ
る
。両
肩
で
は
匙
状
の
髪
束
が
三
段
に
重
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
輪
状
お
よ
び
放
射
状
の
毛
筋
を
刻
み
、
さ
ら
に
そ
の
外
側
に
五
条
の
波
打
つ
髪
束

を
広
げ
る
。
頭
髪
に
は
全
体
に
毛
筋
彫
り
が
施
さ
れ
る
。

左
肩
の
み
に
か
か
る
ワ
ン
シ
ョ
ル
ダ
ー
の
内
衣
を
着
け
、
裾
を
裙
に
た
く
し
こ
む
。
正
面
で

は
左
肩
か
ら
腹
部
に
か
け
て
襞
を
作
り
、
腹
前
に
は
た
る
み
を
表
す
。
た
だ
し
、
背
面
で
は
上

縁
に
三
本
の
襞
が
平
行
に
表
さ
れ
、
あ
た
か
も
条
帛
を
着
け
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

裙
は
、
正
面
で
は
両
足
間
に
衣
角
が
あ
り
、
右
脚
内
で
右
前
に
打
ち
合
わ
せ
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
が
、
背
面
中
央
の
上
下
に
も
二
箇
所
の
衣
角
が
あ
り
、
右
脚
裏
で
右
前
に
打
ち
合
わ
せ

て
お
り
、
矛
盾
が
認
め
ら
れ
る
。
正
面
中
央
に
は
階
段
状
の
折
り
畳
み
が
あ
り
、
両
膝
以
下
に

は
U
字
形
の
衣
文
を
密
に
重
ね
、
背
面
に
は
自
在
に
J
字
形
の
衣
文
を
表
す
。
裾
が
長
く
、
足

の
甲
や
蓮
肉
上
面
に
か
か
る
。
上
端
を
折
り
返
し
、
正
面
や
や
左
寄
り
で
打
ち
合
わ
せ
る
と
見

ら
れ
る
が
、
折
り
返
し
部
に
は
衣
文
を
表
さ
な
い
。
裙
の
衣
縁
に
は
陰
刻
一
条
を
施
す
。
ま

た
、
裾
部
と
折
り
返
し
の
裾
部
に
は
二
重
の
陰
刻
線
で
帯
状
区
画
を
設
け
、
前
者
に
は
大
ぶ
り

の
魚
々
子
地
に
半
パ
ル
メ
ッ
ト
の
波
状
唐
草
を
陰
刻
し
、
後
者
に
は
大
ぶ
り
の
魚
々
子
散
ら
し

文
を
施
す
。
な
お
、
右
脛
部
に
は
、
帯
状
区
画
の
上
部
に
さ
ら
に
幅
広
の
区
画
を
設
け
て
縦
に

陰
刻
線
を
連
ね
て
い
る
。

天
衣
は
、
両
肩
か
ら
上
膊
に
か
け
て
か
か
り
、
背
面
で
は
腰
後
ろ
ま
で
U
字
を
描
き
、
正
面

で
は
左
肩
分
は
腹
前
を
わ
た
っ
て
右
前
膊
内
側
に
い
た
り
、
右
肩
分
は
右
肘
内
に
い
た
る
。
ま

た
、
こ
れ
と
は
別
に
、
膝
上
を
翻
転
し
て
わ
た
る
天
衣
が
あ
り
、
一
端
は
右
腰
脇
で
腰
飾
り
の

下
層
に
い
た
り
、
一
端
は
左
肘
に
か
か
る
。
右
肘
か
ら
体
側
に
垂
下
す
る
天
衣
が
表
さ
れ
、
先

端
を
右
足
で
踏
み
、
左
肘
か
ら
体
側
に
垂
下
す
る
天
衣
は
亡
失
す
る
が
、
先
端
は
左
足
で
踏
ん

で
い
る
。

両
肩
の
垂
髪
上
に
十
二
弁
の
座
金
を
と
も
な
う
饅
頭
形
の
大
珠
を
表
す
（
大
珠
の
底
部
に
一

㎜
ほ
ど
の
立
ち
上
が
り
が
あ
る
）。
座
金
の
前
方
に
別
製
の
瓔
珞
を
取
り
付
け
て
い
た
と
み
ら

れ
る
枘
受
け
を
設
け
て
お
り
、
右
肩
に
垂
れ
る
垂
髪
前
縁
に
は
瓔
珞
（
連
珠
・
紐
・
連
珠
）
の

一
端
が
残
存
す
る
。
腹
部
に
大
き
な
円
形
飾
り
（
内
側
か
ら
円
相
・
紐
二
条
・
連
珠
・
蕨
手
文
）

を
付
け
る
。
そ
の
円
形
飾
り
に
は
五
方
（
上
方
の
左
右
、
下
方
の
左
右
お
よ
び
下
方
）
に
半
円

形
の
突
起
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
枘
受
け
を
穿
ち
、
別
製
の
瓔
珞
を
取
り
付
け
て
い
た
と
み
ら

れ
る
。
ま
た
、
左
膝
外
に
中
央
に
円
孔
が
あ
る
割
損
し
た
花
形
の
飾
り
、
右
膝
上
外
側
と
右
体

側
に
垂
下
す
る
天
衣
内
側
に
破
断
面
（
両
者
の
間
に
花
形
の
飾
り
が
あ
っ
た
か
）、
背
面
腰
上

に
枘
孔
が
あ
る
。
両
腰
脇
か
ら
腹
部
下
方
を
わ
た
る
豪
華
な
腰
飾
り
を
付
け
る
。
腰
飾
り
は
幅

広
で
、
単
弁
の
列
弁
・
紐
一
条
・
長
円
（
中
央
の
み
二
連
珠
）
を
二
重
線
で
括
る
区
画
・
紐
一
条
・

単
弁
の
列
弁
と
す
る
帯
に
六
個
の
垂
飾
（
二
連
の
連
珠
の
先
端
に
小
珠
・
連
珠
・
大
珠
な
い
し

未
敷
蓮
形
を
表
す
）
付
き
の
花
形
（
内
側
か
ら
円
相
・
紐
一
条
・
連
珠
・
九
な
い
し
十
弁
の
単

弁
）
を
等
間
隔
に
配
し
て
い
る
。
臂
釧
は
単
弁
の
列
弁
・
紐
二
条
・
単
弁
の
列
弁
と
し
、
外
側

に
花
形
（
内
側
か
ら
円
相
・
紐
一
条
・
九
な
い
し
十
弁
の
単
弁
）
を
配
す
。

左
手
は
ほ
ぼ
垂
下
し
、
手
首
に
T
字
形
の
枘
受
け
を
設
け
る
。
右
手
は
屈
臂
し
て
い
た
と
み

ら
れ
、
肘
先
に
方
形
の
枘
受
け
を
設
け
て
い
る
。
腰
を
右
に
捻
り
、
左
足
を
や
や
外
に
開
い
て

蓮
肉
上
に
立
つ
。
足
の
爪
を
表
し
、
爪
先
の
肉
付
き
が
よ
く
、
爪
よ
り
高
く
盛
り
上
が
る
。

蓮
肉
は
わ
ず
か
に
甲
盛
り
で
、上
面
に
蓮
実
（
宝
珠
形
の
中
に
小
円
文
）
を
密
に
陰
刻
す
る
。

側
面
は
約
四
十
五
度
の
角
度
に
立
ち
上
が
り
、
正
面
か
ら
両
側
面
に
か
け
て
蘂
を
陰
刻
す
る
。

［
品
質
構
造
］

青
銅
製
。

残
存
す
る
後
頭
部
、
頸
部
か
ら
蓮
肉
ま
で
の
ほ
ぼ
全
容
を
、
お
そ
ら
く
蠟
型
原
型
に
よ
り
一

鋳
と
す
る
。
蓮
肉
か
ら
像
内
に
中
型
を
設
け
る
。
現
在
、
脛
あ
た
り
ま
で
中
空
で
、
そ
の
上
部

に
は
中
型
土
が
つ
ま
る
。
頸
部
に
は
断
面
楕
円
形
の
中
型
を
設
け
て
い
た
が
、
鋳
バ
リ
が
生
じ

て
前
方
が
塞
が
り
、
内
部
に
は
中
型
土
が
つ
ま
る
。
残
存
す
る
後
頭
部
内
は
匙
面
を
と
り
、
頭

５ ◎菩薩立像 豊浄殿安置
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部
ま
で
中
型
が
通
じ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
現
状
、
頭
部
の
中
型
土
は
残
存
し
な
い
。
蓮
肉

左
前
か
ら
左
足
甲
に
か
け
て
と
左
脛
に
鋳
懸
け
を
ほ
ど
こ
す
（
像
内
に
鋳
鎹
状
の
隆
起
あ
り
）。

頸
部
前
方
に
鋳
バ
リ
が
あ
り
、
脚
部
下
方
の
前
面
に
鋳
懸
け
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
正
面
を
上
に

し
て
鋳
込
み
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、
蓮
肉
左
前
の
鋳
懸
け
部
は
蘂
の
陰
刻
が
ず

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、陰
刻
は
原
型
段
階
で
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
右
手
首
以
下
、

左
肘
以
下
（
そ
れ
ぞ
れ
天
衣
の
一
端
を
含
む
）
は
も
と
よ
り
別
鋳
と
し
、
右
手
先
は
T
字
形
、

左
前
膊
は
方
形
の
枘
を
作
り
出
し
、
本
体
に
継
い
で
い
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
背
面
に
U
字

に
垂
れ
る
天
衣
の
下
半
（
肘
上
以
下
）
は
銅
板
製
で
、
雇
い
枘
を
作
り
出
し
、
か
つ
鏨
で
た
た

い
て
か
し
め
留
め
て
い
る
。
な
お
、
右
肘
か
ら
垂
下
す
る
天
衣
の
上
端
が
破
断
し
、
左
肩
か
ら

垂
れ
る
天
衣
の
途
中
や
腹
部
左
上
の
内
衣
に
亀
裂
が
生
じ
て
い
る
の
は
湯
境
が
生
じ
た
た
め
か

と
思
わ
れ
る
。
頸
部
、
右
肘
な
ど
の
破
断
面
を
み
る
と
鬆
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
他
、

両
足
首
間
や
右
体
側
に
垂
下
す
る
天
衣
の
下
方
に
亀
裂
が
走
り
、
何
ら
か
の
鋳
物
欠
陥
が
あ
っ

た
と
み
ら
れ
る
。

蛍
光
X
線
分
析
の
結
果
、
本
体
で
金
が
検
出
さ
れ
な
い
測
定
箇
所
の
定
量
値
の
平
均
は
、
銅

九
七
・
二
％
、
砒
素
一
・
二
％
、
鉄
〇
・
八
％
、
ビ
ス
マ
ス
〇
・
三
％
、
鉛
〇
・
二
％
、
錫
、
マ
ン

ガ
ン
、
亜
鉛
各
〇
・
一
％
で
あ
っ
た
。
一
方
、
別
製
の
背
面
天
衣
下
半
の
定
量
値
の
平
均
は
、

銅
九
九
・
一
％
、
砒
素
、
鉄
各
〇
・
四
％
、
マ
ン
ガ
ン
〇
・
一
％
で
、
ほ
ぼ
純
銅
で
あ
る
（
１
）。
よ
っ

て
こ
の
天
衣
下
半
は
銅
板
鍛
造
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
接
続
部
が
拙
劣
な
た
め
、
当
初
か
ら

の
仕
様
と
断
定
は
で
き
な
い
が
、
一
鋳
で
作
る
の
も
困
難
で
あ
り
、
背
面
ゆ
え
に
許
容
さ
れ
た

の
か
も
知
れ
な
い
。
左
腹
前
や
左
右
の
臂
釧
な
ど
で
は
金
が
検
出
さ
れ
、
本
来
鍍
金
が
ほ
ど
こ

さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、
水
銀
は
検
出
さ
れ
ず
、
ア
マ
ル
ガ
ム
鍍
金
で
あ
っ
た
か
否
か
は

蛍
光
X
線
分
析
か
ら
は
判
別
で
き
な
い
。
ま
た
、
金
が
検
出
さ
れ
る
部
位
で
は
銀
が
あ
わ
せ
て

検
出
さ
れ
る
た
め
、
金
の
純
度
が
高
く
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

（
１
）
定
性
値
（
ス
ペ
ク
ト
ル
）
を
見
る
と
、
鉛
と
錫
も
微
量
に
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

［
伝
来
］

戦
前
に
盗
難
に
遭
い
、
そ
の
際
に
頭
部
が
欠
損
、
紛
失
し
た
。
盗
難
前
の
古
写
真
が
あ
り
、

そ
れ
以
前
よ
り
石
山
寺
に
伝
来
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

明
治
三
七
年
二
月
国
指
定
。
明
治
四
〇
年
修
理
。

［
保
存
状
態
］

頭
部
、
左
前
膊
か
ら
体
側
に
垂
下
す
る
天
衣
を
欠
失
し
、
左
手
首
以
下
、
右
肘
以
下
、
胸
飾

お
よ
び
瓔
珞
の
大
半
、
反
花
以
下
の
台
座
、
光
背
を
亡
失
す
る
。
表
面
が
や
や
荒
れ
、
火
中
し

た
と
み
ら
れ
る
が
、
各
部
の
欠
失
や
亡
失
、
右
肘
か
ら
垂
下
す
る
天
衣
上
端
や
脚
部
下
方
の
亀

裂
は
火
中
が
原
因
と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
木
製
の
反
花
座
は
後
補
。

［
時
代
］

飛
鳥
時
代
（
七
世
紀
末
～
八
世
紀
初
め
）

［
考
察
］

盗
難
前
の
古
写
真
に
よ
れ
ば
、
頭
部
の
形
状
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
髻
は
先
端
が
三
つ

叉
に
分
か
れ
て
後
方
に
な
び
き
、
元
結
は
紐
二
条
・
単
弁
の
列
弁
と
す
る
。
髻
に
は
毛
筋
彫
り

が
ほ
ど
こ
さ
れ
る
。
天
冠
は
基
部
を
紐
二
条
と
し
、
両
端
に
結
び
目
が
あ
る
。
正
面
か
ら
側
面

に
か
け
て
大
小
五
つ
の
花
形
飾
り
を
配
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
花
綱
で
繋
ぐ
、
い
わ
ゆ
る
グ
プ
タ
式

宝
冠
で
あ
る
。
正
面
の
花
形
（
内
側
か
ら
円
相
・
紐
一
条
・
連
珠
・
単
弁
の
花
弁
・
蕨
手
文
）

が
も
っ
と
も
大
き
く
、
そ
の
上
に
小
さ
な
花
形
（
内
側
か
ら
円
相
・
紐
一
条
・
連
珠
）
を
重
ね
、

小
さ
な
花
形
の
下
方
左
右
、
上
方
に
蕨
手
状
の
放
光
を
表
す
。
両
側
面
の
花
形
（
内
側
か
ら
円

相
・
紐
一
条
・
連
珠
・
単
弁
の
花
弁
・
蕨
手
文
）
は
や
や
小
振
り
で
、
上
部
に
大
き
な
蕨
手
状

の
突
起
を
設
け
る
。
正
面
と
両
側
面
の
中
間
の
花
形
（
円
相
・
紐
一
条
・
連
珠
・
蕨
手
文
）
は

も
っ
と
も
小
さ
く
、
蕨
手
文
の
上
部
が
と
が
り
、
全
体
と
し
て
宝
珠
形
を
呈
す
る
。
五
つ
の
花

形
の
中
心
か
ら
は
垂
飾
が
垂
れ
る
。
花
綱
は
両
端
に
萼
が
あ
り
、
各
花
形
の
中
央
か
ら
伸
び
る

紐
一
条
で
吊
る
。
正
面
の
地
髪
は
束
ね
目
と
毛
筋
を
陰
刻
で
表
す
。
耳
朶
は
滴
形
に
穿
つ
が
不

貫
と
み
ら
れ
る
。
頸
部
に
は
亀
裂
が
走
る
。
髻
や
宝
冠
は
、
隋
～
初
唐
の
菩
薩
像
に
し
ば
し
ば

み
ら
れ
る
形
式
で
あ
る
（
開
皇
一
六
年
〈
五
九
六
〉
銘
菩
薩
立
像
や
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館

像[ACC

：29.100.32a,b]

、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
像[ACC:15.254]

な
ど
）。
一
方
、
全
体
に

明
快
な
輪
郭
を
し
め
す
顔
立
ち
、
大
き
く
弧
を
描
く
眉
や
上
瞼
が
弧
を
描
き
、
下
瞼
を
直
線
的

に
表
す
目
な
ど
は
、
興
福
寺
（
旧
山
田
寺
）
仏
頭
に
近
い
印
象
を
受
け
る
。
興
福
寺
仏
頭
は
隋

時
代
の
制
作
と
み
ら
れ
る
西
安
碑
林
博
物
館
の
黄
花
石
（
大
理
石
）
製
の
交
脚
菩
薩
坐
像
の
相

貌
に
類
似
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
要
す
る
に
相
貌
に
つ
い
て
は
隋
代
の
様
式
に
な
ら

う
も
の
と
み
ら
れ
る
。

５ ◎菩薩立像 豊浄殿安置
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形
状
の
項
に
記
し
た
瓔
珞
の
痕
跡
を
勘
案
す
る
と
、
亡
失
し
た
瓔
珞
は
両
肩
の
大
珠
か
ら
腹

部
の
円
形
飾
り
に
垂
れ
、
腹
部
の
円
形
飾
り
か
ら
膝
外
の
花
形
に
い
た
り
、
さ
ら
に
腰
上
の
枘

孔
に
挿
し
た
飾
り
に
い
た
り
、
ま
た
腹
部
の
円
形
飾
り
か
ら
は
真
下
に
垂
れ
る
垂
飾
が
あ
っ
た

と
想
定
で
き
る
。
な
お
、
胸
飾
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
が
、
両
肩
の
座
金
上
の
珠
飾
り
の
底
部

に
立
ち
上
が
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
に
別
製
（
銅
板
製
か
）
の
胸
飾
の
両
端
が
と
り
つ
け

ら
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
う
し
た
豪
華
な
瓔
珞
も
隋
～
初
唐
の
菩

薩
像
に
顕
著
に
み
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。

本
像
は
腰
を
右
に
捻
り
、
上
半
身
を
左
に
傾
け
、
左
肩
を
大
き
く
張
り
出
す
が
、
そ
う
し
た

体
勢
は
西
安
の
大
雁
塔
大
唐
三
蔵
聖
教
序
碑
（
永
徽
四
年
〈
六
五
三
〉）
の
浮
彫
仏
五
尊
像
の

脇
侍
菩
薩
立
像
な
ど
初
唐
期
の
作
例
に
通
じ
る
。
側
面
観
に
注
目
す
る
と
、
体
奥
が
薄
く
、
腰

を
迫
り
だ
し
て
く
の
字
を
呈
す
る
が
、
そ
れ
も
隋
～
初
唐
の
作
と
み
ら
れ
る
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

美
術
館
像
や
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
像[ACC: 18.5]

な
ど
に
類
似
す
る
。

以
上
、
本
像
は
隋
～
初
唐
様
式
の
影
響
が
濃
厚
で
あ
る
。
た
だ
し
、
薬
師
寺
金
堂
薬
師
三
尊

脇
侍
菩
薩
立
像
や
同
寺
東
院
堂
聖
観
音
菩
薩
立
像
、
あ
る
い
は
滋
賀
・
眞
光
寺
観
音
菩
薩
立
像

な
ど
奈
良
時
代
初
期
の
作
例
に
比
べ
る
と
、
特
に
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
が
相
違
し
、
飛
鳥
時
代
の

作
例
に
多
い
ワ
ン
シ
ョ
ル
ダ
ー
の
内
衣
を
着
け
る
点
な
ど
本
像
の
古
様
さ
が
際
立
つ
。
興
福
寺

仏
頭
と
類
似
す
る
点
に
も
鑑
み
、
飛
鳥
時
代
末
期
、
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
初
頭
の
制
作
と
考

え
た
い
。

（
藤
岡
・
中
田
）

像底頭頂より

５ ◎菩薩立像 豊浄殿安置

古写真 石山寺蔵
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成分分析位置 

５ ◎菩薩立像 豊浄殿安置
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5 菩薩立像（左腕上腕）2014/7/11 No64

5 菩薩立像（右胸背面天衣）2014/7/11 No61

分析部位スペクトル

測定日 No. 測定箇所 Au Hg Cu Sn Pb As Fe Mn Zn Ag Bi Ti Ni
2014/7/11 47 左胸 0.00 0.00 96.61 0.25 0.05 1.09 1.52 0.03 0.32 0.00 0.14 0.00 0.00 
2014/7/11 48 左足先蓮肉 0.00 0.00 98.30 0.17 0.08 1.11 0.21 0.00 0.00 0.00 0.14 0.00 0.00 
2014/7/11 50 内衣上縁 0.00 0.00 96.61 0.00 0.32 1.45 1.10 0.09 0.30 0.00 0.13 0.00 0.00 
2014/7/11 51 腹部 0.00 0.00 96.93 0.00 0.26 1.09 1.26 0.09 0.37 0.00 0.00 0.00 0.00 
2014/7/11 56 左肩髪飾り 0.00 0.00 98.74 0.00 0.16 0.71 0.14 0.00 0.26 0.00 0.00 0.00 0.00 
2014/7/11 57 天衣前膊下方 0.00 0.00 97.82 0.00 0.28 0.95 0.61 0.04 0.00 0.00 0.30 0.00 0.00 
2014/7/11 58 天衣右腰辺 0.00 0.00 98.32 0.00 0.07 1.08 0.53 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 
2014/7/11 61 右胸背面天衣 0.00 0.00 97.60 0.19 0.08 1.15 0.47 0.09 0.26 0.00 0.16 0.00 0.00 
2014/7/11 62 背面裙下方 0.00 0.00 98.26 0.00 0.05 1.15 0.40 0.14 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 
2014/7/11 66 右胸 0.00 0.00 97.79 0.25 0.06 1.25 0.61 0.03 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 
2014/7/11 67 頸部中の突起 0.00 0.00 97.13 0.25 0.17 1.48 0.43 0.00 0.00 0.00 0.54 0.00 0.00 
2014/7/11 68 頸部断面 0.00 0.00 95.99 0.00 0.17 2.12 0.85 0.00 0.00 0.00 0.87 0.00 0.00 
2014/7/11 69 右肩瓔珞 0.00 0.00 95.23 0.00 0.29 1.07 2.07 0.27 0.00 0.00 1.06 0.00 0.00 
2014/7/11 70 台座底面左後ろ 0.00 0.00 95.70 0.20 0.15 1.75 0.98 0.06 0.22 0.00 0.77 0.16 0.00 
2024/10/21 64 天衣右前膊直下 0.00 0.00 97.56 0.00 0.34 1.09 0.61 0.06 0.00 0.00 0.34 0.00 0.00 

【Average】地金 0.0 0.0 97.2 0.1 0.2 1.2 0.8 0.1 0.1 0.0 0.3 0.0 0.0 
2014/7/11 59 天衣臀部 0.00 0.00 99.24 0.00 0.04 0.29 0.33 0.10 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 
2014/7/11 60 天衣臀部左方 0.00 0.00 99.00 0.00 0.00 0.37 0.53 0.10 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 
2024/10/21 62 天衣右腰背面 0.00 0.00 99.07 0.00 0.06 0.38 0.38 0.11 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 
2024/10/21 63 天衣右腰背面 0.00 0.00 98.94 0.00 0.06 0.57 0.34 0.08 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

【Average】天衣背面遊離部 0.0 0.0 99.1 0.0 0.0 0.4 0.4 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
2014/7/11 63 左腹前の湯境下方 25.76 0.00 68.21 0.08 0.21 0.69 1.16 0.11 0.55 1.22 1.72 0.19 0.09 
2014/7/11 64 左臂釧装飾部 30.84 0.00 61.26 0.00 0.17 0.91 0.92 0.19 0.55 3.27 1.62 0.17 0.10 
2014/7/11 65 右臂釧装飾部 23.47 0.00 68.18 0.11 0.38 0.67 1.08 0.12 0.51 2.84 2.56 0.00 0.08 
2024/10/21 65 右肩瓔珞 8.38 0.00 87.56 0.00 0.17 0.88 1.42 0.21 0.48 0.91 0.00 0.00 0.00 
2024/10/21 66 左上膊 12.16 0.00 79.79 0.00 0.26 1.61 0.97 0.21 0.43 1.67 2.86 0.00 0.05 

【Average】Au 検出部 20.1 0.0 73.0 0.0 0.2 1.0 1.1 0.2 0.5 2.0 1.8 0.1 0.1 

成分分析結果

５ ◎菩薩立像 豊浄殿安置



48

六

◎
釈
迦
如
来
坐
像
（
図
版
）
法
輪
院
安
置

全身正面

６ ◎釈迦如来坐像 法輪院安置
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頭部正面

６ ◎釈迦如来坐像 法輪院安置
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全身左斜め

全身左側面全身右側面

全身背面

６ ◎釈迦如来坐像 法輪院安置
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頭部左斜め頭部右斜め

頭部左側面頭部右側面

６ ◎釈迦如来坐像 法輪院安置
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六

◎
釈
迦
如
来
坐
像
（
解
説
）

銅
造

一
軀

［
法

量
］

総

高

一
三
・
九

像

高

四
八
・
九

髪
際
高

九
・
二

頂
―
顎

三
・
六

面

長

二
・
〇

面

幅

二
・
〇

耳

張

二
・
八

面

奥

二
・
六

胸
奥
（
左
）

二
・
八

胸
奥
（
右
）

三
・
〇

腹

奥

三
・
三

肘

張

六
・
六

膝

張

八
・
〇

坐

奥

五
・
三

膝
高
（
左
）

一
・
八

膝
高
（
右
）

一
・
八

裳
先
奥

七
・
三

裳
裾
張

九
・
六

［
形
状
］

肉
髻
を
表
す
が
、
地
髪
か
ら
な
だ
ら
か
に
立
ち
上
が
り
、
地
髪
と
肉
髻
の
境
目
を
明
瞭
に

表
さ
な
い
。
頭
髪
は
素
髪
と
す
る
。
両
耳
は
や
や
前
方
を
向
き
、耳
朶
不
貫
。
白
毫
は
表
さ
ず
、

三
道
も
刻
ま
な
い
。
後
頭
部
に
方
形
の
浅
い
枘
孔
を
穿
つ
。

大
衣
を
通
肩
に
着
け
る
。
正
面
で
は
大
衣
の
裾
が
脚
部
の
半
ば
を
大
き
く
覆
っ
て
台
座
に

垂
れ
、
末
端
を
左
肩
か
ら
左
体
側
に
か
け
る
。
右
膝
を
覆
う
の
は
大
衣
で
、
左
膝
を
覆
う
衣
は

大
衣
の
一
周
目
、裙
の
両
方
の
可
能
性
が
あ
る
。左
手
は
屈
臂
し
、左
腹
脇
で
与
願
印
を
結
び（
全

指
を
伸
ば
す
）、
右
手
は
屈
臂
し
、
右
胸
脇
で
施
無
畏
印
を
結
ぶ
（
全
指
を
伸
ば
す
）。
火
中
の

際
の
ダ
メ
ー
ジ
に
よ
る
も
の
か
、
右
手
の
指
が
大
き
く
後
方
に
反
る
。

台
座
は
楕
円
の
盤
を
伏
せ
た
よ
う
な
形
状
で
全
体
に
布
が
か
か
る
。
布
は
正
面
か
ら
側
面

に
か
け
て
襞
を
た
た
み
、
背
面
に
は
下
向
き
に
同
心
円
状
の
衣
文
を
刻
む
。
懸
裳
と
み
る
に
は

や
や
不
自
然
で
、別
の
布
か
と
思
わ
れ
る
。
台
座
底
部
に
は
前
後
左
右
に
四
脚
状
に
桟
を
渡
し
、

中
央
に
円
孔
を
開
け
る
。

［
品
質
構
造
］

青
銅
製
。

頭
頂
か
ら
台
座
ま
で
を
一
鋳
と
す
る
。
た
だ
し
、
台
座
底
部
の
四
脚
状
の
桟
は
別
製
で
か

し
め
留
め
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
中
央
の
円
孔
は
、
こ
れ
を
支
持
す
る
金
具
の
挿
し
た
も
の
と

想
像
さ
れ
る
。
背
面
中
央
に
方
形
の
嵌
金
が
あ
る
。

蛍
光
X
線
分
析
の
結
果
、
本
体
お
よ
び
台
座
底
部
の
桟
の
定
量
値
の
平
均
は
、
銅
九
四
・
三

％
、
砒
素
三
・
四
％
、
錫
〇
・
九
％
、
ア
ン
チ
モ
ン
〇
・
五
％
、
鉛
、
ビ
ス
マ
ス
各
〇
・
三
％
、
鉄
、

亜
鉛
各
〇
・
二
％
で
、
金
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
背
面
の
嵌
金
の
定
量
値
は
、
銅

九
九
・
九
六
％
で
、
鉄
が
わ
ず
か
に
〇
・
〇
四
％
で
あ
っ
た
。

［
伝
来
］

不
詳
。
明
治
三
七
年
二
月
国
指
定
。

［
保
存
状
態
］

火
中
の
際
の
ダ
メ
ー
ジ
に
よ
る
も
の
か
、
右
手
の
指
先
が
後
方
に
反
る
。

［
時
代
］

奈
良
時
代
（
八
世
紀
）

［
考
察
］

肉
髻
と
頭
部
が
な
だ
ら
か
に
連
続
す
る
頭
部
の
形
状
は
、
飛
鳥
時
代
の
作
例
と
し
て
は
石

川
・
薬
師
寺
の
仏
三
尊
像
の
中
尊
が
想
起
さ
れ
る
が
、
鞍
馬
寺
経
塚
出
土
の
仏
三
尊
像
の
中
尊

な
ど
、
む
し
ろ
平
安
時
代
、
一
〇
世
紀
末
か
ら
一
一
世
紀
前
半
頃
の
作
例
に
よ
り
近
い
。
通
肩

は
、
中
国
で
は
初
唐
、
七
世
紀
第
四
四
半
期
頃
か
ら
流
行
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
朝
鮮
半
島
で

は
新
羅
の
作
例
に
多
く
み
ら
れ
る
。
日
本
で
は
あ
ま
り
受
容
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
石
川
・
薬
師

寺
像
は
胸
前
を
広
く
開
け
な
が
ら
も
大
衣
を
通
肩
に
着
け
て
い
る
。
布
を
か
け
た
盤
を
伏
せ
た

よ
う
な
台
座
の
形
状
、底
部
に
四
脚
状
の
桟
を
渡
す
の
は
他
に
類
例
が
な
い
。
四
脚
状
の
桟
は
、

中
央
に
円
孔
が
あ
っ
て
こ
こ
に
支
持
す
る
金
具
の
枘
を
挿
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
本
像
は
た
と

え
ば
光
背
の
化
仏
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
脚
部
中
央
を
大
衣
で
覆
い
、
両

足
先
を
見
せ
な
い
の
も
拱
手
す
る
化
仏
の
姿
に
通
じ
て
い
る
。
両
目
は
眼
剣
裂
を
刻
ま
ず
、
ふ

く
ら
み
だ
け
で
表
す
が
、
そ
う
し
た
特
徴
は
奈
良
・
岡
寺
半
跏
思
惟
像
や
福
井
・
正
法
寺
半
跏

思
惟
像
な
ど
、
奈
良
時
代
、
八
世
紀
初
期
の
作
例
に
認
め
ら
れ
る
。

本
体
の
青
銅
の
組
成
は
古
代
の
金
銅
仏
と
し
て
問
題
な
い
。
嵌
金
の
銅
の
純
度
が
高
い
が
、

奈
良
時
代
初
期
の
作
と
み
ら
れ
る
福
井
・
正
法
寺
半
跏
思
惟
像
の
嵌
金
は
同
様
の
純
度
で
あ
り
、

６ ◎釈迦如来坐像 法輪院安置
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こ
れ
も
古
代
の
金
銅
仏
と
し
て
問
題
は
な
い
。
火
中
に
よ
る
損
傷

が
大
き
く
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
鍍
金
が
ま
っ
た
く
確
認
で
き

な
い
の
は
や
や
不
審
で
、
も
と
よ
り
鍍
金
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

制
作
年
代
に
つ
い
て
は
様
式
や
形
式
か
ら
は
容
易
に
判
断
で

き
な
い
が
、
本
体
な
ら
び
に
嵌
金
の
組
成
が
福
井
・
正
法
寺
像
に

近
い
こ
と
に
注
目
す
る
と
、
本
像
の
制
作
も
奈
良
時
代
前
半
と
み

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

（
藤
岡
・
中
田
）

6 如来坐像（背面中央）2014/7/11 N072

分析部位スペクトル

測定日 No. 測定箇所 Au Hg Cu Sn Pb As Fe Mn Sb Zn Bi
2014/7/11 71 像底の帯中央 0.00 0.00 94.21 0.79 0.26 3.64 0.15 0.03 0.48 0.20 0.25 
2014/7/11 72 背中 0.00 0.00 95.20 0.80 0.17 3.00 0.10 0.02 0.38 0.22 0.11 
2014/7/11 73 正面地髪 0.00 0.00 92.94 1.02 0.60 3.80 0.26 0.13 0.52 0.26 0.47 
2024/10/21 59 像底の帯下方 0.00 0.00 94.73 0.88 0.33 3.29 0.11 0.00 0.44 0.00 0.22 

【Average】本体地金 0.0 0.0 94.3 0.9 0.3 3.4 0.2 0.0 0.5 0.2 0.3 
2024/10/21 60 背面嵌金 0.00 0.00 99.96 0.00 0.00 0.00 0.04 0.00 0.00 0.00 0.00 

成分分析結果

成分分析位置 

像底

６ ◎釈迦如来坐像 法輪院安置



54

七

◎
金
剛
蔵
王
立
像
心
木
（
図
版
）
本
堂
安
置

７ ◎金剛蔵王立像心木 本堂安置

全身正面
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全身左斜め
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全身左側面
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全身背面
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全身右側面



59 ７ ◎金剛蔵王立像心木 本堂安置

全身右斜め
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七

◎
金
剛
蔵
王
心
木
（
解
説
）

本
堂
安
置

木
造

一
軀

［
法

量
］

総

高

一
七
三
・
〇

像

高

一
五
九
・
〇

胸

奥

一
三
・
四

腹

奥

一
六
・
七

肘

張

八
三
・
〇

［
形

状
］

右
腕
を
屈
臂
し
て
拳
を
挙
げ
、
左
腕
は
体
側
へ
突
き
出
す
。
右
足
を
蹴
り
上
げ
、
左
足
で
井

桁
状
に
組
ん
だ
台
座
上
に
立
つ
。

［
品
質
構
造
］

針
葉
樹
（
本
体
は
ヒ
ノ
キ
、
台
座
は
マ
ツ
か
）、
素
地
。

体
幹
部
材
は
左
右
二
材
と
し
、
胸
よ
り
下
に
マ
チ
材
を
一
、
腰
よ
り
下
に
二
入
れ
る
。
裙
の

垂
下
部
を
背
面
に
取
り
つ
け
、
左
体
幹
部
材
と
の
間
に
マ
チ
材
を
一
入
れ
る
。
左
腕
部
は
体
部

と
丸
い
雇
枘
で
、
右
腕
部
は
体
部
に
挿
し
込
ん
で
そ
れ
ぞ
れ
緊
結
し
、
上
膊
と
前
膊
は
三
枚
接

ぎ
で
接
合
す
る
。
右
脚
部
は
体
部
に
挿
し
込
ん
で
緊
結
し
、
膝
部
は
三
枚
接
ぎ
、
足
先
は
枘
差

し
で
接
合
す
る
。
台
座
は
井
桁
状
に
角
材
四
材
を
組
み
、
そ
れ
に
横
架
材
一
材
を
渡
す
。

［
伝

来
］

石
山
寺
本
堂
に
安
置
。
平
成
一
四
年
の
塑
造
金
剛
蔵
王
立
像
の
保
存
修
復
に
際
し
、
像
内
よ

り
摘
出
さ
れ
た
。
平
成
一
六
年
六
月
国
指
定
。
塑
像
断
片
、
光
背
、
心
木
納
入
品
（
木
造
五
輪

塔
形
、
木
造
舎
利
容
器
、
紙
本
墨
書
般
若
心
経
）、
以
上
附
指
定
。

［
保
存
状
態
］

左
前
膊
以
下
亡
失
。
右
足
先
に
つ
い
て
は
後
補
の
可
能
性
が
あ
る
。

［
時

代
］

奈
良
時
代
（
八
世
紀
）

［
考

察
］

本
像
は
、
天
平
宝
字
期
に
造
営
さ
れ
、
正
倉
院
文
書
に
「
神
王
」
と
記
さ
れ
る
本
尊
脇
侍
の

造
形
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
正
倉
院
文
書
か
ら
は
「
神
王
」
を
造
り
始
め
た
時

期
を
正
確
に
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
天
平
宝
字
六
年
（
七
六
二
）
六
月
一
八
～
二
一
日
に

は
「
神
王
」
の
た
め
の
筋
鉄
九
条
が
造
ら
れ
て
お
り
、
遅
く
と
も
こ
の
頃
に
は
心
木
の
概
形
は

出
来
上
が
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
同
七
月
五
日
に
は
台
座
の
塑
形
が
、
同
八
月
十
二
日
に

は
彩
色
が
終
了
し
て
い
る
。
正
倉
院
文
書
で
は
、石
山
寺
本
尊
三
尊
像
の
尊
格
を
、中
尊
を
「
観

音
」、
両
脇
侍
を
「
神
王
」
と
記
す
が
、
遅
く
と
も
平
安
時
代
（
一
〇
世
紀
）
以
降
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
「
如
意
輪
観
音
」「
執
金
剛
神
」「
金
剛
蔵
王
」
と
認
識
さ
れ
、
現
在
の
名
称
は
こ
の
認

識
に
基
づ
く
。

本
像
は
、
右
足
を
大
き
く
蹴
り
上
げ
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
が
、
こ
の
体
勢
が
当
初
か
ら
の

も
の
な
の
か
議
論
が
あ
る
。
井
桁
状
に
組
ん
だ
台
座
に
渡
さ
れ
た
横
架
材
に
は
、
右
側
に
使
わ

れ
て
い
な
い
孔
が
あ
り
、
一
見
す
る
と
、
当
初
使
用
さ
れ
て
い
た
右
足
の
枘
穴
の
よ
う
に
も
思

わ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
①
右
足
を
後
補
と
し
、
当
初
は
右
足
を
地
に
付
け
て
い

た
と
す
る
見
方（１
）、
②
右
足
は
後
補
だ
が
、
横
架
材
の
右
孔
の
位
置
が
、
心
木
体
幹
部
の
向
き
か

ら
す
る
と
後
ろ
す
ぎ
る
た
め
、
当
初
よ
り
蹴
り
上
げ
て
い
た
と
す
る
見
方（２
）、
③
右
足
を
当
初
と

す
る
見
方（３
）、

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
③
の
見
方
を
示
し
た
伊
東
史
朗
氏
は
、
当
初
よ
り
右
孔
を

使
わ
な
い
方
針
だ
っ
た
が
、
体
部
右
腰
下
に
荒
く
削
り
取
っ
た
痕
跡
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
右
足

の
出
は
下
向
き
で
、
あ
ま
り
高
く
上
げ
な
い
設
計
だ
っ
た
と
推
定
し
、
制
作
途
中
で
右
足
を
高

く
上
げ
る
よ
う
に
改
変
し
た
と
す
る
。
ま
た
、
右
腰
下
に
木
心
が
通
り
、
現
状
の
蹴
り
上
げ
る

右
足
大
腿
部
に
も
木
心
が
あ
る
た
め
、
共
木
だ
っ
た
体
部
と
右
足
を
切
断
し
、
蹴
り
上
げ
る
か

た
ち
に
付
け
替
え
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
（
４
）。

以
上
を
念
頭
に
、
蹴
り
上
げ
た
右
足
の
保
存
状
態
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
伊
東
氏
が
指
摘
し

た
よ
う
に
、
木
心
を
含
み
、
体
部
と
同
様
の
材
に
見
え
る
。
ま
た
、
関
節
の
接
合
を
三
枚
組
接

ぎ
と
す
る
技
法
（
六
三
頁
・
左
上
写
真
）
に
つ
い
て
は
、
奈
良
・
唐
招
提
寺
菩
薩
形
立
像
（
伝

宝
生
如
来
立
像
）
や
奈
良
・
秋
篠
寺
脱
活
乾
漆
像
心
木
な
ど
に
認
め
ら
れ
（
５
）、

奈
良
時
代
の
仕
口

と
し
て
相
応
し
い
。
足
先
の
み
後
補
に
替
わ
っ
て
い
る
可
能
性
も
残
る
が
、
少
な
く
と
も
現
状

の
右
足
全
体
が
後
補
と
い
う
こ
と
は
考
え
に
く
い
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
、
右
孔
の
存
在
で
あ
る
。
伊
東
氏
は
右
孔
を
当
初
よ
り
使
用
し
な

７ ◎金剛蔵王立像心木 本堂安置
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い
方
針
だ
っ
た
と
す
る
が
、
や
は
り
何
ら
か
の
目
的
を
持
っ
た
工
作
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
現

状
で
は
、
横
架
材
の
右
側
に
比
し
て
、
左
側
の
方
が
井
桁
状
の
台
座
か
ら
大
き
く
飛
び
出
し
て

い
る
。
し
か
し
、
横
架
材
下
面
の
切
り
欠
き
を
み
る
と
、
右
側
で
は
井
桁
と
の
間
に
大
き
く
隙

間
が
空
く
の
に
対
し
、
左
側
で
は
横
架
材
の
切
り
欠
き
に
合
わ
せ
る
た
め
に
井
桁
の
方
を
逆
に

刳
り
込
ん
で
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
制
作
開
始
時
に
は
、
横
架
材
は
現
状
よ
り
右
寄
り
に
渡
さ

れ
て
い
た
と
す
る
の
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
現
状
の
角
度
で
斜
め
に
横
架
材
を
井

桁
に
載
せ
る
に
は
、
左
右
の
切
り
欠
き
の
幅
が
大
き
す
ぎ
る
（
左
側
一
七
～
二
二
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
、
右
側
一
三
～
一
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）。
切
り
欠
き
を
除
い
た
横
架
材
下
面
の
長
さ
は

五
三
～
五
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
井
桁
状
台
座
の
左
右
材
の
間
の
距
離
（
五
六
・
五
セ

裳
裾
の
材
の
造
形
で
あ
る
。
現
状
、
裳
裾
は
臀
部
に
斜
め
向
き
に
取
り
付
け
ら
れ
る
が
、
臀
部

と
の
接
合
面
に
は
衣
文
が
粗
く
彫
り
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
衣
文
は
、
現
状
で
は
接
合
面
に
重

な
っ
て
お
り
、
用
を
な
し
て
い
な
い
た
め
、
制
作
の
初
期
段
階
で
は
よ
り
下
部
に
、
地
面
に
対

し
て
垂
直
に
近
い
角
度
で
取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
下
向
き
に
垂
下
す
る
裳
裾
の

形
状
は
、
右
足
を
大
き
く
蹴
り
上
げ
る
体
勢
で
は
な
く
、
両
足
を
地
に
着
く
体
勢
の
方
に
よ
り

適
合
し
て
い
る
。

以
上
を
要
す
る
に
、
本
像
は
、
両
足
を
地
に
着
く
姿
で
制
作
が
始
め
ら
れ
た
が
、
途
中
で
計

画
が
変
更
さ
れ
、
右
足
を
大
き
く
蹴
り
上
げ
る
姿
で
完
成
さ
れ
た
、
と
い
う
流
れ
が
想
定
で
き

る
。
こ
の
よ
う
な
大
き
な
改
変
は
、
石
山
寺
造
営
に
お
け
る
良
弁
の
主
導
的
立
場
を
踏
ま
え
れ

ば（６
）、

直
接
的
に
は
良
弁
の
指
示
と
考
え
ら
れ
、
造
形
の
淵
源
や
思
想
的
背
景
も
良
弁
周
辺
に
求

め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
改
変
の
時
期
や
背
景
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
１
）�

紺
野
敏
文
「『
蔵
王
権
現
』
の
出
現
」（『
古
代
文
化
』
五
七
〈
七
〉、
二
〇
〇
五
）、
吉
川
聡
「
執
金
剛
神

か
ら
蔵
王
権
現
へ
―
天
神
信
仰
に
及
ぶ
―
」(

栄
原
永
遠
男
・
佐
藤
信
・
吉
川
真
司
編
『
東
大
寺
の
美
術

と
考
古
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
六)

。

（
２
）�

藤
岡
穣
「
蔵
王
権
現
―
そ
の
成
立
と
展
開
―
」（『
増
補
吉
野
町
史
』
二
〇
〇
四
、同
『
東
ア
ジ
ア
仏
像
史
論
』

〈
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
二
一
〉
改
題
の
う
え
再
録
）、
石
川
知
彦
「
大
峯
山
で
祀
ら
れ
た
尊
像
―

如
意
輪
観
音
三
尊
像
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
山
岳
修
験
』
五
二
、二
〇
一
三
）。

（
３
）�

伊
東
史
朗
「
金
剛
蔵
王
と
蔵
王
権
現
」（
同
『
神
像
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
二
二
）。

（
４
）�『
月
刊
文
化
財
』（
四
八
九
、二
〇
〇
四
）
の
重
要
文
化
財
指
定
解
説
に
お
い
て
、
体
部
材
と
蹴
り
上
げ
る

右
足
の
材
が
共
木
で
あ
る
可
能
性
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
指
定
解
説
で
は
右
足
を
蹴
り
上
げ

る
姿
態
が
当
初
か
ら
の
も
の
か
否
か
は
、
判
断
を
保
留
し
て
い
る
。

（
５
）�

こ
の
ほ
か
、
奈
良
時
代
の
例
と
し
て
唐
招
提
寺
金
堂
千
手
観
音
立
像
の
小
脇
手
な
ど
が
あ
り
、
京
都
・

東
寺
西
院
御
影
堂
不
動
明
王
坐
像
や
滋
賀
・
日
吉
神
社
千
手
観
音
立
像
と
い
っ
た
九
世
紀
の
木
彫
像
に

引
き
継
が
れ
る
。
奥
健
夫
「
構
造
技
法
よ
り
み
た
東
寺
講
堂
諸
尊
像
」（
同
『
仏
教
彫
像
の
制
作
と
受
容

―
平
安
時
代
を
中
心
に
―
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
九
）
参
照
。

（
６
）�

福
山
敏
男
「
石
山
寺
・
保
良
宮
と
良
弁
」（
同
『
寺
院
建
築
の
研
究
』
中
、
央
公
論
美
術
出

版
、
一
九
八
二
）、
鷺
森
浩
幸
「
奈
良
時
代
に
お
け
る
寺
院
造
営
と
僧
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』

一
二
一
、一
九
八
八
）、
山
下
友
美
「
石
山
寺
造
営
機
構
の
性
格
と
展
開
」（『
正
倉
院
文
書
研
究
』
一
六
、

二
〇
一
九
）。

（
柘
植
）
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ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
に
お
お
よ

そ
適
合
す
る
こ
と
か
ら
す
れ

ば
（
各
法
量
は
挿
図
参
照
）、

横
架
材
は
、
井
桁
に
対
し
て

よ
り
平
行
に
配
置
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。

と
す
れ
ば
、
制
作
開
始
時

に
は
、
横
架
材
が
右
寄
り

に
、
か
つ
井
桁
に
対
し
て
平

行
に
渡
さ
れ
る
の
に
合
わ
せ

て
、
像
本
体
も
正
面
に
向
く

よ
う
時
計
回
り
に
回
転
し
て

い
た
と
推
定
で
き
る
。
こ
の

配
置
で
あ
れ
ば
、
右
孔
は
右

足
の
枘
を
受
け
る
た
め
に
設

け
ら
れ
た
も
の
と
し
て
相
応

し
く
、
本
像
は
制
作
開
始
時

に
は
両
足
を
地
に
付
く
よ
う

に
設
計
さ
れ
て
い
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

こ
れ
を
補
強
す
る
の
が
、

挿図 台座の法量（後方から）
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体部右腰下胸部 納入孔

裳裾（左側より）裳裾（下側より）
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左脚部右脚部

横架材右側の切り欠き
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全身正面

八

◎
維
摩
居
士
坐
像
（
図
版
）
豊
浄
殿
安
置

８ ◎維摩居士坐像 豊浄殿安置
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頭部正面

８ ◎維摩居士坐像 豊浄殿安置
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全身左側面全身右側面

全身左斜め全身背面

８ ◎維摩居士坐像 豊浄殿安置
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頭部左斜め頭部右斜め

頭部左側面頭部右側面

８ ◎維摩居士坐像 豊浄殿安置
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八

◎
維
摩
居
士
坐
像
（
解
説
）

豊
浄
殿
安
置

木
造

彩
色

彫
眼

一
軀

［
法

量
］

像

高

四
八
・
九

面

幅

一
〇
・
八

耳

張

一
五
・
九

面

奥

一
七
・
五

胸
奥
（
左
）
一
九
・
二

胸
奥
（
右
）
一
八
・
六

腹

奥

二
一
・
八

肘

張

三
四
・
七

膝

張

四
二
・
五

坐

奥

三
五
・
六

膝
高
（
左
）

九
・
〇

膝
高
（
右
）

七
・
一

［
形

状
］

頭
巾
を
被
り
、
背
面
で
は
衣
縁
が
背
中
に
及
ぶ
。
髻
の
根
本
で
頭
巾
の
括
り
を
表
す
。
面
貌

は
老
相
と
し
、
正
面
を
向
い
て
閉
口
す
る
。
顎
鬚
を
表
す
。
筒
袖
衣
、
右
衽
の
大
袖
衣
、
羽
織

状
の
衣
、
腰
帯
を
着
け
る
。
筒
袖
衣
は
両
手
首
に
現
れ
る
。
右
衽
の
大
袖
衣
は
筒
袖
衣
の
上
に

着
け
る
。
羽
織
上
の
衣
は
両
上
膊
か
ら
背
面
に
か
け
て
を
覆
う
。
腹
部
に
腰
帯
の
結
び
目
を
表

し
、
末
端
を
垂
下
す
る
。
両
臂
を
脇
息
に
置
き
、
両
手
を
胸
の
高
さ
に
掲
げ
る
。
右
手
は
掌
を

正
面
に
向
け
、
第
二
、三
指
を
伸
ば
し
、
第
一
・
四
・
五
指
を
捻
じ
て
、
い
わ
ゆ
る
刀
印
と
す
る
。

左
手
は
掌
を
内
に
向
け
、
全
指
を
捻
じ
、
か
つ
て
は
塵
尾
を
執
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

脇
息
に
体
を
預
け
、
趺
坐
す
る
。

［
品
質
構
造
］

針
葉
樹
（
ヒ
ノ
キ
か
）、
一
木
造
、
彩
色
、
彫
眼
。

頭
体
幹
部
を
通
し
て
竪
一
材
よ
り
彫
出
し
、
木
心
を
像
の
ほ
ぼ
中
央
に
籠
め
る
。
像
底
よ
り

縦
二
四
・
五
セ
ン
チ
、
横
二
九
・
八
セ
ン
チ
、
深
さ
約
一
九
・
五
セ
ン
チ
の
内
刳
り
を
施
す
。
地

付
部
に
は
底
板
（
亡
失
）
を
嵌
め
る
た
め
と
思
わ
れ
る
、
高
さ
約
七
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
段
を
設

け
、
七
つ
の
釘
孔
が
残
る
（
釘
は
亡
失
）。

彩
色
は
、
全
面
に
白
下
地
を
施
し
、
頭
巾
は
緑
色
、
肉
身
は
肉
色
と
す
る
。
白
目
は
白
色
と

し
、
目
頭
、
目
尻
に
そ
れ
ぞ
れ
朱
を
差
す
。
筒
袖
衣
は
現
状
白
色
、
大
袖
衣
は
代
赭
、
羽
織
状

の
衣
は
緑
色
、
腰
帯
は
白
色
と
す
る
。
脇
息
上
面
は
朱
地
と
し
、
文
様
は
現
状
不
明
。
脇
息
側

面
の
正
面
は
、
白
地
に
朱
線
を
界
線
と
す
る
方
形
区
画
を
設
け
、
中
央
に
緑
青
に
よ
る
花
文
を

各
一
表
す
。
方
形
区
画
は
、
現
状
両
袖
の
内
側
に
四
、
外
側
に
各
一
表
す
。
脇
息
側
面
の
両
端

は
朱
地
と
し
、
方
形
区
画
を
各
一
表
し
、
連
珠
文
帯
を
配
す
る
。

［
伝

来
］

石
山
寺
豊
浄
殿
に
安
置
。
明
治
三
七
年
二
月
国
指
定
。

［
保
存
状
態
］

右
第
二
指
先
、
大
袖
の
両
垂
下
部
先
端
、
背
面
に
垂
下
す
る
羽
織
上
の
衣
の
先
端
、
以
上
欠

失
。
持
物
、
底
板
、
脇
息
の
肢
、
以
上
亡
失
。
羽
織
状
の
衣
に
表
さ
れ
た
赤
色
の
斑
点
状
の
文

様
、
以
上
後
補
。

［
時

代
］

平
安
時
代
（
九
世
紀
）

［
考

察
］

本
像
は
、
頭
部
が
大
き
く
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
た
寸
の
詰
ま
っ
た
体
型
、
深
く
鎬
だ
っ
た
衣
文

な
ど
か
ら
、
平
安
時
代
で
も
前
期
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
に
お

い
て
も
平
安
時
代
前
期
の
作
と
さ
れ
、
中
で
も
九
世
紀
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
（
１
）。
ま

た
、
近
年
で
は
、
東
大
寺
弥
勒
仏
坐
像
（
通
称
「
試
み
の
大
仏
」、
以
下
東
大
寺
像
）
と
の
類

似
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
石
山
寺
開
創
以
来
の
東
大
寺
と
の
密
接
な
関
係
を
も
と
に
、
本
像

が
石
山
寺
に
伝
来
し
た
と
の
見
方
も
提
出
さ
れ
て
い
る
（
２
）。

本
像
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
や
、
整
理
の
進
ん
だ
衣
褶
表
現
は
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
る
通

り
、
東
大
寺
像
に
よ
く
通
じ
、
制
作
年
代
の
近
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
背
中
を
丸
め
頭
部
を
前

方
へ
出
す
体
勢
は
、
先
行
研
究
で
挙
げ
ら
れ
る
東
大
寺
像
の
他
、
奈
良
国
立
博
物
館
薬
師
如
来

坐
像
な
ど
、
九
世
紀
前
半
の
作
例
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
（
３
）。
東
大
寺
像
は
、
九
世

紀
も
半
ば
に
近
づ
い
た
頃
の
制
作
と
す
る
見
方
が
穏
当
と
思
わ
れ
、
本
像
の
制
作
も
同
時
期
に

か
か
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

日
本
に
現
存
す
る
維
摩
居
士
像
の
う
ち
平
安
時
代
以
前
に
遡
る
も
の
は
、
本
像
の
ほ
か
、
和

銅
四
年
頃
（
七
一
一
）
の
奈
良
・
法
隆
寺
塔
本
四
面
具
東
面
塑
像
、
神
護
景
雲
元
年
（
七
六
七
）

の
奈
良
・
頭
塔
東
面
浮
彫
、
八
世
紀
末
の
奈
良
・
法
華
寺
像
、
九
世
紀
後
半
の
滋
賀
・
延
暦
寺

８ ◎維摩居士坐像 豊浄殿安置
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像
（
青
龍
寺
伝
来
）
が
挙
げ
ら
れ
る
の
み
で
あ
り
、
本
像
は
貴
重
な
作
例
で
あ
る
。
刀
印
を
結

ぶ
点
に
お
い
て
、
本
像
は
延
暦
寺
像
と
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
。

石
窟
壁
画
な
ど
に
多
く
の
維
摩
像
が
残
る
中
国
の
作
例
へ
眼
を
向
け
る
と
、
敦
煌
莫
高
窟
第

六
一
窟
・
第
一
三
八
窟
な
ど
、
晩
唐
か
ら
五
代
に
か
け
て
の
作
例
に
、
一
方
の
手
で
刀
印
を
結

び
、
も
う
一
方
の
手
で
塵
尾
を
執
る
作
例
が
認
め
ら
れ
る
。
本
像
の
左
手
は
、
持
物
を
支
持
す

る
よ
う
に
全
指
を
捻
じ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
中
国
の
作
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
当
初
は
塵

尾
を
執
っ
て
い
た
と
す
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
刀
印
を
結
び
、
塵
尾
を
執
る
維
摩
の
図
像
は
、
中
唐
か
そ
れ
を
や
や
遡
る
時
期
に
成

立
し
た
規
範
的
な
図
像
に
拠
る
も
の
と
し
た
上
で
、
石
山
寺
像
は
平
安
初
期
に
入
っ
て
唐
よ
り

伝
え
ら
れ
た
図
像
に
基
づ
く
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い
る
（
４
）。

東
大
寺
の
作
例
と
特
に
類
似
す
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
東
大
寺
と
の
密
接
な
関
係
を
背
景
と

し
て
、
石
山
寺
に
伝
来
し
た
と
の
説
は
魅
力
的
で
は
あ
る
。
と
は
い
え
、
伝
来
は
詳
ら
か
で
は

な
く
、
本
像
の
造
像
背
景
に
つ
い
て
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
１
）�

猪
川
和
子
『
石
山
寺
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
七
二
）、
榊
原
吉
郎
「
石
山
寺
の
彫
刻
」（『
佛

敎
藝
術
』
九
四
、一
九
七
三
）、
野
口
武
彦
・
鷲
尾
隆
輝
『
古
寺
巡
礼 
近
江
二 

石
山
寺
』（
淡
交
社
、

一
九
八
〇
）、宮
本
忠
雄
「
石
山
寺
の
仏
像
」（
朝
日
新
聞
社
『
週
刊
朝
日
百
科 
日
本
の
国
宝
七
八 

石
山
寺
』

一
九
九
八
）、奈
良
国
立
博
物
館
編
『
観
音
の
み
て
ら 

石
山
寺
』（
二
〇
〇
二
）、奈
良
国
立
博
物
館
編
『
石

山
寺
の
美
―
観
音
・
紫
式
部
・
源
氏
物
語
―
』（
石
山
寺
、
二
〇
〇
八
）

（
２
）
瀬
谷
貴
之
『
国
宝
ク
ラ
ス
仏
を
さ
が
せ
！
』（
新
潮
社
、
二
〇
二
四
）

（
３
）�

奈
良
国
立
博
物
館
像
は
、
承
和
一
一
年
（
八
四
四
）
の
開
眼
と
見
ら
れ
る
京
都
・
東
寺
講
堂
諸
像
と
の

類
似
か
ら
九
世
紀
中
頃
を
や
や
遡
る
時
期
の
も
の
す
る
見
方
が
あ
る
（
奥
健
夫
「
東
寺
伝
聖
僧
文
殊
像

を
め
ぐ
っ
て
」〈『
美
術
史
』
一
三
四
、一
九
九
三
〉）。
こ
の
他
、
弘
仁
年
間
（
八
一
〇
～
八
二
四
）
ま
で

年
代
を
上
げ
る
見
方
も
あ
る
（
藤
岡
穣
「
様
式
か
ら
み
た
新
薬
師
寺
薬
師
如
来
像
」（
林
温
編
『
様
式
論

―
ス
タ
イ
ル
と
モ
ー
ド
の
分
析
〈
仏
教
美
術
論
集
一
〉』
竹
林
舎
、二
〇
一
二
、同
『
東
ア
ジ
ア
仏
像
史
論
』

〈
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
二
一
〉
再
録
）。

（
４
）�

奥
健
夫「
延
暦
寺
維
摩
居
士
像
試
考
」（
辻
惟
雄
先
生
還
暦
記
念
会
編『
日
本
美
術
史
の
水
脈
』ぺ
り
か
ん
社
、

一
九
九
三
）。
な
お
、
同
論
文
に
お
い
て
は
、
本
像
が
、
い
ず
れ
か
の
寺
院
で
行
わ
れ
た
維
摩
会
本
尊
と

し
て
造
立
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
わ
せ
て
提
示
し
て
い
る
。

（
柘
植
）

像底

脇息 部分右耳 部分
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左体側 部分

頭部正面（赤外線写真）頭部左側面（赤外線写真）
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九

◎
兜
跋
毘
沙
門
天
立
像
（
図
版
）
毘
沙
門
堂
安
置

全身正面

９ ◎兜跋毘沙門天立像 毘沙門堂安置
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頭部正面

９ ◎兜跋毘沙門天立像 毘沙門堂安置
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全身左斜め

全身左側面全身右側面

全身背面

９ ◎兜跋毘沙門天立像 毘沙門堂安置
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頭部左斜め頭部右斜め

頭部左側面頭部右側面

９ ◎兜跋毘沙門天立像 毘沙門堂安置
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九

◎
兜
跋
毘
沙
門
天
立
像
（
解
説
）

毘
沙
門
堂
安
置

木
造

彩
色

彫
眼

一
軀

［
法

量
］

毘
沙
門
天

総

高 

二
〇
三
・
〇

  

像

高

一
七
一
・
五

頂
―
顎

三
二
・
五

面

長

一
七
・
六

面

幅

一
五
・
〇

耳

張

二
〇
・
五

面

奥

二
二
・
六

胸
奥
（
左
）

二
七
・
四

胸
奥
（
右
）

二
七
・
六

腹

奥

三
〇
・
二

肘

張

八
四
・
五

裾

張

四
八
・
五

袖

張

八
三
・
五

足
先
開
（
外
）

五
三
・
六

台
座幅

一
〇
二
・
一

最
大
奥

四
三
・
二

地
天像

高

五
〇
・
九

髪
際
高

四
一
・
八

頂
―
顎

二
二
・
四

面

長

九
・
九

面

幅

九
・
九

面

奥

一
七
・
六

胸
奥
（
右
）

二
四
・
九

胸
奥
（
左
）

二
五
・
一

腹

奥

二
六
・
八

肘

張

三
六
・
六

袖

張

四
五
・
〇

膝

張

四
五
・
四

膝
高
（
左
）

九
・
三

膝
高
（
右
）

一
〇
・
四

最
大
奥

四
三
・
二

左
鬼像

高

四
一
・
九

髪
際
高

四
〇
・
三

頂
―
顎

一
八
・
一

面

長

一
四
・
九

面

幅

一
四
・
五

面

奥

一
九
・
一

胸
奥
（
左
）

二
一
・
二

膝

張

二
一
・
三

坐

奥

三
五
・
九

膝
高
（
左
）

七
・
五

膝
高
（
右
）

八
・
二		



右
鬼像

高

四
二
・
八

髪
際
高

四
一
・
二

頂
―
顎

一
七
・
九

面

長

一
三
・
三

面

幅

一
三
・
九

面

奥

二
一
・
八

胸
奥
（
右
）

一
九
・
八

胸
奥
（
左
）

二
〇
・
七

膝

張

二
三
・
〇

坐

奥

三
三
・
一

膝
高
（
左
）

八
・
六	

膝
高
（
右
）

八
・
八	

剣
長

九
六
・
〇

最
大
幅

八
・
二

［
形

状
］

毘
沙
門
天

単
髻
を
結
い
、
三
山
型
の
元
結
飾
り
を
つ
け
る
。
地
髪
部
上
部
を
水
平
に
切
り
込
み
、
段
差

を
設
け
る
。
髻
と
地
髪
部
段
差
以
下
の
前
頭
部
の
頭
髪
は
マ
バ
ラ
彫
り
、
そ
の
他
は
平
彫
り
。

両
耳
前
で
鬢
髪
各
一
条
が
上
方
に
巻
き
こ
む
。
瞋
目
。
開
口
し
、
上
歯
列
を
表
す
。
筒
袖
衣
と

鰭
袖
衣
を
ま
と
い
、
袴
を
履
き
、
表
甲
、
襟
当
、
胸
甲
を
つ
け
る
。
胸
甲
に
獣
面
を
彫
出
す
る
。

腰
回
り
に
前
楯
と
三
枚
の
腰
甲
を
つ
け
る
。
表
甲
の
合
わ
せ
の
下
層
に
下
前
楯
、
そ
の
下
層
に

右
衽
に
打
ち
合
わ
せ
る
衣
の
裾
を
表
す
。
肩
に
獅
噛
を
表
し
、
籠
手
を
つ
け
る
。
各
甲
を
甲
締

具
と
腰
帯
で
締
め
、
腹
部
中
央
に
腰
帯
を
食
む
獅
噛
を
表
す
。
天
衣
は
腰
帯
に
結
び
付
け
、
正

面
に
Ｕ
字
形
に
わ
た
す
。
脛
当
て
を
つ
け
、
紐
で
括
っ
た
袴
の
裾
を
内
側
に
た
く
し
込
む
。
沓

を
履
く
。
左
手
は
屈
臂
し
、
宝
塔
を
捧
持
す
る
。
右
手
は
屈
臂
し
、
頭
の
高
さ
で
三
叉
戟
を
握

る
。
左
腰
に
剣
を
佩
く
。
顔
を
正
面
に
向
け
、
左
掌
上
の
宝
塔
に
視
線
を
向
け
、
腰
を
左
に
振

り
、
両
足
先
を
外
に
向
け
て
立
つ
。

地
天単

髻
を
結
い
、
元
結
紐
一
条
で
括
り
、
半
截
花
形
の
元
結
飾
り
を
つ
け
る
。
髻
に
束
ね
目
を

彫
る
。
そ
の
他
は
素
髪
。
半
眼
閉
口
。
胸
飾
り
を
つ
け
る
。
左
衽
に
打
ち
合
わ
せ
る
鰭
袖
衣
と

雲
肩
を
ま
と
う
。
裙
を
つ
け
る
か
。
腰
帯
を
締
め
、
結
び
目
を
二
つ
作
る
。
腕
釧
を
つ
け
る
。

各
手
を
屈
臂
し
、
掌
で
毘
沙
門
天
の
各
足
を
承
け
る
。

 

二
鬼い

ず
れ
も
褌
を
締
め
、
両
手
は
胸
の
前
で
交
差
し
て
五
指
を
伸
ば
し
、
地
天
の
脇
に
坐
す
。

左
像
は
ウ
ェ
ー
ブ
の
か
か
っ
た
頭
髪
を
後
方
に
流
し
、
両
牙
を
上
出
し
、
正
面
を
向
く
。
右
像

は
巻
髪
で
、
両
牙
を
下
出
し
、
左
上
方
を
仰
ぐ
。
右
側
頭
部
に
長
い
耳
を
表
す
。

［
品
質
構
造
］

針
葉
樹
（
ヒ
ノ
キ
か
）、
一
木
造
、
彩
色
、
漆
箔
、
彫
眼
。

針
葉
樹
の
竪
一
材
か
ら
頭
体
幹
部
を
彫
出
す
る
。
髻
背
部
に
小
材
を
矧
ぐ
。
後
頭
部
、
体
部

背
部
に
内
刳
り
を
施
し
、
蓋
板
を
当
て
る
。
両
肩
以
下
、
両
足
先
、
天
衣
遊
離
部
、
宝
塔
、
剣
、
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各
別
材
製
。
台
座
の
地
天
お
よ
び
二
鬼
は
横
一
材
か
ら
彫
出
し
、
各
像
背
部
に
内
刳
り
を
ほ
ど

こ
し
、
蓋
板
を
当
て
る
。

本
体
と
台
座
は
布
貼
り
の
う
え
、
錆
漆
と
白
土
を
下
地
と
し
、
以
下
の
通
り
彩
色
と
漆
箔

を
ほ
ど
こ
す
。
毘
沙
門
天
の
髻
は
現
状
墨
色
。
地
髪
部
は
緑
青
。
肉
身
は
朱
。
瞳
は
墨
、
金
で

縁
取
る
。
白
目
は
白
地
。
目
頭
と
目
尻
に
朱
を
ぼ
か
す
。
上
瞼
、
蒙
古
襞
、
眉
、
髭
を
墨
描
。

歯
は
白
地
に
墨
の
輪
郭
線
。
襟
甲
や
金
鎖
甲
、
籠
手
、
脛
当
、
獅
噛
、
各
甲
の
覆
輪
、
甲
締
具

な
ど
の
金
属
部
分
は
漆
箔
の
う
え
、
文
様
を
墨
描
。
胸
甲
内
区
の
獣
面
は
緑
青
を
地
と
し
、
髭

や
眉
を
墨
描
。
外
区
は
緑
青
を
地
と
し
、
茶
褐
色
の
蕊
、
緑
青
の
繧
繝
彩
色
に
よ
る
半
截
形
の

花
文
を
表
し
、
そ
の
周
囲
に
紫
丹
の
繧
繝
彩
色
に
よ
る
如
意
頭
文
を
巡
ら
せ
る
。
鰭
袖
衣
の
う

ち
、
肩
口
近
く
は
丹
地
に
群
青
の
繧
繝
彩
色
に
よ
る
円
花
文
（
中
心
か
ら
放
射
線
を
引
く
。
外

縁
を
円
文
が
取
り
囲
む
）
を
散
ら
し
、
括
り
部
以
下
に
大
ぶ
り
の
赤
系
半
切
花
文
と
小
ぶ
り
の

緑
系
半
截
花
文
を
等
間
隔
に
配
置
す
る
。
そ
の
下
段
に
白
と
緑
の
ス
ト
ラ
イ
プ
文
を
表
し
、
袖

口
を
漆
箔
で
縁
取
る
。
衣
の
内
側
は
白
と
赤
の
ス
ト
ラ
イ
プ
文
。
左
手
鰭
袖
衣
括
り
部
の
側
面

の
花
形
飾
り
は
漆
箔
の
う
え
墨
描
。
筒
袖
衣
は
白
地
に
銀
泥
の
団
花
文
を
散
ら
す
。
籠
手
は
、

漆
箔
地
に
紐
・
連
珠
・
紐
を
墨
描
し
た
覆
輪
を
中
心
に
、
赤
・
緑
青
・
群
青
・
紫
の
繧
繝
彩
色

に
よ
る
宝
相
華
を
表
す
。
肘
近
く
の
締
具
は
白
地
に
現
状
褐
色
の
三
ツ
目
文
を
散
ら
す
。
両
肩

と
腹
部
の
獅
噛
は
、
全
体
を
漆
箔
の
う
え
、
目
や
口
、
眉
、
髭
、
鬣
を
彩
色
と
墨
描
で
表
す
。

表
甲
は
正
面
と
背
面
臀
部
以
下
の
内
区
は
漆
箔
地
に
金
鎖
甲
を
墨
描
。
外
区
は
朱
地
と
し
、
白

の
中
央
線
を
引
き
、
そ
の
両
脇
に
黄
褐
色
系
の
繧
繝
彩
色
に
よ
る
帯
状
の
線
を
引
き
、
そ
の
両

外
側
に
白
線
を
引
く
。
木
瓜
四
弁
花
文
（
蕊
は
朱
、
花
弁
は
緑
青
、
輪
郭
線
は
朱
）
と
上
下
に

分
け
反
転
さ
せ
た
半
截
の
花
文
を
交
互
に
配
す
る
。
表
甲
外
縁
は
漆
箔
地
に
唐
草
文
を
墨
描
。

表
甲
背
部
は
漆
箔
地
に
湧
出
雲
（
緑
青
お
よ
び
赤
褐
色
、
輪
郭
線
は
朱
、
墨
）
を
表
す
。
背
部

を
垂
直
に
わ
た
る
二
条
の
甲
締
具
は
朱
・
丹
・
黄
土
・
紫
の
矢
羽
文
、
胸
の
下
を
水
平
に
わ
た

る
締
具
は
緑
青
・
白
の
矢
羽
文
と
し
、縒
り
目
を
表
す
。
腰
帯
は
緑
青
地
と
し
、漆
箔
で
縁
取
る
。

前
楯
は
朱
地
に
繧
繝
彩
色
に
よ
る
宝
相
華
（
括
り
線
は
朱
と
塗
り
残
し
の
白
の
二
重
線
）
を
表

す
。
袴
は
白
地
に
銀
泥
の
団
花
文
を
散
ら
す
。
袴
を
括
る
紐
は
丹
。
表
甲
下
端
か
ら
の
ぞ
く
右

衽
に
打
ち
合
わ
せ
る
衣
の
裾
は
緑
青
地
と
し
、
細
い
衣
襞
を
墨
描
。
下
前
楯
は
朱
地
と
し
、
縁

は
緑
青
と
漆
箔
の
二
段
。
三
枚
の
腰
甲
は
朱
地
と
し
、
中
央
に
繧
繝
彩
色
に
よ
る
大
ぶ
り
の
宝

相
華
を
表
す
。
縁
は
黄
土
・
白
・
漆
箔
の
三
段
。
左
右
の
腰
甲
の
宝
相
華
は
緑
青
・
紫
・
丹
・

群
青
・
白
の
繧
繝
彩
色
で
、
中
心
に
黄
褐
色
の
雄
蕊
を
表
す
。
背
面
の
腰
甲
は
花
文
（
蕊
は
赤
、

花
弁
は
白
）
を
中
央
に
配
し
、
そ
の
上
方
に
緑
青
の
雲
気
文
、
下
方
に
大
ぶ
り
の
繧
繝
彩
色
に

よ
る
宝
相
華
を
表
す
。
脛
当
て
は
、
漆
箔
地
に
紐
・
連
珠
・
紐
を
墨
描
し
た
覆
輪
を
中
心
に
、
緑
・

紫
・
緑
青
・
赤
の
繧
繝
彩
色
に
よ
る
宝
相
華
を
表
す
。
踝
の
括
り
紐
は
朱
と
丹
の
矢
羽
文
で
縒

り
目
を
表
す
。
そ
の
下
方
の
裾
は
紺
丹
緑
紫
の
ス
ト
ラ
イ
プ
文
（
界
線
は
白
地
に
彫
り
塗
り
風

に
朱
線
を
引
く
）。
沓
は
漆
箔
地
に
唐
草
文
を
墨
描
。
足
先
と
足
首
の
両
側
に
繧
繝
彩
色
に
よ

る
宝
相
華
を
表
す
。
土
踏
ま
ず
を
わ
た
る
平
帯
は
朱
。

地
天
の
頭
髪
は
現
状
黒
色
。
髪
際
に
墨
線
を
引
く
。
半
切
花
形
の
元
結
飾
り
は
緑
青
地
、
中

央
の
蕊
漆
箔
。
肉
身
は
肉
色
。
眉
と
二
重
瞼
の
目
墨
描
。
唇
は
朱
。
胸
飾
り
は
漆
箔
地
に
墨
描
。

左
衽
の
衣
の
衿
は
朱
地
に
緑
青
の
繧
繝
彩
色
に
よ
る
半
截
形
の
花
文
を
上
下
に
反
転
さ
せ
て
交

互
に
表
す
花
弁
文
帯
か
ら
な
る
。
衿
際
は
漆
箔
。
胸
部
は
緑
青
地
と
し
紫
の
繧
繝
彩
色
で
文
様

を
描
く
か
。
背
面
の
衿
は
、
黄
と
白
の
ス
ト
ラ
イ
プ
文
。
群
青
で
縁
取
る
。
下
層
に
ま
と
う
三

弁
形
の
雲
肩
は
、
墨
線
お
よ
び
群
青
で
雲
頭
形
を
象
り
、
内
区
は
赤
、
外
区
は
緑
青
と
白
の
ス

ト
ラ
イ
プ
文
。
腰
帯
は
黄
土
。
鰭
袖
衣
は
、
袖
の
内
側
を
緑
青
と
白
の
ス
ト
ラ
イ
プ
文
、
外
側

を
赤
地
と
す
る
。
腕
釧
は
赤
。
裙
は
緑
青
地
に
花
文
を
表
す
か
（
一
部
に
漆
箔
の
痕
跡
）。

二
鬼
は
い
ず
れ
も
頭
髪
は
丹
地
に
毛
筋
を
墨
描
。
肉
身
は
緑
青
で
、
黄
土
を
刷
い
て
陰
影
を

表
す
か
。
白
目
は
白
、
瞳
は
黒
、
漆
箔
で
縁
取
る
。
眉
を
墨
描
。
両
牙
は
白
地
に
稜
線
を
墨
描
。

褌
は
朱
。
腕
や
胸
の
体
毛
を
墨
描
。
右
鬼
の
側
頭
部
に
み
え
る
耳
は
緑
青
。

［
伝

来
］

石
山
寺
毘
沙
門
堂
の
須
弥
壇
中
央
に
安
置
。

正
中
年
間
（
一
三
二
四
～
六
）
に
詞
書
が
成
立
し
た
『
石
山
寺
縁
起
絵
巻
』
に
よ
れ
ば
、
本

像
は
、
建
久
年
間
（
一
一
九
〇
～
九
九
）
に
中
原
親
能
（
一
一
四
三
～
一
二
〇
九
）
が
建
立
し

た
勝
南
院
に
安
置
さ
れ
て
い
た
。
親
能
は
、
関
東
の
下
知
で
山
城
国
和
束
の
敵
を
召
取
る
に
際

し
て
石
山
寺
で
祈
請
し
、
毘
沙
門
天
の
加
護
を
得
て
勝
利
し
た
こ
と
で
、
堂
宇
の
建
立
を
発
願

し
た
。
勝
南
院
の
名
は
、敵
地
が
石
山
寺
の
南
に
位
置
す
る
こ
と
に
ち
な
む
と
い
う
。
本
院
は
、

石
山
寺
一
四
代
座
主
実
位
の
居
所
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
三
世
紀
前
半
に
実
在
し
た
こ
と
が

確
か
め
ら
れ
る
（
１
）。

尊
賢
（
一
七
四
九
～
一
八
二
九
）
が
編
纂
し
た
『
石
山
要
記
』
や
『
石
山
年
代
記
』、
膳
所

藩
士
寒
川
辰
清
（
一
六
九
七
～
一
七
三
九
）
が
編
纂
し
た
、
享
保
一
九
年
（
一
七
三
三
）
の
序

を
持
つ
『
近
江
輿
地
志
略
』
に
は
、近
江
国
寺
辺
村
勝
南
谷
に
所
在
す
る
毘
沙
門
堂
（
勝
南
院
）
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が
中
古
に
退
転
し
た
後
、
本
像
を
石
山
寺
本
堂
に
移
し
た
と
の
記
述
が
あ
る
。

『
石
山
要
記
』
や
『
石
山
年
代
記
』、毘
沙
門
堂
付
属
の
棟
札
に
よ
れ
ば
、現
在
の
毘
沙
門
堂
は
、

紀
州
藩
士
福
田
儀
左
衛
門
正
勝
が
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
に
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
儀

左
衛
門
は
、
石
山
寺
本
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
た
本
像
に
帰
依
し
た
こ
と
で
建
立
を
計
画
し
、
自

身
の
誕
生
日
に
あ
た
る
五
月
二
七
日
に
本
像
を
遷
座
し
て
落
慶
供
養
を
お
こ
な
っ
た
（
２
）。

明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
修
理
。
明
治
三
三
年
四
月
国
指
定
。

［
保
存
状
態
］

天
衣
遊
離
部
、
宝
塔
、
右
足
の
漆
箔
の
一
部
、
後
補
。
右
鬼
像
側
頭
部
の
象
耳
の
先
端
欠
失
。

宝
冠
、
表
甲
下
縁
に
取
り
付
け
る
鈴
型
飾
り
亡
失
。

［
時

代
］

平
安
時
代
（
九
世
紀
）

［
考

察
］ 

本
像
は
、
足
下
に
地
天
と
二
鬼
を
従
え
る
毘
沙
門
天
像
で
あ
る
。
こ
の
形
式
の
毘
沙
門
天
像

は
九
世
紀
前
半
に
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
る
と
、
平
安
時
代
に
盛
ん
に
造
像
さ
れ
、
一
一
世
紀
頃

か
ら
兜
跋
毘
沙
門
天
と
呼
称
さ
れ
た
。

本
像
の
特
色
と
し
て
、
大
型
の
髻
を
結
い
、
地
髪
部
に
段
差
を
設
け
て
別
材
製
の
宝
冠
を
載

せ
る
頭
部
の
仕
様
や
、
顔
を
真
正
面
に
向
け
な
が
ら
宝
塔
に
視
線
を
注
ぎ
、
歯
列
を
露
わ
に
す

る
独
特
な
面
貌
表
現
、
下
半
身
を
長
大
に
作
る
堂
々
た
る
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
、
八
世
紀
半
ば
以

降
の
日
本
の
神
将
形
像
に
一
般
的
な
衣
で
あ
っ
た
大
袖
衣
を
ま
と
わ
ず
、
袖
や
裙
の
裾
を
大
き

く
翻
ら
せ
る
表
現
を
採
ら
な
い
点
な
ど
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の
う
ち
、
面
貌
表
現
や
高
い
腰
を

左
に
振
る
立
ち
姿
に
つ
い
て
は
、
唐
よ
り
請
来
さ
れ
た
京
都
・
東
寺
像
や
、
空
海
の
請
来
図
像

を
伝
え
る
京
都
・
醍
醐
寺
『
四
種
護
摩
本
尊
並
眷
属
図
像
』
中
の
白
描
図
像
な
ど
と
の
類
似
が

指
摘
さ
れ
る
（
３
）。

足
下
の
地
天
像
は
、
露
わ
に
し
た
胸
元
や
手
首
に
胸
飾
り
や
腕
釧
な
ど
の
装
身
具
を
つ
け
、

雲
肩
を
ま
と
い
、
女
人
形
の
天
部
に
通
じ
る
服
制
を
示
す
。
そ
の
両
脇
の
二
鬼
は
、
通
例
で
あ

れ
ば
刀
印
を
結
ん
だ
両
手
を
胸
前
で
交
差
し
、
つ
ま
先
を
立
て
て
跪
坐
す
る
が
（
４
）、

本
像
二
鬼

は
、
両
手
の
五
指
を
伸
ば
し
、
つ
ま
先
を
立
て
ず
に
坐
す
点
に
特
徴
が
あ
る
。
な
お
右
鬼
像
の
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右
側
頭
部
に
は
、
先
端
を
欠
失
し
た
帯
ら
し
き
も
の
が
垂
下
す
る
。
肉
身
と
同
じ
緑
青
色
で
あ

り
、
本
来
は
象
頭
人
身
の
除
障
礙
神
ガ
ナ
パ
テ
ィ
に
由
来
す
る
長
い
象
耳
を
表
し
た
も
の
と
思

わ
れ
、
こ
れ
も
請
来
図
像
と
一
致
す
る
要
素
と
い
え
る
。

本
像
の
制
作
の
年
代
と
背
景
に
つ
い
て
、
近
藤
譲
氏
は
、
東
寺
や
醍
醐
寺
な
ど
の
別
当
や
長

者
を
歴
任
し
、
金
峯
山
や
東
大
寺
で
毘
沙
門
天
像
を
造
立
し
た
経
歴
を
持
つ
聖
宝
（
八
三
二
～

九
〇
九
）
の
関
与
を
想
定
し
、
在
世
中
の
九
世
紀
後
半
の
作
と
論
じ
た
（
５
）。
こ
れ
に
対
し
、
王
珏

人
氏
は
、
聖
宝
が
醍
醐
寺
に
入
寺
し
た
頃
に
石
山
寺
の
密
教
化
を
推
進
し
た
と
い
う
定
説
に
は

疑
問
が
あ
り
、
本
像
の
成
立
背
景
に
つ
い
て
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
し
な
が
ら
、
九
世
紀
半

ば
頃
か
ら
後
半
に
か
け
て
の
神
将
像
や
菩
薩
像
、
女
神
像
と
本
像
各
部
の
表
現
を
比
較
し
、
本

像
を
九
世
紀
第
三
四
半
期
の
作
と
位
置
付
け
た
。
さ
ら
に
、
従
来
後
補
と
み
ら
れ
て
き
た
表
面

の
彩
色
を
当
初
の
も
の
と
評
価
し
、
中
国
甘
粛
省
敦
煌
莫
高
窟
の
壁
画
に
み
ら
れ
る
中
唐
期
の

文
様
や
、
奈
良
時
代
の
作
例
に
通
じ
る
彩
色
法
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（
６
）。

王
氏
が
様
式
検
討
に
基
づ
き
示
し
た
年
代
観
は
妥
当
な
も
の
で
あ
る
。
聖
宝
が
本
像
の
造
立

に
関
与
し
た
の
か
を
含
め
、
制
作
背
景
に
は
な
お
検
討
を
要
す
る
が
、
聖
宝
と
同
時
代
の
作
と

し
て
位
置
づ
け
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
日
本
に
現
存
す
る
九
世
紀
に
遡
る
兜
跋
毘
沙
門
天
立
像

は
希
少
で
、
承
和
一
一
年
（
八
四
四
）
開
眼
の
東
寺
講
堂
多
聞
天
像
、
福
岡
・
観
世
音
寺
像
、

愛
媛
・
金
竜
寺
像
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
な
か
で
も
石
山
寺
像
は
特
に
整
っ
た
作
行
を
示
す
と
と

も
に
、
保
存
状
態
が
極
め
て
よ
い
点
で
貴
重
で
あ
る
。

な
お
、
本
像
に
帰
依
し
、
勝
南
院
を
建
立
し
た
と
さ
れ
る
中
原
親
能
は
、
斎
院
次
官
と
し
て

朝
廷
に
仕
え
る
文
官
で
あ
っ
た
が
、
源
平
合
戦
の
軍
功
に
よ
り
頼
朝
の
信
任
を
得
て
、
文
治
年

間
（
一
一
八
五
～
九
〇
）
に
お
け
る
後
白
河
院
（
一
一
二
七
～
九
二
）
の
居
所
閑
院
殿
や
六
条

殿
の
修
造
の
差
配
な
ど
、
鎌
倉
幕
府
と
朝
廷
を
取
り
持
つ
重
要
な
役
を
担
い
、
初
の
京
都
守
護

と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
（
７
）。『

石
山
寺
縁
起
絵
巻
』
巻
六
に
よ
れ
ば
、
石
山
寺
に
宝
塔
院
を
寄
進

し
た
の
は
、
親
能
の
妻
亀
谷
禅
尼
で
あ
る
と
い
う
。
多
宝
塔
須
弥
壇
框
裏
に
建
久
五
年
の
供
養

銘
が
あ
り
、
こ
こ
に
安
置
さ
れ
る
本
尊
の
快
慶
作
大
日
如
来
坐
像
も
、
多
宝
塔
の
建
立
と
軌
を

一
に
し
て
亀
谷
禅
尼
に
よ
り
発
願
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
、
親
能
自

身
も
快
慶
周
辺
の
人
脈
に
連
な
っ
て
い
た
こ
と
（
８
）、
ひ
い
て
は
、
建
仁
三
年
（
一
二
〇
三
）
に
快

慶
が
制
作
し
た
醍
醐
寺
不
動
明
王
像
の
像
内
結
縁
銘
に
名
を
残
し
て
い
る
こ
と
は
（
９
）、
多
宝
塔
大

日
如
来
坐
像
の
成
立
に
絡
む
人
的
背
景
を
考
察
す
る
う
え
で
注
目
に
値
す
る
。
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（
１
）�

東
寺
観
智
院
金
剛
蔵
伝
来
聖
教
「
諸
尊
口
伝
」（
貞
永
元
年
〈
一
二
三
二
〉
四
月
二
七
日
筆
写
）
お
よ
び

東
寺
百
合
文
書
「
石
山
寺
座
主
并
禅
林
・
観
心
両
寺
座
主
相
承
次
第
」。

（
２
）
大
本
山
石
山
寺
『
石
山
寺
の
古
建
築
』（
二
〇
〇
六
）。

（
３
）�

近
藤
謙
「
石
山
寺
兜
跋
毘
沙
門
天
像
に
関
す
る
一
試
論
」（『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
』

三
二
、二
〇
〇
四
）、
王
珏
人
「
石
山
寺
兜
跋
毘
沙
門
天
像
に
つ
い
て
」（『
仏
教
芸
術
』
一
一
、二
〇
二
三
）。

（
４
）�

高
橋
早
紀
子
「
新
図
様
の
毘
沙
門
天
の
受
容
と
展
開
―
地
天
・
二
鬼
の
属
性
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
鹿
島

美
術
研
究
』
年
報
第
三
三
号
別
冊
、二
〇
二
六
）、同
「
毘
沙
門
天
脚
下
の
地
天
の
属
性
と
そ
の
変
容
」（
吉

田
一
彦
編
『
神
仏
融
合
の
東
ア
ジ
ア
史
』、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
一
）。

（
５
）
前
掲
注
３
近
藤
論
文
。

（
６
）
前
掲
注
３
王
論
文
。

（
７
）�

田
端
泰
子
「
鎌
倉
初
期
の
「
京
都
守
護
」
を
勤
め
た
中
原
親
能
と
そ
の
家
族
」（『
女
性
歴
史
文
化
研
究

所
紀
要
』
三
二
、二
〇
二
三
）。

（
８
）�『
吾
妻
鏡
』
に
は
、
嫡
子
季
時
が
招
請
し
た
勝
賢
が
導
師
を
務
め
る
鎌
倉
永
福
寺
新
造
堂
の
落
慶
供
養
に

供
奉
し
た
こ
と
（
建
久
五
年
一
〇
月
一
三
日
条
、
同
一
二
月
一
九
日
条
）
や
、
高
野
山
に
逐
電
し
た
重

源
に
幕
府
の
使
者
と
し
て
対
面
し
、
帰
洛
を
促
し
た
こ
と
（
同
六
年
五
月
二
四
日
条
）
な
ど
が
見
え
、

建
久
年
間
に
親
能
は
快
慶
と
親
交
の
深
い
僧
と
接
触
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
９
）�

醍
醐
寺
不
動
明
王
坐
像
像
内
の
造
立
時
の
銘
文
に
見
え
る
結
縁
者
の
な
か
に
、
親
能
の
法
名
「
寂
忍
」

が
認
め
ら
れ
る
。
像
内
銘
文
の
画
像
お
よ
び
翻
刻
は
、
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
仏
師
快
慶
の
研
究
』（
思

文
閣
出
版
、
二
〇
二
三
）
を
参
照
。

（
森
）

背面 腰甲

表甲周縁部左側面 腰甲

９ ◎兜跋毘沙門天立像 毘沙門堂安置
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左足 脛当て前楯（赤外線写真）

左肩喰

９ ◎兜跋毘沙門天立像 毘沙門堂安置
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背面

左鬼 頭部正面

９ ◎兜跋毘沙門天立像 毘沙門堂安置
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右鬼 頭部正面

右鬼 右側面地天 赤外線写真

９ ◎兜跋毘沙門天立像 毘沙門堂安置
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一
〇

◎
大
日
如
来
坐
像
（
図
版
）
光
堂
安
置

全身正面

10 ◎大日如来坐像 光堂安置
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頭部正面

10 ◎大日如来坐像 光堂安置
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全身右斜め

全身左側面全身右側面

全身背面

10 ◎大日如来坐像 光堂安置
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頭部左斜め頭部右斜め

頭部左側面頭部右側面

10 ◎大日如来坐像 光堂安置
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一
〇

◎
大
日
如
来
坐
像
（
解
説
）

光
堂
安
置

木
造

彩
色

彫
眼

一
軀

［
法

量
］

像

高

八
七
・
三

髪
際
高

七
六
・
三

頂
―
顎

二
七
・
五

面

長

一
六
・
三

面

幅

一
五
・
五

耳

張

二
〇
・
七

面

奥

一
九
・
〇

胸
奥
（
左
）
二
〇
・
七

胸
奥
（
右
）
二
〇
・
九

腹

奥

二
三
・
六

肘

張

五
一
・
四

膝

張

六
九
・
六

坐

奥

四
九
・
五

膝
高
（
左
）
一
三
・
二

膝
高
（
右
）
一
三
・
四

［
形

状
］

高
髻
を
結
い
、
元
結
紐
二
条
を
表
す
。
髪
束
六
束
を
側
面
と
後
方
に
垂
ら
す
。
天
冠
台
よ
り

上
は
平
彫
り
と
し
、
天
冠
台
よ
り
下
の
頭
髪
は
、
前
面
で
は
束
ね
目
入
り
毛
筋
彫
り
、
他
は
平

彫
り
と
す
る
。
鬢
髪
二
条
、
耳
半
ば
を
わ
た
る
。
天
冠
台
は
、
下
か
ら
紐
・
連
珠
・
紐
・
列
弁

と
し
、
列
弁
文
の
六
本
を
一
組
と
し
て
、
中
央
に
三
角
形
の
切
込
み
を
入
れ
る
。
半
眼
閉
口
。

耳
朶
環
状
貫
通
。
三
道
相
。
胸
と
腹
の
く
び
れ
、
へ
そ
を
表
す
。
条
帛
、
裙
、
腰
布
を
着
け
、

右
足
首
に
は
裙
の
下
層
の
衣
が
巻
き
付
く
。
条
帛
は
左
肩
か
ら
斜
め
に
懸
け
、
背
面
で
末
端
を

上
方
か
ら
巻
き
込
ん
で
垂
ら
す
。
裙
は
上
端
を
一
段
折
返
し
て
、
腰
布
は
臀
部
か
ら
腿
に
か
け

て
巻
く
。
腕
釧
は
、
紐
二
条
・
列
弁
と
す
る
。
臂
釧
は
、
列
弁
・
紐
・
連
珠
・
紐
・
列
弁
と
し
、

外
側
に
菊
座
を
設
け
、
そ
の
中
央
か
ら
紐
を
通
し
、
前
後
を
内
側
に
わ
た
る
。
両
腕
を
屈
臂
し

て
、
胸
前
で
智
拳
印
を
結
ぶ
。
右
足
を
外
に
し
て
結
跏
趺
坐
す
る
。

［
品
質
構
造
］

針
葉
樹
（
ヒ
ノ
キ
か
）、
一
木
造
、
彩
色
、
彫
眼
。

頭
体
幹
部
は
、
木
心
を
込
め
る
竪
一
材
よ
り
彫
出
す
る
。
面
部
は
髻
の
半
ば
か
ら
三
道
の
く

び
れ
の
一
段
目
ま
で
、
別
材
を
耳
前
で
矧
付
け
、
後
頭
部
左
側
に
も
天
冠
台
上
部
を
含
む
別
材

を
矧
ぐ
。
後
頭
部
右
寄
り
に
干
割
れ
を
埋
め
た
跡
が
残
る
。
背
面
中
央
に
背
刳
り
を
設
け
、
蓋

板
を
当
て
る
。
両
臂
ま
で
を
体
幹
部
材
よ
り
彫
出
し
、
両
前
膊
半
ば
、
両
手
首
よ
り
、
各
別
材

を
矧
ぐ
。
左
前
膊
部
材
は
竪
材
を
、
右
前
膊
部
材
は
横
材
を
使
用
す
る
。
右
第
二
指
を
別
材
と

す
る
。
両
大
腿
部
は
体
幹
部
材
よ
り
彫
出
し
、
脚
部
は
横
木
一
材
を
下
腹
部
に
切
り
込
ん
で
角

枘
で
矧
付
け
、
裳
先
に
も
別
材
を
矧
付
け
る
。
右
腰
脇
に
三
角
材
を
矧
ぐ
。

両
手
首
を
中
心
に
木
屎
漆
を
盛
り
上
げ
る
。
表
面
は
、
肉
身
を
白
土
地
の
上
に
黒
漆
塗
り
、

丹
塗
り
と
す
る
。
条
帛
は
白
土
地
の
上
に
黒
漆
塗
り
、
赤
色
塗
り
と
す
る
。
裙
は
黒
漆
の
上
に

地
色
を
赤
と
す
る
が
、
詳
細
は
不
明
。
腰
布
は
白
土
地
に
黒
漆
塗
り
、
そ
の
上
に
赤
色
塗
り
と

す
る
。

［
伝

来
］

石
山
寺
光
堂
、内
陣
向
か
っ
て
左
側
に
安
置
。
寺
伝
に
は
石
山
寺
多
宝
塔
の
旧
本
尊
と
い
う
。

明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
二
月
国
指
定
。
明
治
四
〇
年
、昭
和
五
八
年
（
一
九
八
三
）
修
理
。

［
保
存
状
態
］

明
治
四
〇
年
の
修
理
の
際
に
後
補
の
錆
下
地
の
除
去
や
虫
蝕
部
の
補
修
な
ど
が
行
わ
れ
て
い

る
。
天
冠
台
、
臂
釧
、
腕
釧
に
施
さ
れ
る
漆
箔
、
両
膝
辺
に
施
さ
れ
る
切
箔
の
籠
目
文
、
唇
・

元
結
紐
・
天
冠
台
上
面
の
朱
、
右
腰
脇
の
三
角
材
、
背
面
地
付
き
付
近
の
小
材
、
干
割
部
の
木

屎
漆
、
像
底
底
板
、
裳
先
、
台
座
、
光
背
、
以
上
後
補
。

［
時

代
］

平
安
時
代
（
九
世
紀
末
～
一
〇
世
紀
前
半
）

［
考

察
］

智
拳
印
を
結
ぶ
金
剛
界
大
日
如
来
坐
像
で
あ
る
。
本
像
は
、
量
感
あ
ふ
れ
る
体
軀
や
両
膝
外

側
に
見
ら
れ
る
粘
り
の
強
い
衣
文
な
ど
か
ら
、
平
安
時
代
中
期
以
前
に
遡
る
作
例
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
。
部
分
的
に
乾
漆
を
使
用
し
、
条
帛
に
は
渦
文
を
交
え
、
随
所
に
粘
り
の
強

い
衣
文
を
刻
む
点
に
は
古
様
が
感
じ
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
両
脚
部
の
翻
波
式
衣
文
は
整
理
が

進
み
、
条
数
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、
や
や
時
代
が
降
る
要
素
と
し

て
捉
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
下
膨
れ
で
や
や
平
面
的
な
面
部
の
立
体
把
握
、
厚
い
唇
、
鼻
梁
が
太

い
大
き
目
の
鼻
と
い
っ
た
面
貌
表
現
は
、
延
喜
七
年
（
九
〇
七
）
か
ら
同
一
三
年
の
京
都
・
醍

醐
寺
薬
師
如
来
坐
像
に
近
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
像
の
制
作
は
九
世
紀
末
か
ら
一
〇
世
紀
前
半

を
想
定
す
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
（
１
）。
大
日
如
来
彫
像
の
古
例
と
し
て
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。

10 ◎大日如来坐像 光堂安置
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ま
た
、
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
大
日
如
来
坐
像
（
一
〇
世
紀
）
が
本
像
と
近
い
作
風
を
示
す
と
す

る
見
方
が
あ
る
（
２
）。
ホ
ノ
ル
ル
美
術
館
像
の
方
が
本
像
に
比
し
て
量
感
豊
か
で
あ
り
、
装
身
具
の

細
部
形
式
に
違
い
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
髻
の
形
式
や
全
体
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
は
確
か
に

類
似
し
、
両
像
の
関
連
に
興
味
が
持
た
れ
る
。

図
像
的
な
面
で
い
え
ば
、
京
都
・
安
祥
寺
大
日
如
来
坐
像
、
和
歌
山
・
金
剛
峰
寺
大
日
如
来

坐
像
と
い
っ
た
、
一
〇
世
紀
以
前
に
遡
る
大
日
如
来
彫
像
が
肉
身
を
金
色
と
す
る
の
に
対
し
、

本
像
は
肉
身
を
肉
色
と
し
て
お
り
、
彫
刻
作
品
の
中
で
見
る
と
珍
し
い
特
徴
と
い
え
よ
う
。
絵

画
作
品
で
は
、
京
都
・
東
寺
両
界
曼
荼
羅
（
西
院
曼
荼
羅
〈
伝
真
言
院
曼
荼
羅
〉）
の
金
剛
界

大
日
如
来
は
肉
身
を
肉
色
と
す
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
（
３
）。

こ
の
他
、
本
像
で
は
、
正
面
で
条
帛

の
末
端
を
表
さ
な
い
点
や（

４
）、
左
手
の
甲
で
は
な
く
掌
を
正
面
に
向
け
る
智
拳
印
な
ど
が
特
徴
的

で
あ
る
。
本
像
が
造
立
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
九
世
紀
末
か
ら
一
〇
世
紀
前
半
は
、
石
山
寺
二
代

座
主
観
賢
（
八
五
四
～
九
二
五
）、
三
代
座
主
淳
祐
（
八
九
〇
～
九
五
三
）
の
活
動
時
期
に
あ

た
り
、本
像
が
当
初
よ
り
石
山
寺
に
伝
来
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、観
賢
、淳
祐
と
い
っ

た
石
山
寺
の
祖
師
た
ち
の
信
仰
と
の
関
連
も
想
起
さ
れ
よ
う
。

明
治
末
年
の
修
理
の
際
、
背
刳
り
さ
れ
た
胎
内
か
ら
銅
製
経
筒
が
発
見
さ
れ
、
建
久
の
年
紀

を
有
す
る
三
十
七
尊
種
子
や
陀
羅
尼
が
納
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
建
久
五

年
（
一
一
九
四
）
造
立
の
石
山
寺
多
宝
塔
と
の
関
係
を
想
像
さ
せ
る
。
た
だ
、
現
在
多
宝
塔
の

本
尊
と
し
て
安
置
さ
れ
る
快
慶
作
大
日
如
来
坐
像
が
建
久
五
年
頃
の
作
風
を
示
す
こ
と
か
ら
、

多
宝
塔
建
立
と
同
時
に
本
尊
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
松
島
健
氏

は
、
建
久
五
年
以
前
よ
り
石
山
寺
に
は
多
宝
塔
が
存
在
し
て
お
り
、
本
像
が
そ
の
本
尊
と
し
て

安
置
さ
れ
て
い
た
と
推
定
し
た
（
５
）。

氏
は
さ
ら
に
、承
暦
火
災
に
伴
い
多
宝
塔
が
焼
失
し
た
た
め
、

本
像
を
本
堂
な
ど
に
移
安
、
そ
の
後
、
建
久
五
年
の
多
宝
塔
再
建
に
合
わ
せ
て
旧
本
尊
で
あ
っ

た
本
像
に
も
補
修
の
手
が
加
え
ら
れ
、陀
羅
尼
な
ど
が
納
入
さ
れ
た
と
推
測
し
た
（
６
）。

と
こ
ろ
が
、

考
古
学
の
分
野
に
お
い
て
は
、
建
久
五
年
以
前
に
多
宝
塔
が
存
在
し
た
可
能
性
は
否
定
的
に
捉

え
ら
れ
て
お
り
（
７
）、
松
島
氏
の
見
解
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
こ
と
は
難
し
い
。

現
状
で
は
、
本
像
と
多
宝
塔
建
立
と
の
関
連
は
明
確
に
し
が
た
い
も
の
の
、『
石
山
寺
縁
起

絵
巻
』
に
よ
れ
ば
、
建
久
年
間
に
中
原
親
能
が
石
山
寺
に
勝
南
院
を
建
て
、
そ
の
妻
の
亀
谷
禅

尼
も
、別
院
と
し
て
宝
塔
院
を
建
立
し
た
と
い
う
。「
別
院
宝
塔
院
」と
い
う
呼
称
か
ら
す
れ
ば
、

多
宝
塔
以
外
に
も
建
築
が
付
属
し
て
い
た
可
能
性
も
想
定
さ
れ
、
本
像
は
そ
う
し
た
付
属
の
建

築
に
安
置
さ
れ
て
お
り
、
建
久
五
年
に
補
修
な
ら
び
に
陀
羅
尼
な
ど
の
納
入
が
行
わ
れ
た
と
す

る
の
も
一
案
で
あ
ろ
う
。

（
１
）�

山
本
勉
『
日
本
の
美
術
三
七
四 

大
日
如
来
像
』（
至
文
堂
、
一
九
九
七
）
で
は
、
本
像
を
九
世
紀
末
頃
の

作
と
す
る
。
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
観
音
の
み
て
ら 

石
山
寺
』（
二
〇
〇
二
）
で
は
、
九
～
一
〇
世
紀
の

作
と
す
る
。

（
２
）
前
掲
注
１
山
本
書
。

（
３
）�

こ
の
他
、
肉
身
を
金
色
に
表
さ
な
い
と
い
う
点
で
は
、
一
字
金
輪
仏
頂
が
肉
身
白
色
で
あ
る
。
た
だ
、

本
像
の
身
色
は
赤
み
が
強
い
肉
色
で
あ
り
、
一
字
金
輪
仏
頂
と
は
捉
え
が
た
い
。

（
４
）
平
安
時
代
前
期
に
遡
る
作
例
で
は
、
安
祥
寺
像
が
正
面
で
条
帛
の
末
端
を
表
さ
な
い
。

（
５
）
松
島
健
「
石
山
寺
多
宝
塔
の
快
慶
作
本
尊
像
」（『
美
術
研
究
』
三
四
一
、一
九
八
八
）。

（
６
）
前
掲
注
５
松
島
論
文
。

（
７
）
滋
賀
県
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
課
編
『
国
宝
石
山
寺
本
堂
修
理
工
事
報
告
書
』（
一
九
六
一
）。

（
柘
植
）左手先（木屎漆の盛り上げが確認できる）

10 ◎大日如来坐像 光堂安置
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像底

頭頂より

10 ◎大日如来坐像 光堂安置
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一
一

◎
不
動
明
王
坐
像
（
図
版
）
本
堂
安
置

全身正面

11 ◎不動明王坐像 本堂安置
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頭部正面

11 ◎不動明王坐像 本堂安置
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全身左斜め

全身左側面全身右側面

全身背面

11 ◎不動明王坐像 本堂安置
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頭部左斜め頭部右斜め

頭部左側面頭部右側面

11 ◎不動明王坐像 本堂安置
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一
一

◎
不
動
明
王
坐
像
（
解
説
）

本
堂
安
置

木
造

彩
色

彫
眼

一
軀

［
法

量
］

像

高

八
六
・
〇

髪
際
高

七
二
・
八

頂
―
顎

二
九
・
一

面

長

一
五
・
九

面

幅

一
五
・
七

耳

張

二
一
・
五

面

奥

二
二
・
七

胸
奥
（
左
）
二
四
・
六

胸
奥
（
右
）
二
四
・
一

腹

奥

二
九
・
四

肘

張

五
五
・
六

膝

張

六
九
・
九

坐

奥

五
五
・
八

膝
高
（
左
）
一
四
・
六

膝
高
（
右
）
一
五
・
七

［
形

状
］

頭
頂
に
莎
髻
を
表
し
、
髪
束
は
八
と
す
る
。
莎
髻
の
元
結
紐
二
条
を
表
す
。
頭
髪
は
総
髪
と

し
、
前
頭
部
で
は
髪
束
を
左
方
に
集
め
弁
髪
を
結
う
。
後
頭
部
で
は
髪
束
を
頭
頂
に
集
め
る
。

弁
髪
は
左
耳
前
を
通
り
、
左
胸
辺
り
ま
で
垂
下
す
る
。
弁
髪
は
紐
七
結
と
し
、
各
紐
二
条
と
す

る
。
前
頭
部
と
弁
髪
は
毛
筋
を
彫
出
し
、
後
頭
部
で
は
省
略
す
る
。
左
こ
め
か
み
に
弁
髪
へ
通

じ
る
編
み
込
み
を
表
す
。
水
波
相
。
眉
根
を
寄
せ
瞋
目
。
上
前
歯
で
下
唇
を
噛
む
。
両
牙
下
出
。

耳
朶
環
状
貫
通
。
三
道
相
。
両
胸
の
括
り
を
各
一
条
、
腹
の
括
り
を
二
条
表
す
。
胸
飾
、
腕
釧
、

臂
釧
を
着
け
る
。
胸
飾
は
背
面
で
は
帯
一
条
で
表
す
が
、
正
面
で
は
消
失
し
て
お
り
、
当
初
は

別
材
製
の
胸
飾
が
付
属
し
て
い
た
か
。
臂
釧
は
、
列
弁
、
紐
一
条
、
連
珠
、
紐
一
条
、
列
弁
と

し
、
外
側
に
花
型
飾
り
を
表
し
、
内
側
へ
向
け
て
紐
二
条
を
表
す
。
腕
釧
は
手
首
側
か
ら
紐
二

条
、
列
弁
と
す
る
。
条
帛
、
裙
を
着
け
る
。
条
帛
は
背
面
で
は
末
端
を
表
す
が
、
正
面
で
は
表

さ
な
い
。
裙
は
上
端
を
一
段
折
り
返
し
、
体
部
前
面
中
央
で
右
前
に
打
ち
合
わ
せ
る
。
折
り
返

し
に
つ
い
て
は
、
腰
布
の
可
能
性
を
留
保
す
る
。
左
手
は
屈
臂
し
て
、
腹
の
高
さ
に
挙
げ
、
掌

を
上
に
し
、
第
一
・
三
指
を
相
捻
じ
、
第
四
指
を
捻
じ
、
第
二
・
五
指
は
軽
く
曲
げ
て
羂
索
を
執

る
。
右
手
は
屈
臂
し
て
腹
の
高
さ
に
挙
げ
、利
剣
を
執
る
。
左
足
を
上
に
し
て
結
跏
趺
坐
す
る
。

［
品
質
構
造
］

針
葉
樹
（
ヒ
ノ
キ
か
）、
一
木
造
、
彩
色
、
彫
眼
。

頭
体
幹
部
は
、
木
心
を
中
央
に
籠
め
た
竪
一
材
よ
り
彫
出
す
る
。
体
幹
部
材
は
両
肘
ま
で
を

含
む
。
背
面
よ
り
内
刳
り
を
施
し
、
別
材
製
の
背
板
を
矧
ぐ
。
こ
の
体
幹
部
材
に
、
横
一
材
製

の
両
脚
部
を
腹
部
の
下
に
か
き
込
む
よ
う
に
し
て
矧
ぐ
。
莎
髻
、
両
前
膊
、
左
手
第
二
・
五
指
、

両
腰
脇
の
三
角
材
、
体
幹
部
と
両
脚
部
材
の
間
の
マ
チ
材
、
高
さ
調
節
の
た
め
の
地
付
き
の
小

材
数
材
を
別
材
と
し
各
矧
ぐ
。

表
面
は
、
漆
地
、
白
下
地
、
朱
と
し
、
左
膝
前
部
に
は
布
貼
り
が
認
め
ら
れ
る
。
臂
釧
、
腕

釧
に
は
漆
箔
を
施
す
。

［
伝

来
］

石
山
寺
本
堂
、
内
陣
向
か
っ
て
左
側
に
安
置
。
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
四
月
国
指
定
。

明
治
三
二
年
、
令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）
修
理
。

［
保
存
状
態
］

当
初
彩
色
の
上
に
施
さ
れ
た
白
下
地
、朱
、黒
漆
、瞳
の
金
泥
の
縁
取
り
は
補
彩
と
見
ら
れ
る
。

表
面
や
像
底
に
見
ら
れ
る
ペ
ー
ス
ト
は
明
治
三
二
年
の
修
理
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
両
腰
脇
の

三
角
材
、
体
幹
部
と
脚
部
の
間
の
マ
チ
材
数
材
、
高
さ
調
節
の
た
め
の
地
付
き
の
小
材
、
体
幹

部
と
両
脚
部
を
緊
結
す
る
鎹
、
持
物
、
光
背
、
台
座
、
以
上
後
補
。

［
時

代
］

平
安
時
代
（
一
〇
世
紀
後
半
）

［
考

察
］

等
身
大
の
不
動
明
王
坐
像
で
あ
る
。
体
幹
部
を
一
木
よ
り
彫
出
す
る
点
や
、
大
振
り
な
目
鼻

立
ち
な
ど
に
は
、
平
安
時
代
前
期
彫
刻
の
名
残
が
感
じ
ら
れ
る
。
一
方
で
、
脚
部
材
を
体
幹
部

材
に
か
き
込
ん
で
矧
ぎ
付
け
る
構
造
や
、
臂
釧
の
角
張
っ
た
連
珠
文
は
、
一
〇
世
紀
後
半
か
ら

一
一
世
紀
前
半
に
か
け
て
多
い
特
徴
で
あ
り
、
や
や
時
代
が
降
る
要
素
も
認
め
ら
れ
る
。
胸
部

の
量
感
を
減
じ
つ
つ
、
腹
部
が
大
き
く
膨
ら
む
側
面
の
量
感
把
握
は
、
一
〇
世
紀
後
半
の
京
都
・

六
波
羅
蜜
寺
薬
師
如
来
坐
像
や
、
正
暦
四
年
（
九
九
三
）
の
滋
賀
・
善
水
寺
不
動
明
王
坐
像
に

近
い
。
両
像
は
天
台
系
の
作
例
と
目
さ
れ
、
真
言
系
の
石
山
寺
に
伝
来
し
た
本
像
と
は
系
統
を

異
に
す
る
も
の
の
、
こ
の
類
似
は
時
代
様
式
の
共
通
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
本
像
の
制
作
時
期
と
し
て
は
一
〇
世
紀
も
後
半
を
想
定
す
る
の
が
妥
当

11 ◎不動明王坐像 本堂安置
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で
あ
ろ
う
（
１
）。

図
像
的
な
面
で
は
、
総
髪
で
弁
髪
は
七
か
所
で
括
り
、
両
眼
を
見
開
き
、
上
歯
で
下
唇
を
噛

む
点
な
ど
が
、
弘
法
大
師
空
海
請
来
の
原
本
を
写
し
た
京
都
・
神
護
寺
高
雄
曼
荼
羅
や
、
空
海

が
構
想
に
関
わ
っ
た
東
寺
講
堂
像
と
い
っ
た
東
密
の
代
表
的
な
不
動
明
王
像
に
通
じ
る
も
の

の
、
頭
頂
に
八
の
髪
束
を
持
つ
莎
髻
を
表
す
点
は
両
作
例
と
異
な
る
。
同
様
の
表
現
を
採
る
作

例
の
う
ち
、
一
〇
世
紀
ま
で
遡
り
得
る
も
の
を
求
め
る
と
、
管
見
の
限
り
で
は
奈
良
・
長
谷
寺

普
門
院
不
動
明
王
坐
像（２
）（
九
世
紀
末
頃
）、
滋
賀
・
菅
山
寺
不
動
明
王
坐
像（３
）（
一
〇
世
紀
末
～

一
一
世
紀
前
半
）
の
二
例
の
み
で
、
珍
し
い
特
徴
と
い
え
よ
う
（
４
）。
な
お
、
左
こ
め
か
み
辺
に
弁

髪
へ
通
じ
る
頭
髪
の
編
み
込
み
を
作
る
点
は
、
他
に
あ
ま
り
見
な
い
表
現
で
あ
り
、
目
を
引
く
。

伝
来
の
面
で
は
、『
石
山
要
記
』
第
二
仏
像
部
の
う
ち
、「
弘
法
大
師
御
作
、
古
老
伝
云
也
、

本
護
摩
堂
本
尊
、
此
堂
退
転
後
移
而
安
置
本
堂
内
陣
。」
と
記
さ
れ
る
不
動
明
王
像
に
本
像
が

当
た
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
記
述
か
ら
元
は
石
山
寺
山
内
に
存
在
し
た
護

摩
堂
の
本
尊
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
が
、
同
じ
く
『
石
山
要
記
』
第
一
堂
舎
「
護
摩
堂
」

の
項
を
見
る
と
「
旧
記
、
護
摩
堂
一
宇
五
間
六
間
、
天
正
時
代
旧
記
、
四
十
年
前
已
前
既
転
倒

（
云
々
・
割
注
）、
其
旧
跡
今
有
護
摩
堂
屋
敷
、
此
堂
本
尊
不
動
明
王
像
、
今
安
置
本
堂
内
陣
也
。」

と
あ
り
、
護
摩
堂
は
遅
く
と
も
室
町
時
代
（
一
六
世
紀
）
に
は
す
で
に
退
転
し
て
い
た
こ
と
が

理
解
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
像
は
中
世
よ
り
石
山
寺
に
伝
来
し
て
い
た
と
わ
か
り
、
造
立

当
初
よ
り
石
山
寺
に
安
置
さ
れ
た
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
石
山
寺
の
一
〇
世
紀
は
、

醍
醐
寺
か
ら
入
寺
し
た
淳
祐
の
弟
子
ら
が
活
動
し
て
い
た
時
期
で（５
）、

本
像
は
真
言
系
の
中
で
も

特
に
醍
醐
寺
に
関
係
す
る
造
像
で
あ
る
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
醍
醐
寺
に
関
わ
る

平
安
時
代
の
不
動
明
王
と
い
え
ば
、
上
醍
醐
の
中
院
に
伝
来
し
、
現
在
は
霊
宝
館
に
所
在
す
る

五
大
明
王
像
の
う
ち
の
不
動
明
王
坐
像
が
想
起
さ
れ
る
も
の
の
（
６
）、
頭
髪
表
現
な
ど
の
図
像
面
で

は
本
像
と
異
な
る
点
も
多
い
。
本
像
は
一
〇
世
紀
の
小
野
流
に
お
け
る
不
動
明
王
図
像
の
多
様

性
を
示
す
一
例
と
い
え
よ
う
。

（
１
）�

本
像
に
言
及
し
た
研
究
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
制
作
年
代
と
し
て
は
、
一
〇
世
紀
後
半
を
想
定
す
る

見
方
が
多
く
、
一
一
世
紀
前
半
ま
で
含
め
る
も
の
も
あ
る
。
以
下
の
諸
文
献
を
参
照
し
た
。
猪
川
和

子
『
石
山
寺
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
七
二
）、
榊
原
吉
郎
「
石
山
寺
の
彫
刻
」（『
佛
敎
藝
術
』

九
四
、一
九
七
三
）、
野
口
武
彦
・
鷲
尾
隆
輝
『
古
寺
巡
礼 

近
江
二 

石
山
寺
』（
淡
交
社
、
一
九
八
〇
）、

山
岸
公
基
「
大
阪
・
常
福
寺
不
動
明
王
坐
像
小
考
」(

武
者
小
路
研
究
室
『
無
遮
』
一
九
九
一)

、
宮
本

忠
雄
「
石
山
寺
の
仏
像
」（
朝
日
新
聞
社
『
週
刊
朝
日
百
科 

日
本
の
国
宝
七
八 

石
山
寺
』
一
九
九
八
）、

奈
良
国
立
博
物
館
編
『
観
音
の
み
て
ら 

石
山
寺
』（
二
〇
〇
二
）、
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
石
山
寺
の
美

―
観
音
・
紫
式
部
・
源
氏
物
語
―
』（
石
山
寺
、
二
〇
〇
八
）。

（
２
）
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
特
別
公
開 

奈
良
・
普
門
院
本
尊 

不
動
明
王
坐
像
』（
二
〇
二
三
）。

（
３
）�

前
掲
注
１
山
岸
論
文
、
見
田
隆
鑑
「
滋
賀
県
余
呉
町
・
菅
山
寺
不
動
明
王
坐
像
考
」（『
名
古
屋
大
学
博

物
館
報
告
』
二
〇
、二
〇
〇
四
）。

（
４
）�

こ
の
莎
髻
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
に
お
い
て
は
後
補
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し

か
し
、莎
髻
の
毛
筋
彫
り
が
前
頭
部
の
毛
筋
彫
り
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
に
は
留
意
さ
れ
よ
う
。
さ
ら
に
、

莎
髻
を
扁
平
な
花
型
に
表
す
の
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
の
高
さ
を
も
っ
て
立
ち
上
げ
る
点
や
、
元
結
紐
を

二
条
表
す
点
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
積
極
的
に
後
補
と
判
断
す
る
こ
と
は
躊
躇
さ
れ
、
む
し
ろ
当
初
の
造

形
と
評
価
す
べ
き
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、現
状
で
は
髻
を
欠
失
す
る
も
の
の
、大
阪
・
常
福
寺
像（
一
〇

世
紀
後
半
）
が
当
初
は
髻
を
有
し
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
注
１
山
岸
論
文
）。
京
都
・
妙

法
院
護
摩
堂
像
に
も
髻
が
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
は
後
補
と
さ
れ
て
い
る
（
伊
東
史
朗
「
妙
法
院
護
摩
堂

不
動
明
王
立
像
に
つ
い
て
―
天
台
系
不
動
像
の
一
系
譜
―
」〈『
佛
敎
藝
術
』
二
三
六
、一
九
九
八
、同
『
平

安
時
代
彫
刻
史
の
研
究
』〔
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
〇
〕
再
録
〉）。
本
像
の
よ
う
に
頭
頂
に
髻
を

戴
く
不
動
明
王
に
つ
い
て
、
入
唐
八
家
の
ひ
と
り
恵
雲
が
請
来
し
た
も
の
と
す
る
見
方
が
あ
る
が
（
中

野
玄
三
『
日
本
の
美
術
二
三
八 

不
動
明
王
像
』〈
至
文
堂
、
一
九
八
六
〉）、
こ
の
見
解
に
は
反
対
意
見
も

提
出
さ
れ
て
い
る
（
見
田
隆
鑑
「
日
本
に
お
け
る
不
動
明
王
の
図
像
展
開
に
関
す
る
一
試
論
―
特
に
頂

髻
を
表
す
不
動
明
王
に
つ
い
て
―
」〈『
密
教
図
像
』
二
四
、二
〇
〇
五
〉）。
本
像
の
典
拠
に
つ
い
て
は
後

考
に
期
し
た
い
。

（
５
）�

柘
植
健
生「
ヲ
コ
ト
点
と
石
山
寺
の
法
脈
」（
大
津
市
歴
史
博
物
館
編『
石
山
寺
―
密
教
と
観
音
の
聖
地
―
』

二
〇
二
四
）。

（
６
）�

津
田
徹
英
「
醍
醐
寺
霊
宝
館
所
在
五
大
明
王
像
考
」（『
佛
敎
藝
術
』
二
五
五
、二
〇
〇
一
、
の
ち
同
『
平

安
密
教
彫
刻
論
』〈
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
五
〉
改
題
の
う
え
再
録
）。

（
柘
植
）

11 ◎不動明王坐像 本堂安置
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頭頂より

像底

11 ◎不動明王坐像 本堂安置
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一
二

◎
如
意
輪
観
音
坐
像
（
図
版
）
豊
浄
殿
安
置

12 ◎如意輪観音菩薩坐像 豊浄殿安置

全身正面
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頭部正面

12 ◎如意輪観音菩薩坐像 豊浄殿安置
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全身背面

全身左側面全身右側面

全身右斜め

12 ◎如意輪観音菩薩坐像 豊浄殿安置
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頭部左斜め頭部右斜め

頭部左側面頭部右側面

12 ◎如意輪観音菩薩坐像 豊浄殿安置
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一
二

◎
如
意
輪
観
音
坐
像
（
解
説
）

豊
浄
殿
安
置

木
造

漆
箔

彫
眼

一
軀

［
法

量
］

総

高

六
〇
・
八

像

高

五
二
・
二

坐

高

四
〇
・
〇

髪
際
高

四
三
・
五

頂
―
顎

一
六
・
七

面

長

七
・
三

面

幅

七
・
五

耳

張

九
・
三

面

奥

九
・
七

胸
奥
（
左
）
一
〇
・
三

胸
奥
（
右
）

九
・
三

腹

奥

一
一
・
七

肘

張

二
三
・
二

膝

張

二
六
・
二

坐

奥

二
〇
・
〇

膝
高
（
右
）

五
・
六

［
形

状
］

高
髻
を
結
い
、頂
部
に
前
後
に
通
る
刻
線
を
一
条
表
す
。
筒
形
宝
冠
を
戴
く
。
宝
冠
上
縁
は
、

前
後
左
右
に
そ
れ
ぞ
れ
各
一
の
山
型
の
突
起
を
表
し
、
そ
の
間
を
弧
線
で
つ
な
ぐ
。
天
冠
台
は

下
か
ら
紐
二
条
・
列
弁
文
帯
と
す
る
。
頭
髪
は
前
面
で
は
マ
バ
ラ
彫
り
と
し
、
他
は
平
彫
り
と

す
る
。
鬢
髪
二
条
耳
を
渡
る
。
白
毫
相
。
半
眼
閉
口
。
耳
朶
環
状
不
貫
。
三
道
相
。
胸
、
腹
の

く
く
り
、
背
面
中
央
を
縦
に
通
る
広
背
筋
を
表
す
と
見
ら
れ
る
刻
線
、
各
一
条
を
表
す
。
へ
そ

を
陰
刻
で
表
す
。
条
帛
、
天
衣
、
裙
、
腰
布
を
付
け
る
。
条
帛
は
、
一
端
が
左
胸
で
上
か
ら
た

く
し
込
ん
で
腹
部
左
前
辺
に
垂
下
し
、
も
う
一
端
が
背
面
左
側
に
垂
下
す
る
。
天
衣
は
、
両
肩

に
か
か
っ
て
両
体
側
へ
垂
下
し
、
腰
横
で
弛
み
を
作
っ
た
の
ち
、
両
前
膊
に
か
か
っ
て
体
側
か

ら
台
座
下
部
へ
垂
下
す
る
（
遊
離
部
は
欠
失
）。
裙
は
腹
前
と
臀
部
に
折
り
返
し
を
一
段
表
す
。

腰
布
は
臀
部
か
ら
腿
に
か
け
て
巻
く
。
右
脛
下
部
よ
り
垂
下
す
る
二
条
の
衣
は
腰
帯
結
び
目
の

両
端
か
。
腕
釧
は
、
下
か
ら
列
弁
・
紐
・
連
珠
・
紐
・
列
弁
と
し
、
外
側
に
菊
座
を
設
け
、
そ

の
中
央
か
ら
連
珠
文
帯
を
通
し
、
前
後
を
内
側
に
渡
る
。
両
腕
を
屈
臂
し
て
、
腹
の
高
さ
に
上

げ
る
。
左
足
を
蓮
花
上
に
踏
み
下
げ
、
右
足
は
踵
を
股
間
に
引
き
寄
せ
、
足
先
を
前
方
に
向
け

て
坐
す
。

台
座
は
岩
石
状
を
呈
し
、左
足
下
に
蓮
華
を
表
す
。
全
体
に
ノ
ミ
痕
を
遺
し
た
仕
上
げ
と
し
、

側
面
か
ら
背
面
に
か
け
て
の
上
部
に
は
波
状
を
表
す
。

［
品
質
構
造
］

針
葉
樹
（
ヒ
ノ
キ
か
）、
一
木
造
、
漆
箔
、
彫
眼
。

頭
体
、
岩
座
ま
で
含
ん
で
木
心
を
前
方
に
外
し
た
竪
一
材
よ
り
彫
出
し
、
内
刳
は
施
さ
な
い
。

両
肩
以
下
を
別
材
と
し
、
両
前
膊
半
ば
、
両
手
首
で
各
矧
ぐ
。
天
衣
遊
離
部
、
右
脛
下
部
よ
り

垂
下
す
る
帯
状
の
衣
、
岩
座
最
後
面
の
小
材
数
材
を
各
矧
ぐ
。
銘
文
を
記
し
た
長
方
形
の
薄
板

を
鉄
釘
二
本
で
岩
座
底
に
打
ち
付
け
る
。
像
底
に
は
前
後
に
通
る
ア
タ
リ
線
が
引
か
れ
る
。
現

状
、
岩
座
底
の
形
状
に
あ
わ
せ
た
黒
漆
塗
り
の
薄
板
に
、
銘
文
を
記
し
た
岩
座
底
の
薄
板
を
嵌

め
込
ん
で
固
定
さ
れ
る
。
垂
髪
金
属
製
。

表
面
は
衣
部
、
肉
身
を
漆
地
に
漆
箔
と
し
、
唇
を
朱
と
す
る
。
頭
髪
は
彩
色
仕
上
げ
と
す
る

が
、
色
は
判
然
と
し
な
い
。

［
伝

来
］

石
山
寺
豊
浄
殿
に
安
置
。
寺
伝
に
は
、
本
堂
の
秘
仏
本
尊
宮
殿
前
に
安
置
さ
れ
る
御
前
立
で

あ
っ
た
と
い
う
。
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）
六
月
国
指
定
。
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
修
理
。

［
保
存
状
態
］

白
毫
、
両
手
先
、
岩
座
最
後
面
の
小
材
数
材
、
金
銅
製
垂
髪
、
表
面
仕
上
げ
、
光
背
（
二
重

円
相
光
）、
岩
座
下
の
黒
漆
塗
り
の
薄
板
、
以
上
後
補
。

［
銘
文
］

岩
座
裏
に
墨
書
あ
り
。「
奉
修
覆
／
真
言
供
／
本
堂
天
／
等
と
／
□
文
下
（
花
押
）
ヵ
」

［
時

代
］

平
安
時
代
（
一
〇
～
一
一
世
紀
）

［
考

察
］

本
像
は
、
筒
形
の
丈
高
い
宝
冠
や
、
半
月
形
に
近
い
眼
の
形
状
、
や
や
め
く
れ
た
唇
、
太
い

衣
文
な
ど
に
、
平
安
時
代
中
期
（
一
〇
世
紀
）
の
要
素
を
色
濃
く
残
し
て
い
る
。
た
だ
、
面
部

は
球
形
に
近
く
、
衣
文
も
前
代
の
も
の
に
比
べ
る
と
穏
や
か
さ
を
増
し
て
お
り
、
時
代
の
下
降

を
感
じ
さ
せ
る
。
臂
釧
に
表
さ
れ
た
連
珠
文
が
角
張
っ
て
い
る
点
は
、
一
〇
世
紀
末
か
ら
一
一

12 ◎如意輪観音菩薩坐像 豊浄殿安置
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世
紀
初
め
に
か
け
て
の
作
例
に
多
く
見
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
像
の
造
立
も
同
時
期
と
判
断

で
き
よ
う（

１
）。

本
像
は
、
岩
座
に
坐
す
点
、
左
足
を
踏
み
下
げ
る
点
、
二
臂
で
あ
る
点
な
ど
が
、
現
在
の
石

山
寺
本
尊
と
共
通
す
る
。
こ
う
し
た
像
容
を
示
す
作
例
は
、
本
像
と
石
山
寺
本
尊
像
を
除
け

ば
、
石
山
寺
の
二
軀
の
如
意
輪
観
音
坐
像（２
）、
奈
良
・
西
大
寺
如
意
輪
観
音
坐
像
（
平
安
時
代
）

が
挙
げ
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
像
は
石
山
寺
本
尊
像
の
模
刻
と
考
え
る
の
が

自
然
と
い
え
よ
う
。
石
山
寺
本
尊
像
は
、
天
平
宝
字
六
年
（
七
六
二
）
に
完
成
し
、
承
暦
二
年

（
一
〇
七
八
）
の
火
災
に
よ
っ
て
損
傷
を
受
け
て
お
り
、
当
初
の
像
容
に
つ
い
て
議
論
が
あ
る（

３
）。

本
像
は
承
暦
二
年
の
火
災
を
遡
る
時
期
の
制
作
で
、
当
初
の
石
山
寺
本
尊
像
の
像
容
を
検
討
す

る
上
で
の
最
重
要
作
例
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

本
像
の
踏
み
下
げ
る
左
足
下
の
岩
座
に
は
、
中
国
の
石
窟
や
日
本
古
代
の
仏
像
に
散
見
さ
れ

る
山
岳
文
様
に
似
た
表
現
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
観
音
の
住
ま
う
補
陀
落
山
を
意
識
し
た
表
現
と

も
思
わ
れ
、
注
目
さ
れ
よ
う
（
４
）。

な
お
、
像
底
の
薄
板
に
は
墨
書
が
あ
り
、
書
風
な
ど
か
ら
判
断
し
て
中
世
に
遡
る
銘
記
と
も

思
わ
れ
る
。「
本
堂
」「
真
言
供
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
本
像
は
本
堂
に
お
け
る
如

意
輪
観
音
の
真
言
供
の
本
尊
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
、
寺
伝
の
通
り
御
前
立
で
あ
っ
た
可
能
性

は
高
い
。
石
山
寺
本
尊
が
秘
仏
と
な
っ
た
明
確
な
時
期
は
判
然
と
し
な
い
が
、
開
扉
の
記
録
と

し
て
は
、
後
土
御
門
天
皇
の
勅
許
に
よ
る
寛
正
六
年
（
一
四
六
五
）
が
古
い（５
）。

少
な
く
と
も

一
五
世
紀
に
は
秘
仏
化
が
進
ん
で
い
た
よ
う
で
、
こ
の
頃
に
本
像
が
御
前
立
と
さ
れ
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
よ
う
。

（
１
）�

先
行
研
究
に
お
い
て
も
一
〇
世
紀
の
制
作
と
す
る
か
、
一
〇
世
紀
末
か
ら
一
一
世
紀
初
期
の
制
作
と

す
る
見
方
が
多
い
。
井
上
一
稔
「
奈
良
時
代
の
「
如
意
輪
」
観
音
信
仰
と
そ
の
造
像
―
石
山
寺
像
を

中
心
に
―
」（『
美
術
研
究
』
三
五
三
、一
九
九
二
、
同
『
奈
良
・
平
安
彫
刻
の
文
化
史
的
研
究
』〈
法

蔵
館
、
二
〇
二
五
〉
再
録
）、
同
『
日
本
の
美
術
三
一
二 

如
意
輪
観
音
像
・
馬
頭
観
音
像
』（
至
文
堂
、

一
九
九
二
）、
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
観
音
の
み
て
ら 

石
山
寺
』（
二
〇
〇
二
）
な
ど
を
参
照
。

（
２
）�

一
軀
は
法
輪
院
本
尊
の
如
意
輪
観
音
坐
像
（
平
安
～
鎌
倉
時
代
〈
一
二
～
一
三
世
紀
〉）、
も
う
一
軀
は

光
堂
本
尊
の
如
意
輪
観
音
坐
像
（
江
戸
時
代
〈
一
七
世
紀
〉）
で
あ
る
。

（
３
）�

前
掲
注
１
井
上
論
文
参
照
。
な
お
、
同
論
文
で
は
、
造
立
当
初
の
石
山
寺
本
尊
像
は
、
如
意
輪
観
音
で

は
な
く
聖
観
音
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
本
像
の
尊
名
に
つ
い
て
も
当
初
は
聖
観
音
で

あ
っ
た
可
能
性
が
想
起
さ
れ
る
。
た
だ
、
一
〇
世
紀
中
頃
ま
で
に
は
石
山
寺
本
尊
像
が
如
意
輪
観
音
と

し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
吉
川
聡
氏
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
お
り
、
本
像
は
当
初
よ
り
如
意
輪
観
音
と
し

て
造
像
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
た
め
、
本
書
で
は
如
意
輪
観
音
と
し
て
掲
載
し
た
。
吉
川
聡
「
執
金
剛

神
か
ら
蔵
王
権
現
へ
―
天
神
信
仰
に
及
ぶ
―
」（
栄
原
永
遠
男
、
佐
藤
信
、
吉
川
真
司
編
『
東
大
寺
の
美

術
と
考
古
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
六
）
参
照
。

（
４
）�

柘
植
健
生
「
コ
ラ
ム 

石
山
寺
本
尊
の
姿
―
印
相
・
台
座
―
」（
大
津
市
歴
史
博
物
館
編
『
石
山
寺
―
密
教

と
観
音
の
聖
地
―
』
二
〇
二
四
）
に
て
類
似
の
指
摘
を
行
っ
た
。

（
５
）�

大
野
瑞
男
「
近
世
の
石
山
寺
」（
石
山
寺
文
化
財
綜
合
調
査
団
編
『
石
山
寺
資
料
叢
書 

近
世
文
書
集
成
』

法
蔵
館
、
二
〇
〇
一
）。

（
柘
植
）像底

像底 墨書

12 ◎如意輪観音菩薩坐像 豊浄殿安置
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一
三

吉
祥
天
立
像
（
図
版
）
豊
浄
殿
安
置

全身正面

13 吉祥天立像 豊浄殿安置
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頭部正面

13 吉祥天立像 豊浄殿安置
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全身左斜め

全身左側面全身右側面

全身背面

13 吉祥天立像 豊浄殿安置
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頭部左斜め頭部右斜め

頭部左側面頭部右側面

13 吉祥天立像 豊浄殿安置
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一
三

吉
祥
天
立
像
（
解
説
）  

豊
浄
殿
安
置

木
造

彩
色

彫
眼

一
軀

［
法

量
］

像

高

九
七
・
三

髪
際
高

八
四
・
六

頂
―
顎

二
一
・
三

面

長

一
〇
・
七

面

幅

九
・
五

面

奥

一
四
・
五

胸
奥
（
左
）
一
七
・
六

胸
奥
（
右
）
一
七
・
一

腹

奥

一
八
・
五

肘

張

三
二
・
三

袖

張

三
五
・
二

裾

張

二
五
・
五

足
先
開
（
内
）

足
先
開
（
外
）

一
三
・
八

［
形

状
］

髻
を
二
束
に
結
い
、
正
面
に
蓮
弁
形
の
飾
り
を
表
す
。
髻
下
部
に
元
結
紐
一
条
を
表
す
。
地

髪
は
正
面
で
は
マ
バ
ラ
彫
り
と
し
、
他
は
平
彫
り
と
す
る
。
耳
朶
環
状
貫
通
。
半
眼
閉
口
。
首

に
く
び
れ
を
三
条
表
す
。
二
枚
の
内
衣
、
筒
袖
衣
、
大
袖
衣
、

袖
衣
、
襠
衣
、
裙
、
蔽
膝

を
着
け
る
。
二
枚
の
内
衣
は
胸
元
に
Ｕ
字
に
覗
く
。 

襠
衣
は
大
腿
部
半
ば
辺
ま
で
を
覆
い
、

腰
紐
で
締
め
る
。
さ
ら
に
、
上
部
を
一
段
折
り
返
し
て
、
胸
元
か
ら
背
中
に
か
け
て
裏
面
を
見

せ
る
。
蔽
膝
は
正
面
で
腰
紐
か
ら
垂
下
し
、
地
付
き
ま
で
達
す
る
。
左
手
は
屈
臂
し
て
腹
の
高

さ
に
挙
げ
、
仰
掌
し
て
蓮
台
上
に
宝
珠
を
の
せ
る
。
右
手
は
垂
下
し
て
五
指
を
伸
べ
、
掌
を
前

方
へ
向
け
る
。
先
端
が
三
山
型
を
呈
す
る
沓
を
履
き
、
台
座
上
に
直
立
す
る
。

［
品
質
構
造
］

針
葉
樹
（
ヒ
ノ
キ
か
）、
一
木
造
、
彩
色
、
彫
眼
。

両
手
首
先
に
別
材
を
矧
ぐ
以
外
、
木
心
を
沓
裏
あ
た
り
に
わ
ず
か
に
籠
め
た
竪
一
材
よ
り
彫

出
し
、
内
刳
り
は
施
さ
な
い
。
像
底
は
円
形
を
呈
し
、
中
央
に
一
部
ノ
ミ
痕
が
残
る
も
の
の
、

大
半
は
鋸
挽
き
と
な
る
。

彩
色
に
つ
い
て
、頭
髪
は
現
状
不
明
。
髻
正
面
の
蓮
弁
形
の
飾
り
中
央
に
半
截
花
文
を
表
し
、

漆
箔
で
縁
取
る
。
内
側
の
内
衣
は
現
状
不
明
。
外
側
の
内
衣
は
衣
縁
を
漆
箔
で
縁
取
る
。
筒
袖

衣
は
、
表
を
薄
い
緑
色
、
裏
は
薄
い
朱
と
す
る
が
、
漆
箔
に
よ
る
衣
縁
の
縁
取
り
や
、
内
外
区

の
塗
り
分
け
が
な
く
、
後
補
の
可
能
性
を
留
保
す
る
。
大
袖
衣
は
内
区
を
朱
色
、
外
区
は
内
側

か
ら
白
色
、
墨
色
、
漆
箔
で
縁
取
る
。
大
袖
衣
裏
は
、
内
区
を
緑
色
、
外
区
を
朱
色
と
し
、
漆

箔
で
衣
縁
を
縁
取
る
。
鰭
袖
衣
は
、
括
り
部
の
上
を
朱
色
、
鰭
袖
部
は
中
央
に
半
截
の
繧
繝
彩

色
に
よ
る
宝
相
華
を
表
し
、
朱
線
で
縁
取
る
。

襠
衣
表
は
、
内
区
を
朱
色
と
し
、
肩
口
の
衣

縁
に
半
截
の
木
瓜
文
を
配
し
、
界
線
は
漆
箔
と
す
る
。
胸
元
に
Ｕ
字
状
に
現
れ
る

襠
衣
裏
は

上
か
ら
漆
箔
の
界
線
、
緑
青
、
漆
箔
の
界
線
と
し
、
衣
縁
は
緑
青
で
プ
リ
ー
ツ
を
表
す
。
裙
は

緑
色
と
朱
色
の
色
帯
を
縦
に
交
互
に
配
す
る
。
蔽
膝
は
内
区
を
緑
色
と
し
、
格
子
文
を
表
す
。

格
子
文
は
銀
截
金
に
よ
る
か
。
外
区
は
朱
色
と
し
、
半
截
の
木
瓜
文
を
配
す
る
。
内
外
区
の
界

線
及
び
衣
縁
は
漆
箔
と
す
る
。
沓
は
緑
色
と
し
、
半
截
花
文
を
表
し
た
う
え
、
周
縁
部
を
漆
箔

と
す
る
。

［
伝

来
］

石
山
寺
山
内
、
豊
浄
殿
に
安
置
。
令
和
六
年
（
二
〇
二
四
）
ま
で
石
山
寺
本
堂
に
安
置
さ
れ

て
い
た
が
、
そ
の
後
石
山
寺
豊
浄
殿
に
移
安
。

［
保
存
状
態
］

肉
身
部
に
施
さ
れ
た
錆
漆
地
と
朱
彩
、
持
物
、
宝
冠
、
光
背
、
台
座
、
以
上
後
補
。
面
相
部

は
眼
の
周
辺
を
中
心
に
彫
り
直
し
が
あ
る
か
。

［
時

代
］

平
安
時
代
（
一
〇
～
一
一
世
紀
）

［
考

察
］

本
像
は
、
猪
川
和
子
氏
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
た
作
例
で
あ
る
。
氏
は
当
初
、
本
像
の
張
り
の

あ
る
頬
や
、
腹
部
の
衣
の
た
く
れ
方
、
蔽
膝
の
旋
転
の
仕
方
な
ど
は
鎌
倉
時
代
の
特
徴
を
示
す

も
の
と
し
た
（
１
）。

ま
た
、
続
く
論
考
に
お
い
て
は
、
本
像
を
鎌
倉
時
代
以
後
の
作
と
し
、
や
や
時

代
を
降
ら
せ
る
よ
う
に
見
方
を
修
正
し
て
い
る
（
２
）。

そ
の
後
、
論
考
や
展
覧
会
な
ど
で
本
像
が
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
二
〇
〇
〇
年
代
か
ら
は
、
一
木
造
の
構
造
や
柔

ら
か
な
衣
文
表
現
に
古
様
を
認
め
、
平
安
時
代
（
一
〇
～
一
一
世
紀
）
の
作
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
き
た
（
３
）。

本
像
の
構
造
は
、
木
心
を
内
に
籠
め
た
内
刳
り
の
な
い
一
木
造
の
構
造
で
、
丸
太
を
思
わ
せ

13 吉祥天立像 豊浄殿安置
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る
材
の
用
い
方
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
構
造
は
、
平
安
時
代
前
中
期
の
作
例
の
ほ
か
、
室
町
時

代
の
模
古
作
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
体
幹
部
に
加
え
、
両
肩
以
下
、
袖
先
ま
で
含
め

て
一
木
か
ら
彫
出
す
る
点
か
ら
す
れ
ば
、本
像
を
中
世
ま
で
下
ら
せ
る
の
は
違
和
感
を
覚
え
る
。

ま
た
、
正
面
の
衣
文
は
浅
く
穏
や
か
な
が
ら
も
、
大
袖
や
背
面
の
衣
文
は
深
く
、
鋭
さ
を
感

じ
さ
せ
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
は
平
安
時
代
中
期
ま
で
遡
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、猪
川
氏
が
、

鎌
倉
時
代
の
特
徴
を
示
す
と
し
た
丸
み
の
あ
る
面
部
は
、
眼
の
周
辺
を
中
心
に
彫
直
し
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
こ
と
に
加
え
、
後
補
の
錆
漆
と
肉
色
に
よ
っ
て
彫
刻
面
が
損
な
わ
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
構
造
、
衣
文
表
現
に
見
ら
れ
る
古
様
を
認
め
、
平
安
時
代
の
作
と
す
る
の
が
穏
当

と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
体
軀
に
お
い
て
十
分
な
奥
行
を
確
保
し
、
極
め
て
大
振
り
な
髻
を
表

す
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
一
〇
世
紀
後
半
か
ら
一
一
世
紀
初
頭
ま
で
遡
る
可
能
性
を
考
え
た
い
。

当
初
の
彩
色
が
残
る
こ
と
も
含
め
、
吉
祥
天
彫
像
の
古
例
と
し
て
貴
重
な
存
在
と
い
え
よ
う
。

本
像
に
つ
い
て
は
、
尊
賢
撰
『
石
山
要
記
』
第
二
仏
像
部
の
「
毘
沙
門
天
像
」
の
項
に
記
述

が
あ
り
（
４
）、「
毘
沙
門
天
像

立
像
長

古
代
制
作
何
堂
本
尊
乎
不
詳
、
今
禮
堂
一
間
安
置
之
、

脇
士
二
天
像
長
是
亦
已
前
何
處
安
置
乎
、
其
義
不
詳
、
此
像
四
天
王
内
也
、
以
持
物
可
勘
知

之
、
吉
祥
天
像
是
亦
由
来
不
詳
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。『
石
山
要
記
』
の
写
本
は
、
文
化
六

年
（
一
八
〇
九
）
の
尊
賢
自
筆
本
が
残
っ
て
い
る
た
め
、
少
な
く
と
も
本
像
が
一
九
世
紀
初
期

か
ら
石
山
寺
本
堂
に
伝
来
し
て
い
た
こ
と
、
そ
の
時
点
で
す
で
に
由
来
が
不
明
に
な
っ
て
い
た

こ
と
が
判
明
す
る
。

（
１
）�

猪
川
和
子
「
吉
祥
天
彫
像
」（『
美
術
研
究
』
二
一
〇
、一
九
六
〇
、
同
『
日
本
古
彫
刻
史
論
』〈
講
談
社
、

一
九
七
五
〉
再
録
）。

（
２
）
猪
川
和
子
『
石
山
寺
』（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
七
二
）。

（
３
）�

大
津
市
歴
史
博
物
館
編『
石
山
寺
と
湖
南
の
仏
像
―
近
江
と
南
都
を
結
ぶ
仏
の
道
―
』（
二
〇
〇
八
）、同『
湖

都
大
津
社
寺
の
名
宝
―
大
津
の
仏
像
・
神
像
入
門
―
』（
二
〇
〇
九
）、
同
『
神
仏
の
か
た
ち
―
湖
都
大

津
の
仏
像
と
神
像
―
』（
二
〇
一
八
）、
同
『
石
山
寺
―
密
教
と
観
音
の
聖
地
―
』（
二
〇
二
四
）。

（
４
）
石
山
寺
文
化
財
総
合
調
査
団
編
『
石
山
寺
史
料
叢
書 

寺
誌
篇
第
一
』（
法
蔵
館
、
二
〇
〇
六
）。（

柘
植
）

蔽膝 部分

像底

13 吉祥天立像 豊浄殿安置



108

一
四

如
意
輪
観
音
坐
像
（
図
版
）
豊
浄
殿
安
置

全身正面

14 如意輪観音坐像 豊浄殿安置
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頭部正面

14 如意輪観音坐像 豊浄殿安置
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全身左斜め

全身左側面全身右側面

全身背面

14 如意輪観音坐像 豊浄殿安置
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頭部左斜め頭部右斜め

頭部左側面頭部右側面

14 如意輪観音坐像 豊浄殿安置
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一
四

如
意
輪
観
音
坐
像
（
解
説
）    

豊
浄
殿
安
置

木
造

彩
色

彫
眼

一
軀

［
法

量
］

像

高

五
六
・
四

髪
際
高

四
四
・
五

頂
―
顎

二
二
・
一

面

長

一
〇
・
五

面

幅

八
・
七

耳

張

一
一
・
六

面

奥

一
二
・
四

胸
奥
（
左
）
一
四
・
七

胸
奥
（
右
）
一
四
・
八

腹

奥

一
四
・
〇

膝

張

三
七
・
六

坐

奥

三
一
・
三

膝
高
（
左
）

八
・
九

膝
高
（
右
）

八
・
九

［
形

状
］

筒
形
宝
冠
を
戴
く
。
宝
冠
上
縁
は
、
八
つ
の
山
型
の
突
起
を
表
す
。
宝
冠
頂
部
か
ら
髻
を
覗

か
せ
る
。
天
冠
台
は
列
弁
文
帯
と
す
る
。
頭
髪
は
前
面
で
は
マ
バ
ラ
彫
り
と
し
、
他
は
平
彫
り

と
す
る
。
半
眼
と
し
、
上
瞼
を
波
打
た
せ
る
。
閉
口
。
耳
朶
環
状
不
貫
。
三
道
相
。
胸
、
腹
の

く
く
り
、
各
一
条
を
表
す
。
条
帛
、
天
衣
、
裙
、
腰
布
を
着
け
る
。
条
帛
は
一
端
を
左
胸
で
上

か
ら
た
く
し
込
ん
で
腹
部
左
前
辺
に
垂
下
す
る
。
天
衣
は
両
肩
に
か
か
る
。
裙
は
体
部
正
面
に

折
り
返
し
を
一
段
表
し
、
正
面
や
や
右
寄
り
で
右
前
に
打
ち
合
わ
せ
る
よ
う
で
あ
る
（
左
足
裏

を
通
る
衣
が
裙
の
一
端
か
）。
腰
布
は
両
大
腿
部
半
ば
辺
り
ま
で
を
覆
う
。
右
大
腿
部
を
覆
う

腰
布
は
、
外
側
か
ら
右
大
腿
部
裏
と
右
脹
脛
の
間
に
巻
き
込
ま
れ
る
。
頭
部
を
や
や
右
に
傾
け

る
。
右
膝
を
立
て
、
左
脚
を
寝
か
せ
、
両
足
裏
を
合
わ
せ
る
輪
王
坐
で
坐
す
。

［
品
質
構
造
］

針
葉
樹
（
サ
ク
ラ
か
）、
一
木
造
、
彩
色
、
彫
眼
。

頭
体
幹
部
は
、
木
心
を
右
斜
め
後
方
に
籠
め
る
サ
ク
ラ
の
竪
一
材
か
ら
彫
出
し
、
内
刳
り
は

施
さ
な
い
。
こ
の
体
幹
部
材
に
、
右
腰
部
地
付
き
か
ら
、
右
膝
部
、
左
脚
部
上
面
を
形
成
す
る

サ
ク
ラ
の
横
一
材
と
、左
脚
部
下
半
と
右
脛
よ
り
下
部
を
形
成
す
る
バ
ラ
科
の
一
材
を
各
矧
ぐ
。

サ
ク
ラ
の
脚
部
材
は
、
体
幹
部
材
の
腹
部
よ
り
下
に
か
き
込
む
。
な
お
、
こ
の
脚
部
材
は
右
腰

部
ま
で
を
含
む
た
め
、
体
幹
部
と
の
接
合
面
が
像
底
で
L
字
に
近
い
形
状
を
呈
す
る
。

［
伝

来
］

石
山
寺
山
内
、豊
浄
殿
に
安
置
。
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
に
制
作
さ
れ
た
『
石
山
伝
記
』

巻
第
六
「
仏
像
記
」
に
は
、「
木
製
長
一
尺
八
寸
作
者
年
代
不
詳
」
と
記
さ
れ
る
如
意
輪
観
音

像
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
法
量
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
本
像
が
こ
の
如
意
輪
観
音
像
に
該
当

す
る
可
能
性
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
明
治
時
代
に
は
石
山
寺
に
伝
来
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
（
１
）。

平
成
一
三
年
（
二
〇
〇
一
）
修
理
。

［
保
存
状
態
］

両
肩
以
下
、
頭
部
耳
後
ろ
・
左
踵
付
近
・
右
脛
・
左
脚
部
上
面
・
右
足
外
側
の
裙
の
衣
端
・

右
足
先
・
裳
先
の
小
材
、
地
付
き
と
表
面
の
干
割
れ
、
朽
損
を
埋
め
る
木
屎
漆
、
白
毫
、
持
物
、

表
面
の
古
色
、
以
上
後
補
。
像
底
で
は
朽
損
が
甚
だ
し
く
、
面
部
は
眼
の
周
囲
を
中
心
に
彫
直

し
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

［
時

代
］

平
安
時
代
（
一
〇
～
一
一
世
紀
）

［
考

察
］

本
像
は
、
か
つ
て
後
補
の
漆
箔
に
覆
わ
れ
、
江
戸
時
代
の
作
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
平

成
一
三
年
の
修
理
で
面
目
を
一
新
し
、
井
上
一
稔
氏
に
よ
っ
て
平
安
時
代
の
作
と
し
て
報
告
さ

れ
た
（
２
）。

井
上
氏
は
、
一
木
造
の
構
造
、
共
木
の
宝
冠
、
全
体
的
に
穏
や
か
な
表
現
、
太
い
耳
輪
等
の

特
徴
か
ら
お
お
よ
そ
一
〇
～
一
一
世
紀
に
か
け
て
の
作
と
判
断
し
た
。
ま
た
、
本
像
の
下
膨
れ

の
顔
立
ち
や
、
サ
ク
ラ
材
の
使
用
か
ら
、
京
都
・
醍
醐
寺
如
意
輪
観
音
坐
像
の
系
譜
を
引
き
継

ぐ
も
の
と
想
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
天
衣
を
着
け
、
腰
布
の
結
び
目
を
表
さ
な
い
な
ど
、
平

安
時
代
前
中
期
の
如
意
輪
観
音
像
の
中
で
は
新
し
い
要
素
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
本
像
の
造
像

背
景
と
し
て
、
如
意
輪
観
音
の
次
第
を
完
成
さ
せ
た
、
石
山
寺
第
三
代
座
主
・
淳
祐
（
八
九
〇

～
九
五
三
）
の
存
在
が
あ
っ
た
可
能
性
も
指
摘
す
る
。

石
山
寺
と
い
う
伝
来
環
境
を
踏
ま
え
て
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
本
像
が
如
意
輪
観
音
坐
像

（
五
）
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
制
作
と
み
ら
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
上
方
へ
尖
っ
た
細
長
い
耳

14 如意輪観音坐像 豊浄殿安置
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の
形
状
、
な
だ
ら
か
な
胸
部
か
ら
丸
く
突
き
出
る
腹
部
へ
と
つ
な
が
る
側
面
観
、
肩
幅
に
対
し

腰
が
大
き
く
く
び
れ
た
正
面
観
な
ど
、
強
い
同
時
代
性
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
二
軀
の
如
意
輪
観
音
坐
像
の
制
作
を
や
や
遡
る
一
〇
世
紀
中
頃
に
は
、
天
平
宝
字
年

間
（
七
五
七
～
七
六
五
）
に
「
観
音
」
と
し
て
造
営
さ
れ
た
石
山
寺
本
尊
像
が
、
二
臂
の
如
意

輪
観
音
像
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
（
３
）。
ま
た
、
一
〇
世
紀
末
～
一
一
世
紀
初
め
は
、
淳

祐
の
弟
子
筋
が
石
山
寺
に
お
い
て
盛
ん
に
活
動
し
て
い
た
時
期
で
も
あ
る
（
４
）。
つ
ま
り
、
一
〇
世

紀
の
石
山
寺
に
お
い
て
は
、
二
臂
如
意
輪
観
音
に
対
す
る
信
仰
が
明
確
に
な
る
と
と
も
に
、
淳

祐
に
よ
っ
て
六
臂
如
意
輪
観
音
が
導
入
さ
れ
た
と
捉
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
石
山
寺
の
多
様
な
如
意
輪
観
音
信
仰
の
下
、
本
像
と
如
意
輪
観
音

坐
像
（
五
）
が
必
要
と
さ
れ
、
あ
ま
り
時
を
置
か
ず
に
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
密
教
修

学
と
観
音
信
仰
と
い
う
両
側
面
を
有
す
る
石
山
寺
の
歴
史
を
反
映
し
た
好
例
と
い
え
よ
う
。

（
１
）�『
石
山
伝
記
』
の
記
載
に
つ
い
て
は
、井
上
一
稔
「
新
出
・
石
山
寺
蔵
如
意
輪
観
音
坐
像
を
め
ぐ
っ
て
」（『
博

物
館
学
年
報
』
三
五
、二
〇
〇
三
、同
『
奈
良
・
平
安
彫
刻
の
文
化
史
的
研
究
』〈
法
蔵
館
、二
〇
二
五
〉
再
録
）

に
言
及
が
あ
る
。

（
２
）�

前
掲
注
１
井
上
論
文
。
そ
の
後
の
展
覧
会
図
録
で
は
、
井
上
氏
の
見
解
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
大
津
市

歴
史
博
物
館
編
『
石
山
寺
と
湖
南
の
仏
像
―
近
江
と
南
都
を
結
ぶ
仏
の
道
―
』（
二
〇
〇
八
）、
同
『
石

山
寺
―
密
教
と
観
音
の
聖
地
―
』（
二
〇
二
四
）
参
照
。

（
３
）�

吉
川
聡「
執
金
剛
神
か
ら
蔵
王
権
現
へ
―
天
神
信
仰
に
及
ぶ
―
」（
栄
原
永
遠
男
、佐
藤
信
、吉
川
真
司
編『
東

大
寺
の
美
術
と
考
古
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
六
）。

（
４
）�

築
島
裕
『
平
安
時
代
訓
点
本
論
考
』（
汲
古
書
院
、一
九
九
六
）、柘
植
健
生
「
ヲ
コ
ト
点
と
石
山
寺
の
法
脈
」

（
前
掲
注
２
大
津
市
歴
史
博
物
館
編
書
）。

（
柘
植
）

像底
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一
五

地
蔵
菩
薩
立
像
（
図
版
）
法
輪
院
安
置

全身正面

15 地蔵菩薩立像 法輪院安置
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頭部正面

15 地蔵菩薩立像 法輪院安置
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全身左斜め

全身左側面全身右側面

全身背面

15 地蔵菩薩立像 法輪院安置
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頭部左斜め頭部右斜め

頭部左側面頭部右側面

15 地蔵菩薩立像 法輪院安置
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一
五

地
蔵
菩
薩
立
像
（
解
説
）

法
輪
院
安
置

木
造

彩
色

彫
眼

一
軀

［
法

量
］

像

高

三
九
・
二

頂
―
顎

八
・
六

面

幅

五
・
三

耳

張

七
・
四

面

奥

七
・
五

胸
奥
（
左
）

五
・
七

胸
奥
（
右
）

六
・
〇

腹

奥

七
・
〇

肘

張

一
四
・
〇

袖

張

一
五
・
一

裾

張

一
三
・
九

足
先
開
（
内
）

三
・
〇

足
先
開
（
外
）

七
・
三

［
形

状
］

頭
部
は
円
頂
と
す
る
。
白
毫
を
表
す
。
閉
口
。
耳
朶
環
状
不
貫
。
三
道
を
表
す
。
左
手
は
屈

臂
し
て
掌
を
上
に
し
て
宝
珠
を
持
つ
。
右
手
は
垂
下
し
て
掌
を
正
面
に
向
け
与
願
印
を
表
す
。

両
足
を
軽
く
開
き
、
わ
ず
か
に
腰
を
左
に
ひ
ね
っ
て
立
つ
。

覆
肩
衣
・
袈
裟
・
裙
を
各
つ
け
る
。
覆
肩
衣
は
上
端
を
一
段
折
り
返
し
、
左
肩
か
ら
右
肩
に

か
け
、
右
腕
の
大
半
を
覆
う
。
ま
た
右
脇
腹
で
袈
裟
に
た
く
し
込
ま
れ
る
。
袈
裟
は
左
肩
か
ら

左
腕
に
掛
け
、
上
縁
を
一
段
折
り
返
し
て
背
面
か
ら
右
脇
腹
を
通
っ
て
末
端
は
左
肩
か
ら
左
肘

に
か
か
る
。
裙
は
袈
裟
の
下
に
つ
け
、
両
足
の
間
で
右
前
に
打
ち
合
わ
せ
る
。

［
品
質
構
造
］

針
葉
樹
（
ヒ
ノ
キ
か
）、
一
木
造
り
、
古
色
、
彫
眼
。

頭
体
幹
部
を
通
し
、
両
肩
以
下
を
含
ん
で
木
心
を
背
面
右
後
方
遠
く
に
去
る
竪
一
材
よ
り
彫

出
し
、
内
刳
り
を
施
さ
な
い
。
こ
の
体
幹
部
材
に
、
白
毫
、
鼻
先
、
右
耳
の
耳
輪
の
大
部
分
、

左
耳
の
耳
輪
の
上
部
、
両
手
先
、
両
足
先
、
右
袖
先
、
覆
肩
衣
の
垂
下
部
の
先
端
、
左
袖
先
、

袈
裟
一
重
目
の
垂
下
部
の
先
端
、
袈
裟
二
重
目
の
先
端
、
左
右
の
裙
裾
の
先
端
を
各
矧
ぐ
。
両

手
先
は
挿
し
込
み
矧
ぎ
と
す
る
。両
足
先
は
像
底
に
方
形
の
刳
り
込
み
を
左
右
一
ず
つ
つ
く
り
、

両
足
先
材
を
は
め
る
。
像
底
に
丸
孔
を
あ
け
、
丸
枘
を
挿
し
込
ん
で
台
座
上
に
立
て
る
。
持
物

（
宝
珠
）
別
材
製
。

表
面
は
大
略
灰
黒
色
を
呈
す
る
。
漆
地
か
古
色
塗
に
よ
る
も
の
か
不
明
。
着
衣
の
一
部
に
朱

が
残
存
す
る
か
。

［
伝

来
］

石
山
寺
山
内
の
法
輪
院
に
安
置
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
過
去
に
は
豊
浄
殿
に
安
置
さ
れ
て
い
た

時
期
も
あ
り
、
当
初
の
安
置
場
所
は
不
明
。

［
保
存
状
態
］

白
毫
、
鼻
先
、
右
耳
の
耳
輪
の
大
部
分
、
左
耳
の
耳
輪
の
上
部
、
両
手
先
、
両
足
先
、
右
袖

先
、
覆
肩
衣
の
垂
下
部
の
先
端
、
左
袖
先
、
袈
裟
一
重
目
の
垂
下
部
の
先
端
、
袈
裟
二
重
目
の

先
端
、
左
右
の
裙
裾
の
先
端
、
持
物
、
表
面
彩
色
の
大
半
、
各
後
補
。
像
底
の
丸
枘
は
後
補
だ

が
、
当
初
か
ら
こ
の
構
造
か
不
明
。

［
時

代
］

平
安
時
代
（
一
〇
世
紀
）

［
考

察
］

像
高
は
約
四
〇
セ
ン
チ
程
度
の
小
像
な
が
ら
、体
部
に
比
し
て
大
き
め
に
作
ら
れ
る
頭
部
や
、

大
ぶ
り
な
耳
の
表
現
な
ど
、
ど
こ
か
童
子
を
思
わ
せ
る
像
で
あ
る
。

頭
部
は
円
頂
と
し
、
覆
肩
衣
・
袈
裟
・
裙
を
着
け
ほ
ぼ
直
立
す
る
姿
と
な
る
。
構
造
は
頭
体

幹
部
の
両
肩
以
下
ま
で
を
含
ん
だ
大
半
を
一
材
か
ら
彫
出
し
、内
刳
り
を
施
さ
な
い
一
木
造
で
、

像
底
に
丸
枘
を
差
し
込
ん
で
立
て
ら
れ
る
。
現
状
、
表
面
は
古
色
に
覆
わ
れ
、
鼻
先
や
両
手
先
、

両
足
先
、
袖
の
先
端
や
裙
裾
な
ど
が
後
補
に
替
わ
る
も
の
の
、
像
の
形
状
に
大
き
な
変
更
は
な

い
と
み
ら
れ
る
。

右
手
に
与
願
印
を
結
び
、
左
手
に
宝
珠
を
捧
げ
る
姿
の
地
蔵
菩
薩
像
は
、
錫
杖
を
執
る
地
蔵

菩
薩
像
に
比
べ
て
古
い
形
式
と
さ
れ
、
平
安
時
代
前
半
を
中
心
に
作
例
が
残
る
。
本
像
は
両
手

先
が
後
補
に
替
わ
る
も
の
の
、
両
腕
の
角
度
か
ら
み
て
当
初
か
ら
こ
の
形
式
だ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
着
衣
に
刻
ま
れ
る
鎬
だ
っ
た
衣
文
は
翻
波
式
衣
文
の
名
残
を
留
め
て
お
り
、
や
や
頭
部

が
大
き
く
作
ら
れ
る
の
も
平
安
時
代
前
期
の
作
例
に
ま
ま
見
ら
れ
る
。
一
方
で
胸
元
の
着
衣
が

Ｖ
字
状
に
な
り
胸
元
の
露
出
が
小
さ
く
な
る
点
は
一
〇
世
紀
ご
ろ
の
地
蔵
菩
薩
像
や
如
来
像
に

み
ら
れ
る
要
素
で
、
下
半
身
の
正
面
で
Ｙ
字
状
の
衣
文
を
表
さ
ず
下
向
き
の
弧
線
を
平
行
に
重

15 地蔵菩薩立像 法輪院安置
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ね
る
形
式
は
一
〇
世
紀
末
か
ら
一
一
世
紀
か
け
て
定
形
化
す
る
な
ど
、
制
作
時
期
の
下
降
を
示

す
要
素
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
側
面
観
に
目
を
向
け
る
と
、奥
行
き
を
深
く
と
っ
た
頭
部
に
比
べ
、

胸
奥
や
腹
奥
な
ど
体
部
の
厚
み
は
意
外
に
も
薄
く
緩
や
か
な
表
現
に
な
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た

点
も
時
代
の
下
降
を
感
じ
さ
せ
る
。制
作
の
時
期
は
お
お
よ
そ
一
〇
世
紀
頃
が
想
定
さ
れ
よ
う
。

（
赤
津
）

像底

頭頂より

15 地蔵菩薩立像 法輪院安置
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一
六

□
阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
図
版
）
法
輪
院
安
置

全身正面

16 □阿弥陀如来坐像 法輪院安置
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頭部正面

16 □阿弥陀如来坐像 法輪院安置
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全身左斜め

全身左側面全身右側面

全身背面

16 □阿弥陀如来坐像 法輪院安置
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頭部左斜め頭部右斜め

頭部左側面頭部右側面

16 □阿弥陀如来坐像 法輪院安置
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一
六

□
阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
解
説
）   

法
輪
院
安
置

木
造

彩
色

彫
眼

一
軀

［
法

量
］

像

高

五
五
・
八

髪
際
高

四
九
・
〇

頂
―
顎

一
八
・
五

面

長

一
〇
・
〇

面

幅

九
・
六

耳

張

一
四
・
〇

面

奥

一
三
・
七

胸
奥
（
左
）
一
四
・
三

胸
奥
（
右
）
一
四
・
七

腹

奥

一
八
・
二

肘

張

三
五
・
四

膝

張

四
二
・
〇

坐

奥

三
四
・
九

膝
高
（
左
）

八
・
八

膝
高
（
右
）

九
・
六

［
形

状
］

螺
髪
彫
出
。
肉
髻
と
地
髪
の
境
は
明
瞭
で
な
い
。
半
目
閉
口
。
耳
朶
環
状
不
貫
。
三
道
相
。

両
胸
の
括
り
を
各
一
条
表
し
、
腹
の
括
り
を
二
条
表
す
。
袈
裟
は
上
端
を
折
り
返
し
な
が
ら
左

肩
か
ら
右
肩
へ
か
け
、
右
脇
下
を
通
っ
て
左
肩
へ
掛
け
上
げ
る
。
左
手
を
右
手
に
の
せ
、
い
わ

ゆ
る
「
弥
陀
定
印
」
を
結
ぶ
（
第
二
指
の
頂
を
第
一
指
の
内
側
に
の
ぞ
か
せ
る
）。
右
足
を
外

に
し
て
結
跏
趺
坐
し
、
両
足
裏
を
見
せ
る
。

［
品
質
構
造
］

針
葉
樹
（
ヒ
ノ
キ
か
）、
一
木
造
、
彩
色
、
彫
眼
。

頭
体
を
通
し
、
像
の
幹
部
お
よ
び
両
前
膊
半
ば
ま
で
を
含
め
、
木
心
を
像
中
央
に
籠
め
る
竪

一
材
よ
り
彫
成
し
、内
刳
り
は
施
さ
な
い
。両
脚
部
お
よ
び
両
前
膊
半
ば
よ
り
先
は
、両
手
首
先
、

裳
先
を
含
め
て
横
一
材
を
矧
ぐ
。
臀
部
か
ら
脚
部
材
後
半
ま
で
の
像
底
に
底
板
を
あ
て
、
鎹
と

鉄
釘
で
固
定
す
る
。
底
板
は
臀
部
へ
向
け
て
厚
さ
を
増
す
た
め
、
像
の
前
後
の
傾
き
を
調
整
す

る
目
的
で
あ
て
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
当
初
は
現
状
よ
り
上
体
を
反
ら
し
た
体
勢
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
像
底
中
央
に
は
前
後
に
墨
の
ア
タ
リ
線
が
引
か
れ
る
。
背
面
中
央
に
節
の
埋
木
が

認
め
ら
れ
る
。

［
伝

来
］

石
山
寺
法
輪
院
持
仏
堂
に
安
置
。
寺
伝
に
よ
る
と
、
近
津
尾
神
社
（
大
津
市
国
分
）
境
内
に

位
置
す
る
幻
住
庵
の
旧
本
尊
と
さ
れ
、
明
治
時
代
、
神
仏
分
離
の
際
に
近
津
尾
神
社
か
ら
石
山

寺
へ
移
さ
れ
た
と
い
う
。
平
成
一
六
年
（
二
〇
〇
四
）
四
月
県
指
定
。

［
保
存
状
態
］

表
面
の
古
色
、
台
座
、
底
板
、
光
背
（
光
条
付
き
頭
光
）、
台
座
（
蓮
華
座
）、
以
上
後
補
。

［
時

代
］

平
安
時
代
（
一
〇
～
一
一
世
紀
）

［
考

察
］

岩
田
茂
樹
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
、
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
作
例
で
あ
る
（
１
）。
岩
田
氏
は
、

量
感
が
抑
え
ら
れ
た
正
面
観
や
、
丸
い
ロ
ー
プ
状
の
衣
文
の
中
に
、
部
分
的
に
鎬
立
っ
た
衣
文

を
残
す
点
が
、
正
暦
四
年
（
九
九
三
）
の
滋
賀
・
善
水
寺
薬
師
如
来
坐
像
に
近
く
、
卵
型
の
面

部
は
、
正
暦
五
年
頃
の
京
都
・
真
正
極
楽
寺
阿
弥
陀
如
来
立
像
や
長
保
五
年
（
一
〇
〇
三
）
頃

の
京
都
・
平
等
寺
薬
師
如
来
立
像
な
ど
通
じ
る
こ
と
か
ら
、
制
作
時
期
と
し
て
一
〇
世
紀
末
～

一
一
世
紀
初
め
を
想
定
し
て
い
る
。

本
像
は
近
津
尾
神
社
境
内
の
幻
住
庵
よ
り
移
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
幻
住
庵
は
松
尾
芭

蕉
が
止
寓
し
た
庵
で
あ
っ
た
。
岩
田
氏
は
、芭
蕉
が
幻
住
庵
で
記
し
た
『
幻
住
庵
記
』
に
は
、「
国

分
の
八
幡
宮
」
の
神
体
が
阿
弥
陀
の
尊
像
で
あ
っ
た
と
の
記
載
が
あ
り
、
本
像
と
の
関
係
が
想

定
さ
れ
る
と
し
た
。
ま
た
、
近
津
尾
神
社
の
本
殿
に
祀
ら
れ
て
い
た
江
戸
時
代
の
神
像
は
、
誉

田
別
命
と
し
て
祀
ら
れ
て
き
た
こ
と
、
近
津
尾
神
社
は
近
津
尾
八
幡
と
も
呼
ば
れ
て
き
た
こ
と

な
ど
か
ら
、『
幻
住
庵
記
』
に
記
さ
れ
る
「
国
分
の
八
幡
宮
」
は
近
津
尾
神
社
で
あ
る
と
も
し

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
像
は
近
津
尾
神
社
の
本
地
仏
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
と

し
た
。
い
ず
れ
も
至
当
な
見
解
と
い
え
る
。

近
津
尾
神
社
は
、
尊
賢
撰
『
石
山
要
記
』
第
二
仏
像
部
に
「
寺
門
鎮
守
随
一
」
と
記
さ
れ
る

よ
う
に
、
鎮
守
社
と
し
て
石
山
寺
と
深
い
関
係
を
有
し
た
神
社
で
あ
る
。
そ
の
創
建
に
つ
い
て

は
従
来
、『
石
山
寺
記
録
』に
承
安
三
年（
一
一
七
三
）に
後
白
河
院
が
石
山
寺
へ
行
幸
し
た
際
に
、

石
山
寺
座
主
公
祐
が
、
同
寺
鎮
守
社
と
し
て
創
建
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
、
承

安
三
年
の
創
建
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、『
石
山
寺
記
録
』
と
い
う
文
献
は
現
在
確
認
す
る

こ
と
は
で
き
ず
、
厳
密
な
創
建
年
代
は
不
明
と
す
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
石
山
寺
校

16 □阿弥陀如来坐像 法輪院安置
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倉
聖
教
の
う
ち
、文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
書
写
の
「
範
賢
灌
頂
記
」（
第
八
函
一
一
号
）
に
「
近

津
尾
明
神
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
一
二
世
紀
末
に
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
が

確
か
め
ら
れ
（
２
）、
本
像
が
造
像
当
初
よ
り
近
津
尾
社
の
本
地
仏
と
し
て
安
置
さ
れ
て
い
た
可
能
性

も
あ
ろ
う
。
な
お
、
近
津
尾
神
社
に
は
、
神
像
三
軀
、
獅
子
・
狛
犬
一
対
が
伝
わ
る
（
３
）。

本
像
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
善
水
寺
像
や
平
等
寺
像
な
ど
、
明
ら
か
に
天
台
系
に
属
す
る
作

例
と
の
類
似
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
石
山
寺
は
一
〇
世
紀
に
は
地
理
的
に
近
い
醍
醐
寺
な

ど
の
影
響
を
受
け
、
真
言
密
教
化
が
進
む
が
、
一
〇
世
紀
末
頃
か
ら
一
一
世
紀
中
頃
に
か
け
て

は
、
特
定
の
法
流
に
属
す
る
僧
侶
の
石
山
寺
に
お
け
る
活
動
が
認
め
ら
れ
な
く
な
る
。
そ
れ
に

対
し
、
こ
の
時
期
の
石
山
寺
は
、
観
音
信
仰
を
核
と
し
た
貴
顕
の
厚
い
帰
依
を
受
け
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
明
ら
か
に
天
台
系
に
属
す
る
作
例
と
の
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
本
像
は
、
寺
僧

の
主
導
に
よ
る
造
像
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
貴
顕
の
参
詣
に
伴
う
寄
進
な
ど
に
よ
る
も
の
と
捉

え
る
の
も
一
案
で
あ
ろ
う
。
石
山
寺
を
取
り
巻
く
、
神
仏
が
一
体
と
な
っ
た
宗
教
空
間
を
今
に

伝
え
て
い
る
点
だ
け
で
な
く
、
当
該
期
の
石
山
寺
の
状
況
を
反
映
す
る
可
能
性
が
あ
る
点
で
も

貴
重
な
作
例
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
１
）
岩
田
茂
樹
「
石
山
寺
の
彫
刻
拾
遺
（
上
）」（『M

USEUM

』
五
二
九
、一
九
九
五
）。

（
２
）
大
津
市
歴
史
博
物
館
編
『
石
山
寺
―
密
教
と
観
音
の
聖
地
―
』（
二
〇
二
四
）。

（
３
）
前
掲
注
２
参
照
。

（
柘
植
）

像底頭頂より
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一
七

◎
二
天
立
像
（
図
版
）
本
堂
安
置

持国天 全身正面

17 ◎二天立像 本堂安置
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持国天 頭部正面

17 ◎二天立像 本堂安置
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持国天 全身左斜め

持国天 全身左側面持国天 全身右側面

持国天 全身背面

17 ◎二天立像 本堂安置
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持国天 頭部左斜め持国天 頭部右斜め

持国天 頭部左側面持国天 頭部右側面

17 ◎二天立像 本堂安置



130

増長天 全身正面

17 ◎二天立像 本堂安置
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増長天 頭部正面

17 ◎二天立像 本堂安置
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増長天 全身右斜め

増長天 全身左側面増長天 全身右側面

増長天 全身背面

17 ◎二天立像 本堂安置
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増長天 頭部左斜め増長天 頭部右斜め

増長天 頭部左側面増長天 頭部右側面

17 ◎二天立像 本堂安置
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一
七

◎
二
天
立
像
（
解
説
）

本
堂
安
置

木
造

彩
色

彫
眼

二
軀

［
法

量
］

像

高

四
八
・
九

面

幅

一
〇
・
八

耳

張

一
五
・
九

面

奥

一
七
・
五

胸
奥
（
左
）
一
九
・
二

胸
奥
（
右
）
一
八
・
六

腹

奥

二
一
・
八

肘

張

三
四
・
七

膝

張

四
二
・
五

坐

奥

三
五
・
六

膝
高
（
左
）

九
・
〇

膝
高
（
右
）

七
・
一

［
形

状
］

一
、
持
国
天
立
像

�

垂
髻
。
元
結
紐
を
上
下
に
各
一
表
す
。
髪
束
は
二
段
と
し
、
上
段
は
一
束
を
後
方
へ
、
下

段
は
五
束
を
側
面
と
後
方
に
垂
ら
す
。
天
冠
台
上
は
素
髪
と
し
、
天
冠
台
下
の
地
髪
は
、
耳

よ
り
前
方
を
束
ね
目
入
り
マ
バ
ラ
彫
り
、
後
方
を
素
髪
と
す
る
。
鬢
髪
は
耳
前
で
後
方
へ
と

巻
き
込
む
。
天
冠
台
は
、
下
か
ら
紐
二
条
・
列
弁
・
花
型
と
す
る
。
瞋
目
。
閉
口
。
ほ
う
れ

い
線
を
表
す
。
耳
朶
環
状
不
貫
。
搾
袖
衣
、
大
袖
衣
、
鰭
袖
衣
、
袴
、
裳
、
領
巾
、
天
衣
、

下
甲
、
胸
甲
、
肩
甲
、
表
甲
、
前
楯
、
獣
皮
、
下
前
楯
、
籠
手
、
脛
当
て
、
甲
締
具
、
沓
を

着
け
る
。
天
衣
は
肩
か
ら
体
側
へ
垂
下
し
、腰
帯
に
巻
き
付
い
て
体
前
を
U
字
に
垂
下
す
る
。

表
甲
下
縁
に
は
フ
リ
ル
状
の
飾
り
を
表
す
。
前
楯
正
面
に
獅
噛
を
表
す
。
左
手
を
屈
臂
し
て

体
側
上
方
へ
掲
げ
、
左
手
は
臂
を
外
側
へ
向
け
て
軽
く
屈
臂
し
、
右
腰
横
で
剣
を
執
る
。
左

足
先
を
や
や
外
側
へ
開
き
、
腰
を
右
に
出
し
、
邪
鬼
上
に
立
つ
。

二
、
増
長
天
立
像

�

垂
髻
。
元
結
紐
を
上
下
に
各
一
表
す
。
髪
束
は
二
段
と
し
、
上
段
は
一
束
を
後
方
へ
、
下

段
は
五
束
を
側
面
と
後
方
に
垂
ら
す
。
天
冠
台
上
は
素
髪
と
し
、
天
冠
台
下
の
地
髪
は
束
ね

目
入
り
マ
バ
ラ
彫
り
と
す
る
。
鬢
髪
は
耳
前
で
後
方
へ
と
巻
き
込
む
。
天
冠
台
は
、
下
か
ら

紐
二
条
・
列
弁
・
花
型
と
す
る
。
瞋
目
。
開
口
し
、
上
下
歯
列
を
見
せ
る
。
ほ
う
れ
い
線
を

表
す
。
耳
朶
環
状
不
貫
。
搾
袖
衣
、
大
袖
衣
、
鰭
袖
衣
、
袴
、
裳
、
領
巾
、
天
衣
、
下
甲
、

胸
甲
、
肩
甲
、
表
甲
、
前
楯
、
獣
皮
、
下
前
楯
、
籠
手
、
脛
当
て
、
甲
締
具
、
沓
を
着
け
る
。

天
衣
は
肩
か
ら
体
側
へ
垂
下
し
、
腰
帯
に
巻
き
付
い
て
体
前
を
U
字
に
垂
下
す
る
。
表
甲
と

下
前
楯
の
下
縁
に
フ
リ
ル
状
の
飾
り
を
表
す
。
前
楯
正
面
に
獅
噛
を
表
す
。
左
手
は
臂
を
外

側
に
向
け
て
軽
く
屈
臂
し
、掌
を
左
腰
に
当
て
る
。
右
手
は
屈
臂
し
て
体
側
上
方
へ
掲
げ
る
。

右
足
を
軽
く
曲
げ
、
右
足
先
を
や
や
外
側
へ
開
き
、
腰
を
左
に
出
し
、
邪
鬼
上
に
立
つ
。

［
品
質
構
造
］

一
、
持
国
天
立
像

針
葉
樹
（
ヒ
ノ
キ
か
）、
寄
木
造
、
素
地
截
金
・
彩
色
、
彫
眼
。

�

頭
体
幹
部
は
前
後
左
右
四
材
矧
ぎ
と
し
、
割
首
の
う
え
内
刳
り
を
施
す
。
髻
上
半
を
別
材

と
す
る
。
両
肩
以
下
を
そ
れ
ぞ
れ
別
材
と
す
る
。
左
腕
は
肩
口
に
マ
チ
材（
幅
約
四
セ
ン
チ
）、

鰭
袖
の
袖
口
周
縁
部
に
小
材
を
三
材
、
手
の
甲
半
ば
よ
り
先
を
各
矧
ぐ
。
髻
上
半
、
右
耳
輪
、

後
頭
部
左
側
の
小
材
を
各
矧
ぐ
。
両
体
側
を
そ
れ
ぞ
れ
別
材
と
す
る
。
左
体
側
は
、
大
腿
部

半
ば
以
下
か
ら
左
足
中
ほ
ど
を
通
っ
て
像
底
に
到
る
一
材
、
獣
皮
と
裳
の
一
部
を
形
成
す
る

一
材
、
裳
裾
を
形
成
す
る
数
材
を
各
矧
ぐ
。
右
体
側
は
、
腰
帯
下
の
表
甲
か
ら
表
甲
下
の
飾

り
ま
で
を
含
む
前
後
二
材
、
裳
裾
を
形
成
す
る
一
材
を
各
矧
ぐ
。
左
足
先
を
矧
ぐ
。
右
肩
か

ら
腰
に
か
か
る
天
衣
、
持
物
、
邪
鬼
、
框
座
、
各
別
材
製
。

�

頭
部
、
肉
身
に
は
白
下
地
が
認
め
ら
れ
る
。
元
結
紐
は
朱
。
頭
髪
は
も
と
の
彩
色
は
不
明

で
現
状
黒
色
を
呈
す
る
。
天
冠
台
は
白
土
地
に
朱
、
箔
押
し
と
す
る
。
肉
身
、
唇
は
朱
と
し
、

眼
の
彩
色
は
不
明
で
あ
る
。肉
身
を
の
ぞ
く
体
部
は
素
地
を
染
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ（
蘇

芳
染
か
）、
そ
の
上
か
ら
金
銀
箔
に
よ
っ
て
大
略
以
下
の
文
様
を
表
す
。
胸
甲
は
銀
截
金
に

よ
る
市
松
文
様
。
下
甲
・
下
前
楯
は
銀
截
金
に
よ
る
七
宝
繋
ぎ
文
。
胸
部
甲
締
め
具
下
の
甲

は
截
金
に
よ
る
七
宝
繋
ぎ
文
。
表
甲
内
区
は
銀
截
金
に
よ
る
文
様
（
円
花
文
か
）。
表
甲
外

区
は
截
金
に
よ
る
円
花
文
帯
。
前
楯
は
銀
截
金
に
よ
る
二
重
格
子
文
を
表
し
、
中
心
を
銀
、

周
縁
部
を
金
と
す
る
円
花
文
と
、
銀
截
金
に
よ
る
連
珠
繋
ぎ
文
を
交
互
に
充
填
す
る
。
肩
甲

は
截
金
に
よ
る
亀
甲
繋
ぎ
文
。
獅
噛
は
眼
、
歯
を
白
、
唇
は
朱
と
す
る
。
領
巾
の
彩
色
は
不

明
。
大
袖
衣
表
の
内
区
は
四
ツ
目
菱
（
銀
截
金
）
入
り
二
重
格
子
文
（
截
金
）
と
し
、
外
区

は
銀
截
金
に
よ
る
界
線
二
条
を
表
し
、
内
側
は
銀
截
金
に
よ
る
連
珠
文
帯
、
外
側
は
截
金
に

よ
る
団
花
文
帯
と
す
る
。
鰭
袖
衣
は
截
金
に
よ
る
四
ツ
目
菱
散
ら
し
。
搾
褶
衣
は
銀
截
金
に

よ
る
市
松
文
様
。
裳
の
表
は
大
袖
衣
表
と
同
様
。
裳
の
裏
は
内
区
を
截
金
に
よ
る
四
ツ
目
菱

散
ら
し
、
外
区
は
銀
截
金
の
界
線
二
条
を
表
し
、
銀
截
金
の
四
ツ
目
菱
文
帯
と
す
る
。
袴
は

内
区
を
銀
截
金
に
よ
る
市
松
文
と
し
、
外
区
は
銀
截
金
に
よ
る
界
線
二
条
を
表
し
、
截
金
の
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四
ツ
目
菱
文
帯
と
す
る
。
袴
裏
の
周
縁
部
は
銀
截
金
に
よ
る
連
珠
文
帯
。
脛
当
て
は
截
金
に

よ
る
四
ツ
目
菱
散
ら
し
。

二
、
増
長
天
立
像

針
葉
樹
（
ヒ
ノ
キ
か
）、
寄
木
造
、
素
地
截
金
・
彩
色
、
彫
眼
。

�

頭
体
幹
部
は
前
後
左
右
四
材
矧
ぎ
と
し
、
割
首
の
う
え
内
刳
り
を
施
す
。
髻
上
半
を
別
材

と
す
る
。
両
肩
以
下
を
そ
れ
ぞ
れ
別
材
と
す
る
。
左
腕
は
鰭
袖
袖
口
の
周
縁
部
に
小
材
を
二

材
、
手
首
よ
り
先
を
各
矧
ぐ
。
右
腕
は
肩
口
に
マ
チ
材
（
幅
約
二
・
五
セ
ン
チ
）、
前
膊
半

ば
、
親
指
先
で
各
矧
ぐ
。
髻
上
半
に
別
材
を
矧
ぐ
。
両
体
側
を
そ
れ
ぞ
れ
別
材
と
す
る
。
左

体
側
は
、
腰
帯
下
の
表
甲
か
ら
表
甲
下
縁
の
フ
リ
ル
状
の
衣
を
形
成
す
る
前
後
二
材
を
各
矧

ぐ
。
右
体
側
は
、
大
腿
部
半
ば
よ
り
下
か
ら
右
足
半
ば
を
通
っ
て
像
底
に
到
る
一
材
、
裳
裾

を
形
成
す
る
一
材
を
各
矧
ぐ
。
裳
裾
左
側
の
小
材
、
両
足
の
間
に
垂
下
す
る
裳
の
先
端
、
右

足
先
、
を
各
矧
ぐ
。
各
所
に
節
を
埋
め
た
と
思
わ
れ
る
埋
木
が
あ
る
。
天
衣
遊
離
部
、
邪
鬼
、

框
座
、
各
別
材
製
。

�

頭
髪
、
肉
身
部
は
白
土
地
彩
色
と
し
、
頭
髪
は
丹
、
肉
身
部
は
白
緑
と
す
る
。
そ
の
上
に

古
色
塗
り
を
施
し
、
さ
ら
に
そ
の
上
層
に
そ
れ
ぞ
れ
丹
、
白
緑
を
施
す
。
天
冠
台
は
白
土
地

に
黒
漆
、
金
箔
と
す
る
。
口
内
は
朱
と
し
、
そ
の
上
層
に
丹
な
い
し
砥
粉
を
施
す
。
唇
は
朱
、

歯
は
白
と
す
る
、
獅
噛
は
耳
孔
、
鼻
孔
、
口
唇
は
朱
、
歯
は
白
と
す
る
。
眼
の
彩
色
は
不
明

で
あ
る
。
肉
身
を
の
ぞ
く
体
部
は
素
地
を
染
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
（
蘇
芳
染
か
）、
そ

の
上
か
ら
金
銀
箔
に
よ
っ
て
大
略
以
下
の
文
様
を
表
す
。
胸
甲
は
銀
截
金
に
よ
る
市
松
文
。

下
甲
は
截
金
に
よ
る
亀
甲
繋
ぎ
文
。
甲
締
具
下
層
の
甲
は
截
金
に
よ
る
七
宝
繋
ぎ
文
。
表
甲

外
区
は
截
金
に
よ
る
円
花
文
と
半
裁
花
文
を
交
互
に
表
し
、
内
区
は
銀
截
金
に
よ
る
円
花
文

散
ら
し
。
前
楯
は
銀
截
金
に
よ
る
袈
裟
襷
文
。
下
前
楯
は
銀
截
金
に
よ
る
市
松
文
と
す
る
。

下
前
楯
下
の
花
弁
形
の
飾
り
は
、
銀
截
金
と
截
金
に
よ
る
七
宝
繋
ぎ
文
を
交
互
に
表
す
。
表

甲
下
縁
の
フ
リ
ル
状
の
衣
は
銀
截
金
に
よ
っ
て
衣
文
線
を
表
す
。
肩
甲
に
は
箔
が
見
え
る
も

の
の
、
文
様
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
領
巾
の
彩
色
は
不
明
。
大
袖
衣
表
の
内
区
は
四
ツ
目

菱
（
銀
截
金
）
入
り
二
重
格
子
文
（
截
金
）
と
し
、
外
区
は
銀
截
金
に
よ
る
界
線
二
条
を
表

し
、
内
側
は
銀
截
金
に
よ
る
連
珠
文
帯
、
外
側
が
截
金
に
よ
る
団
花
文
帯
と
す
る
。
大
袖
衣

裏
は
截
金
に
よ
る
四
ツ
目
菱
散
ら
し
と
し
、
周
縁
部
は
銀
截
金
に
よ
る
四
ツ
目
菱
文
帯
と
す

る
。
裳
の
表
裏
は
そ
れ
ぞ
れ
大
袖
衣
の
表
裏
と
同
様
の
仕
上
げ
が
認
め
ら
れ
る
。
鰭
袖
衣
は

截
金
に
よ
る
四
ツ
目
菱
散
ら
し
と
し
、
周
縁
部
は
銀
截
金
に
よ
る
四
ツ
目
菱
文
帯
と
す
る
。

搾
褶
衣
は
銀
截
金
に
よ
る
亀
甲
文
。
籠
手
は
截
金
に
よ
る
四
ツ
目
菱
散
ら
し
。
袴
は
内
区
を

銀
截
金
に
よ
る
市
松
文
と
し
、
外
区
は
銀
截
金
に
よ
る
界
線
二
条
を
表
し
、
截
金
の
四
ツ
目

菱
文
帯
と
す
る
。
脛
当
て
は
截
金
に
よ
る
四
ツ
目
菱
散
ら
し
と
す
る
。

［
伝

来
］

石
山
寺
本
堂
に
安
置
。
明
治
四
三
年（
一
九
一
〇
）八
月
国
指
定
。
大
正
九
年（
一
九
二
〇
）、

平
成
六
～
八
年
（
一
九
九
四
～
一
九
九
六
）
修
理
。

［
保
存
状
態
］

一
、
持
国
天
立
像

�

髻
上
半
、
右
耳
輪
、
両
鰭
袖
袖
口
周
縁
部
の
小
材
、
左
肩
口
の
マ
チ
材
、
右
体
側
後
方
の

小
材
、
右
体
側
の
裳
を
形
成
す
る
一
材
、
左
体
側
の
裳
裾
を
形
成
す
る
数
材
、
両
手
首
先
、

左
足
先
、
天
衣
遊
離
部
、
持
物
、
邪
鬼
、
框
座
、
天
冠
台
正
面
の
厚
い
白
土
お
よ
び
そ
の
上

の
箔
、
鼻
下
・
獅
噛
の
白
土
、
以
上
後
補
。
右
大
袖
先
端
、
天
衣
、
以
上
亡
失
。
天
冠
台
や

左
大
袖
先
端
に
欠
失
が
認
め
ら
れ
る
。

�

頭
部
と
体
部
の
矧
ぎ
目
は
三
セ
ン
チ
程
度
ず
れ
て
お
り
、
現
状
頭
部
は
正
面
を
向
く
も
の

の
、
当
初
は
顔
を
よ
り
右
へ
向
け
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

二
、
増
長
天
立
像

�

髻
上
半
、
右
手
第
一
指
、
左
手
首
先
、
天
衣
遊
離
部
、
右
足
先
、
裳
裾
先
の
小
材
、
左
体

側
後
半
材
、
裳
背
面
左
側
の
埋
木
、
左
鰭
袖
袖
口
周
縁
部
の
小
材
、
右
肩
口
の
マ
チ
材
、
邪

鬼
、
框
座
、
頭
髪
・
肉
身
の
古
色
塗
り
お
よ
び
そ
の
上
層
の
彩
色
、
以
上
後
補
。
左
大
袖
先
、

左
裳
裾
先
、
左
肩
甲
背
面
の
小
材
、
右
鰭
袖
周
縁
部
の
小
材
、
以
上
亡
失
。
両
大
袖
、
両
鰭

袖
に
欠
失
が
認
め
ら
れ
る
。
木
心
を
籠
め
た
材
、
あ
る
い
は
木
心
に
近
い
材
を
用
い
て
い
る

た
め
、
干
割
れ
が
各
所
に
認
め
ら
れ
、
ペ
ー
ス
ト
状
の
木
屎
に
よ
る
補
修
が
施
さ
れ
て
い
る
。

［
時

代
］

平
安
時
代
（
一
二
世
紀
前
半
）

［
考

察
］

本
像
は
、
尊
賢
撰
『
石
山
要
記
』
に
毘
沙
門
天
像
の
脇
侍
と
し
て
記
さ
れ
る
二
天
像
に
あ
た
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13617 ◎二天立像 本堂安置

持国天 像底増長天 像底

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
石
山
要
記
』
に
は
、
以
前
ど
こ
に
安
置
さ
れ
て
い
た
か
詳
ら
か
で

は
な
い
と
も
記
し
て
お
り
、
江
戸
時
代
後
期
の
時
点
で
す
で
に
伝
来
が
不
明
と
な
っ
て
い
た
こ

と
が
理
解
さ
れ
る
。

猪
川
和
子
氏
は
、
永
治
二
年
・
康
治
元
年
（
一
一
四
二
）
の
滋
賀
・
金
胎
寺
二
天
像
と
本
像

と
の
類
似
を
指
摘
し
、
本
像
は
、
金
胎
寺
像
と
さ
ほ
ど
隔
た
ら
な
い
時
期
に
、
同
系
の
作
者
に

よ
っ
て
造
ら
れ
た
も
の
と
し
た
（
１
）。

本
像
と
金
胎
寺
像
を
比
較
す
る
と
、
本
像
の
方
が
面
貌
表
現

や
衣
文
の
彫
法
が
穏
や
か
で
あ
り
、
金
胎
寺
像
に
は
金
鎖
甲
が
彫
出
さ
れ
る
一
方
、
本
像
に
は

表
さ
れ
な
い
な
ど
、
細
部
の
表
現
に
は
違
い
が
大
き
い
。
つ
ま
り
、
本
像
と
金
胎
寺
像
は
同
系

の
作
者
の
手
に
か
か
る
こ
と
は
想
定
し
に
く
い
と
い
え
る
。
と
は
い
え
、
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
の

把
握
に
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
た
め
、
本
像
が
金
胎
寺
像
と
近
い
時
期
に
制
作
さ
れ
た
可
能
性

は
高
い
。
截
金
文
様
が
や
や
大
振
り
で
お
お
ら
か
な
表
現
を
と
る
こ
と
も
含
め
れ
ば
、
本
像
の

制
作
は
一
二
世
紀
前
半
と
考
え
ら
れ
、
承
暦
火
災
後
の
復
興
と
関
連
す
る
造
像
で
あ
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
よ
う
。

表
面
仕
上
げ
を
素
地
截
金
と
す
る
類
例
と
し
て
、
和
歌
山
・
高
野
山
金
剛
峯
寺
毘
沙
門
天
立

像
（
胎
内
仏
）
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
金
剛
峯
寺
像
は
肉
身
部
・
衣
部
と
も
に
素
地
截
金
と
す
る

の
に
対
し
、
本
像
は
、
肉
身
部
に
の
み
彩
色
を
施
し
、
そ
の
他
は
素
地
截
金
と
し
て
お
り
、
極

め
て
珍
し
い
仕
上
げ
で
あ
る
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。

（
１
）�

猪
川
和
子「
神
将
形
二
天
彫
像
に
つ
い
て（
上
・
下
）」（『
美
術
研
究
』二
四
四
・
二
四
五
、一
九
六
六
、同『
日

本
古
彫
刻
史
論
』〈
講
談
社
、
一
九
七
五
〉
再
録
）。

（
柘
植
）
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持国天 裳裏側

持国天 前楯下部

増長天 前楯下部・下前楯

増長天 表甲外縁

増長天 帯喰

増長天 右足脛当
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一
八

大
日
如
来
坐
像
（
図
版
）
豊
浄
殿
安
置

全身正面

18 大日如来坐像 豊浄殿安置
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頭部正面

18 大日如来坐像 豊浄殿安置
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全身右斜め

全身左側面全身右側面

全身背面

18 大日如来坐像 豊浄殿安置
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頭部左斜め頭部右斜め

頭部左側面頭部右側面

18 大日如来坐像 豊浄殿安置
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一
八

大
日
如
来
坐
像
（
解
説
）

本
堂
安
置

木
造

彩
色

彫
眼

一
軀

［
法

量
］

像

高

六
八
・
〇

髪
際
高

六
〇
・
〇

頂
―
顎

一
六
・
〇

面

長

一
一
・
〇

面

幅

一
〇
・
九

耳

張

一
三
・
七

面

奥

一
三
・
九

胸
奥
（
左
）
一
三
・
七

胸
奥
（
右
）
一
四
・
三

腹

奥

一
七
・
四

肘

張

三
八
・
二

膝

張

四
九
・
一

坐

奥

三
四
・
三

膝
高
（
左
）
一
〇
・
〇

膝
高
（
右
）

九
・
八

裳
先
奥

三
七
・
八

［
形

状
］

螺
髻
を
結
う
。
根
本
を
元
結
紐
二
状
、
上
部
を
紐
二
状
で
そ
れ
ぞ
れ
括
る
。
髻
、
地
髪
部
と

も
に
毛
筋
彫
り
と
す
る
。
天
冠
台
を
表
す
。
天
冠
台
は
下
か
ら
紐
一
状
・
連
珠
文
帯
・
紐
一
状
・

列
弁
文
帯
・
花
形
飾
り
で
構
成
さ
れ
る
が
、
最
上
部
の
花
形
飾
り
は
彫
刻
面
が
削
り
取
ら
れ
る
。

白
毫
を
表
す
。
閉
口
。
耳
朶
環
状
貫
通
。
三
道
を
表
す
。

条
帛
・
腰
布
・
裙
・
臂
釧
・
腕
釧
を
各
つ
け
る
。
条
帛
は
左
肩
か
ら
右
脇
腹
に
か
け
て
つ
け
、

正
面
側
で
は
左
脇
腹
の
位
置
で
環
に
く
ぐ
ら
せ
、
末
端
を
垂
下
さ
せ
る
。
も
う
一
端
は
左
肩
に

か
け
、
末
端
を
垂
下
さ
せ
る
。
腰
布
は
裙
の
上
層
に
つ
け
太
腿
か
ら
臀
部
の
下
に
敷
き
込
ま
れ

る
。
裙
は
腰
布
の
下
層
に
つ
け
、
左
前
に
打
ち
合
わ
せ
る
。
臂
釧
は
上
腕
に
、
腕
釧
は
手
首
に

そ
れ
ぞ
れ
つ
け
る
。

顔
は
正
面
を
向
き
、
腹
前
で
智
拳
印
を
結
ぶ
。
右
足
を
上
に
し
て
結
跏
趺
坐
す
る
。

［
品
質
構
造
］

針
葉
樹
（
ヒ
ノ
キ
）、
一
木
割
矧
造
、
漆
箔
、
彫
眼
。

頭
体
幹
部
を
通
し
て
一
材
よ
り
彫
出
し
、
髻
の
や
や
後
方
を
通
り
、
左
側
は
耳
半
ば
、
右
側

は
耳
後
ろ
に
か
か
る
線
で
前
後
に
割
り
離
し
、内
刳
り
を
施
す
。
頭
部
は
三
道
下
で
割
首
す
る
。

こ
の
体
幹
部
材
に
、
両
肩
以
下
（
左
右
と
も
肘
・
手
首
で
各
矧
ぐ
）、
両
脚
部
材
、
腰
脇
の
三

角
材
を
各
矧
ぐ
。
こ
の
ほ
か
体
幹
部
材
の
右
肩
下
背
面
お
よ
び
右
腰
背
面
の
一
材
、
体
幹
部
材

と
右
腰
脇
三
角
材
の
間
の
小
材
、
両
脚
部
材
と
左
右
腰
脇
の
三
角
材
の
間
の
小
材
、
左
右
太
腿

下
地
付
き
部
の
小
材
、
裳
先
材
を
別
材
と
す
る
。
臂
釧
・
腕
釧
、
各
金
銅
製
。
表
面
は
漆
地
の

上
に
漆
箔
と
み
ら
れ
る
が
、
眉
お
よ
び
口
髭
を
素
地
に
墨
書
き
す
る
。
頭
髪
は
黒
色
を
呈
し
、

元
結
紐
は
朱
。
天
冠
台
に
は
漆
箔
が
残
存
す
る
か
。
像
内
は
現
状
黒
漆
塗
と
す
る
。

［
伝

来
］

石
山
寺
山
内
、
豊
浄
殿
に
安
置
さ
れ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
本
堂
内
陣
の
裏
堂
に
安
置
さ
れ

て
い
た
（
１
）。

［
保
存
状
態
］

体
幹
部
材
の
右
肩
下
背
面
お
よ
び
右
腰
背
面
の
一
材
、
体
幹
部
材
と
右
腰
脇
三
角
材
の
間
の

小
材
、
両
脚
部
材
と
左
右
腰
脇
の
三
角
材
の
間
の
小
材
、
左
右
太
腿
下
地
付
き
部
の
小
材
、
裳

先
材
、
臂
釧
、
腕
釧
、
各
後
補
。
肉
身
部
を
中
心
に
残
存
す
る
漆
箔
は
当
初
か
不
明
。
像
内
の

黒
漆
塗
も
後
補
か
。

［
時

代
］

平
安
時
代
（
一
二
世
紀
）

［
考

察
］

智
拳
印
を
結
ん
で
坐
す
金
剛
界
の
大
日
如
来
で
あ
る
。
後
世
の
修
理
に
よ
り
表
面
を
分
厚
い

漆
箔
が
覆
っ
て
い
た
が
、
近
年
の
修
理
に
よ
り
取
り
除
か
れ
、
当
初
の
彫
刻
面
が
姿
を
現
し

た（２
）。髪

際
高
で
お
お
よ
そ
二
尺
を
計
る
坐
像
で
、
螺
髻
を
結
い
、
条
帛
と
裙
、
腰
布
を
ま
と
う
姿

に
な
る
。
構
造
は
頭
体
を
通
し
て
一
材
よ
り
彫
出
し
、前
後
に
割
矧
い
で
割
首
を
施
し
て
い
る
。

こ
の
体
幹
部
材
に
両
肩
以
下
、
両
脚
部
、
腰
脇
の
三
角
材
な
ど
を
矧
ぐ
。

見
開
き
の
や
や
小
さ
い
目
に
伏
し
目
が
ち
な
面
相
や
、
薄
め
の
胸
奥
か
ら
腹
部
に
か
け
て
の

緩
や
か
な
肉
付
け
、
浅
く
整
え
ら
れ
た
衣
文
な
ど
は
、
平
安
時
代
後
期
、
特
に
院
政
期
の
作
例

に
広
く
見
ら
れ
る
も
の
で
、
本
像
の
制
作
時
期
も
お
お
よ
そ
一
二
世
紀
ご
ろ
が
想
定
さ
れ
る
。

等
身
大
よ
り
も
一
回
り
小
さ
な
像
な
が
ら
、
細
部
ま
で
行
き
届
い
た
表
現
を
み
せ
て
い
る
。
例

18 大日如来坐像 豊浄殿安置
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え
ば
全
体
に
華
奢
な
体
躯
な
が
ら
、
広
め
に
と
っ
た
肩
幅
か
ら
腰
に
か
け
て
引
き
締
ま
る
肉
体

の
表
現
や
、
毛
筋
や
天
冠
台
な
ど
に
み
る
繊
細
な
彫
技
か
ら
は
、
制
作
し
た
仏
師
の
確
か
な
技

量
が
窺
わ
れ
る
。

前
述
の
と
お
り
本
像
は
本
堂
内
陣
の
裏
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
た
が
、『
石
山
要
記
』
に
は
本

像
に
該
当
す
る
と
み
ら
れ
る
像
の
記
述
は
な
く
、
本
来
の
安
置
場
所
は
不
明
で
あ
る
。
と
は
い

え
一
子
院
の
本
尊
と
し
て
は
十
分
な
規
模
の
像
で
あ
り
、
石
山
寺
山
内
に
は
廃
絶
し
た
も
の
も

含
め
多
数
の
塔
頭
寺
院
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
い
ず
れ
か
の
本
尊
だ
っ
た
可
能

性
も
考
慮
さ
れ
よ
う
。

（
１
）
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
観
音
の
み
て
ら

石
山
寺
』（
二
〇
〇
二
）。

（
２
）
楽
浪
文
化
財
修
理
所
編
『
文
化
財
修
理
報
告
書
』
一
一
（
二
〇
一
二
、
楽
浪
文
化
財
修
理
所
）。（

赤
津
）

像底

頭頂より

18 大日如来坐像 豊浄殿安置
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一
九

獅
子
・
狛
犬
（
図
版
）
本
像
安
置

獅子 全身左斜め

19 獅子・狛犬 本堂安置
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獅子 頭部正面

19 獅子・狛犬 本堂安置
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獅子 全身背面

獅子 全身正面獅子 全身左側面

獅子 全身右側面

19 獅子・狛犬 本堂安置



147

狛犬 全身右斜め

19 獅子・狛犬 本堂安置
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狛犬 頭部正面

19 獅子・狛犬 本堂安置
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狛犬 全身背面

狛犬 全身正面狛犬 全身左側面

狛犬 全身右側面

19 獅子・狛犬 本堂安置
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一
九

獅
子
・
狛
犬
（
解
説
）

本
堂
安
置

木
造

彩
色

彫
眼

一
対

［
法

量
］

一
、
獅
子

像

高

七
九
・
三

全

長

六
三
・
三

体

長

五
七
・
九

幅

二
九
・
九

二
、
狛
犬

像

高

七
九
・
五

全

長

六
五
・
一

体

長

五
五
・
五

幅

三
一
・
五

［
形

状
］

一
、
獅
子

�

瞋
目
、
開
口
し
、
上
下
歯
牙
、
舌
を
表
す
。
両
耳
は
前
方
へ
伏
せ
て
表
す
。
鬣
は
側
頭
部

で
は
明
確
な
束
列
を
形
成
し
な
い
が
、
後
頭
部
で
は
上
下
四
段
に
垂
れ
、
毛
先
を
丸
め
る
。

二
条
の
顎
髭
を
表
す
。
両
頬
横
に
各
四
条
の
毛
を
表
し
、
毛
先
を
丸
め
る
。
胸
部
を
前
方
に

膨
ら
ま
せ
、
Ⅴ
字
状
の
切
れ
込
み
を
表
す
。
背
部
か
ら
体
側
に
か
け
て
肋
骨
に
よ
る
凹
凸
を

表
す
。
前
後
肢
後
部
の
毛
を
翼
状
に
表
し
、
毛
先
を
丸
め
る
。
前
肢
を
伸
べ
、
後
肢
を
屈
し
、

左
前
肢
を
や
や
引
き
、
頭
部
を
や
や
左
に
向
け
、
蹲
踞
す
る
。

二
、
狛
犬

�

頭
頂
に
一
角
を
表
す
。
瞋
目
、
閉
口
し
、
上
歯
牙
を
表
す
。
両
耳
は
立
て
て
表
す
。
鬣
の

束
列
は
上
下
三
段
と
し
、
獅
子
に
比
し
て
直
線
的
に
表
す
。
二
条
の
顎
鬚
を
表
し
、
半
ば
あ

た
り
で
毛
先
を
丸
め
る
。
左
頬
横
に
三
条
、
右
頬
横
に
四
条
の
毛
を
表
し
、
毛
先
を
丸
め
る
。

前
後
肢
後
部
の
毛
を
翼
状
に
表
し
、
毛
先
を
丸
め
る
。
前
肢
を
伸
べ
、
後
肢
を
屈
し
、
胴
を

や
や
右
に
捻
り
、
蹲
踞
す
る
。

［
品
質
構
造
］

一
、
獅
子

針
葉
樹
（
ヒ
ノ
キ
）、
一
木
造
、
彩
色
。

�

頭
体
幹
部
は
一
木
よ
り
彫
出
し
、
内
刳
り
は
施
さ
な
い
。
両
前
肢
先
を
別
材
と
す
る
。
臀

部
の
数
材
が
干
割
れ
に
よ
り
脱
落
し
、
鎹
・
鉄
釘
で
胴
部
と
接
合
す
る
。
後
頭
部
や
や
右
寄

り
に
干
割
れ
を
抑
え
る
た
め
の
鎹
が
打
た
れ
る
。
尾
部
は
別
材
と
し
、
鉄
釘
で
臀
部
に
固
定

す
る
。
上
顎
に
そ
っ
て
植
毛
の
た
め
と
思
わ
れ
る
孔
が
連
な
る
。

�

彩
色
は
剥
落
が
著
し
い
が
、
口
部
周
辺
な
ど
に
白
下
地
が
、
頭
部
に
緑
青
が
認
め
ら
れ
る
。

二
、
狛
犬

針
葉
樹
（
ヒ
ノ
キ
）、
一
木
造
、
彩
色
。

�

頭
体
幹
部
は
一
木
よ
り
彫
出
し
、
内
刳
り
は
施
さ
な
い
。
頭
頂
の
一
角
を
別
材
と
す
る
。

右
後
肢
前
面
材
が
干
割
れ
に
よ
り
脱
落
し
、
鎹
・
木
製
枘
で
胴
部
と
接
合
す
る
。
背
部
、
両

後
肢
先
、右
後
肢
膝
部
、左
後
肢
の
小
材
数
材
、臀
部
左
側
地
付
き
の
小
材
を
別
材
と
し
、鎹
・

鉄
釘
で
固
定
す
る
。
右
体
側
な
ど
に
干
割
れ
を
抑
え
る
た
め
の
鎹
が
打
た
れ
る
。
尾
部
は
別

材
と
し
、鎹
で
臀
部
に
固
定
す
る
。
上
顎
に
そ
っ
て
植
毛
の
た
め
と
思
わ
れ
る
孔
が
連
な
る
。

彩
色
は
剥
落
が
著
し
い
が
、
口
部
周
辺
な
ど
に
白
下
地
が
認
め
ら
れ
る
。

［
伝

来
］

石
山
寺
本
堂
に
安
置
。
も
と
は
本
堂
東
側
の
三
十
八
所
権
現
社
に
安
置
さ
れ
て
い
た
。
後
述

の
よ
う
に
本
像
は
平
安
時
代
の
作
と
み
ら
れ
、
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
の
三
十
八
所
権
現
社

の
建
立
を
遡
る
。
慶
長
七
年
以
前
の
伝
来
は
不
明
で
あ
る
。

［
保
存
状
態
］

一
、
獅
子

�

口
髭
、両
後
肢
先
、亡
失
。
顎
下
の
毛
遊
離
部
欠
失
。
両
前
肢
先
、尾
部
、鎹
、鉄
釘
、框
座
、

以
上
後
補
。

二
、
狛
犬

�
口
髭
亡
失
。
右
前
肢
膝
以
下
欠
失
。
頭
頂
の
一
角
、
背
部
、
両
後
肢
先
、
右
後
肢
膝
部
、

左
後
肢
の
小
材
数
材
、
臀
部
左
側
地
付
き
の
小
材
、
尾
部
、
鎹
、
鉄
釘
、
框
座
、
以
上
後
補
。

［
時

代
］

平
安
時
代
（
一
二
世
紀
）

19 獅子・狛犬 本堂安置
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［
考

察
］

本
像
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
、
光
谷
拓
実
、
山
下
立
、
高
梨
純
次
各
氏
の
指
摘
が
挙
げ

ら
れ
る
。
光
谷
氏
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
が
実
施
し
た
年
輪
年
代
法
に
よ
る
調
査
の
結
果
、

獅
子
の
最
も
外
側
の
年
輪
が
治
暦
五
年
・
延
久
元
年
（
一
〇
六
九
）、
狛
犬
は
寛
治
八
年
・
嘉

保
元
年
（
一
〇
九
四
）
で
あ
り
、
一
本
の
木
材
を
割
っ
て
一
対
の
獅
子
・
狛
犬
が
制
作
さ
れ
た

と
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
（
１
）。

次
に
、
山
下
氏
は
、
こ
の
年
輪
年
代
法
の
調
査
結
果
を
受
け
、
様
式
的
な
観
点
か
ら
本
像
の

制
作
年
代
を
考
察
し
た
（
２
）。

氏
は
、
本
像
の
造
形
的
特
徴
と
し
て
、
小
ぶ
り
な
頭
部
、
肉
付
き
の

良
い
胸
部
、
す
ら
り
と
長
い
前
肢
、
引
き
締
ま
っ
た
下
半
身
、
細
身
で
丈
の
高
い
体
軀
を
挙
げ

る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
特
徴
は
滋
賀
・
大
宝
神
社
像
な
ど
の
平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
至

る
作
品
中
に
広
く
認
め
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、本
像
の
二
条
の
顎
鬚
に
つ
い
て
、

滋
賀
・
御
上
神
社
像
（
平
安
時
代
）
に
も
認
め
ら
れ
、
本
像
の
制
作
年
代
を
推
定
す
る
手
が
か

り
に
な
る
と
す
る
（
３
）。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
諸
点
を
踏
ま
え
、
本
像
を
一
二
世
紀
前
半
に
遡
ら
せ

る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
と
結
論
し
て
い
る
。

高
梨
氏
は
、
石
山
寺
が
承
暦
二
年
（
一
〇
七
八
）
に
焼
亡
し
、
永
長
元
年
（
一
〇
九
六
）
に

本
堂
が
再
建
供
養
を
遂
げ
た
こ
と
を
挙
げ
、
年
輪
年
代
法
の
調
査
結
果
が
石
山
寺
再
建
の
時
期

と
符
合
す
る
こ
と
か
ら
、
本
像
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
十
分
な
議
論
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
提

起
し
て
い
る
（
４
）。

本
像
の
、
鬣
の
彫
り
が
深
く
立
体
的
な
点
、
胴
体
を
捻
り
や
や
動
き
が
あ
る
点
な
ど
は
、
平

安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
顕
著
に
な
る
要
素
で
あ
る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
の
要
素
も

仁
安
三
年
（
一
一
六
八
）
頃
の
制
作
に
か
か
る
広
島
・
厳
島
神
社
獅
子
・
狛
犬
に
す
で
に
見
出

せ
る
も
の
で
あ
り
（
５
）、

本
像
を
一
二
世
紀
に
遡
る
先
駆
的
な
作
例
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
は
決

し
て
不
可
能
で
は
な
い
。
獅
子
・
狛
犬
と
も
内
刳
り
の
無
い
一
木
造
で
、
二
本
の
顎
鬚
を
同
木

か
ら
彫
抜
い
て
表
す
な
ど
古
風
が
看
取
さ
れ
る
こ
と
も
、
こ
の
推
定
を
後
押
し
す
る
も
の
で
あ

ろ
う
。
と
は
い
え
、
年
輪
年
代
法
の
調
査
結
果
は
、
用
材
が
伐
採
さ
れ
た
年
次
を
示
す
も
の
で

あ
り
、
実
際
の
制
作
年
代
は
幅
を
取
っ
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

本
像
の
存
在
は
尊
賢
撰
『
石
山
要
記
』
な
ど
の
寺
誌
類
に
見
え
ず
、
伝
来
の
項
に
記
す
よ
う

に
、
慶
長
七
年
以
前
の
本
像
の
伝
来
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
書
写

の
「
範
賢
灌
頂
記
」（
校
倉
聖
教
第
八
函
一
一
号
）
の
「
布
施
分
配
」
の
項
に
お
い
て
「
三
十
八

所
」「
近
津
尾
明
神
」「
龍
蔵
」
と
い
う
現
在
ま
で
続
く
石
山
寺
の
鎮
守
神
が
確
認
で
き
る
こ
と

は
留
意
さ
れ
（
６
）、
平
安
時
代
末
に
は
鎮
守
社
が
建
築
を
伴
う
か
た
ち
で
成
立
し
て
い
た
可
能
性
が

高
い
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
堂
が
永
長
元
年
に
再
建
供
養
を
遂
げ
た
の
ち
、
周
辺
の
諸
堂

が
順
次
建
立
さ
れ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
、
三
十
八
所
権
現
社
も
一
二
世
紀
前
半
に
再
建
な
い
し

創
建
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

本
像
の
洗
練
さ
れ
た
作
風
や
獅
子
・
狛
犬
と
し
て
比
較
的
大
型
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

平
安
時
代
に
貴
顕
の
信
仰
を
集
め
た
石
山
寺
の
鎮
守
社
の
た
め
の
造
像
と
し
て
違
和
感
は
な

い
。鎮
守
社
の
建
立
が
行
わ
れ
た
と
見
ら
れ
る
一
二
世
紀
前
半
に
本
像
も
あ
わ
せ
て
造
立
さ
れ
、

当
初
よ
り
三
十
八
所
権
現
社
に
安
置
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
考
え
る
の
も
、
あ
な
が
ち
不
当
で

は
な
か
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
想
定
は
造
形
や
年
輪
年
代
法
の
調
査
結
果
と
も
矛
盾
し
な
い
。

（
１
）
光
谷
拓
実
「
石
山
寺
木
造
狛
犬
は
最
古
級
」（
奈
良
文
化
財
研
究
所
編
『
文
化
財
論
叢
』
四
、二
〇
〇
二
）。

（
２
）�

山
下
立
「
石
山
寺
木
造
狛
犬
の
制
作
時
期
を
め
ぐ
っ
て
」（『
滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館
紀
要
』

一
四
、二
〇
〇
七
）。

（
３
）�

山
下
氏
は
、
同
様
の
二
条
の
顎
鬚
が
、
奈
良
・
東
大
寺
南
大
門
石
造
獅
子
、
京
都
・
由
岐
神
社
石
造
獅

子
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
宋
風
獅
子
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
挙
げ
、
本
像
の
そ
れ
も
大
陸
の
獅
子
に
淵
源
を
持

つ
こ
と
も
指
摘
す
る
。

（
４
）
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ 

Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
編
『
獅
子
と
狛
犬 

神
獣
が
来
た
は
る
か
な
道
』（
青
幻
社
、
二
〇
一
四
）。

（
５
）�

厳
島
神
社
像
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
は
、
伊
東
史
朗
「
厳
島
神
社
の
獅
子
・
狛
犬
」（『
学
叢
』

二
〇
、一
九
九
八
、
改
題
・
改
稿
の
上
、
同
『
神
像
の
研
究
Ⅱ
』〈
思
文
閣
出
版
、
二
〇
二
四
〉
再
録
）

を
参
照
し
た
。

（
６
）
大
津
市
歴
史
博
物
館
『
石
山
寺
―
密
教
と
観
音
の
聖
地
―
』（
二
〇
二
四
）。

（
柘
植
）

19 獅子・狛犬 本堂安置
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